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　好きよ。

　愛しているわ。

　ねえだから、いつかわたしをお嫁よめさんにしてくれる？




　──そのためなら、世界だって征せい服ふくしてみせるから。
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　世の中には妖よう魔まと呼ばれる存在がいる。

　古こ来らいより様々な国で妖精とか悪魔とか言われていた人ならざる者は、血と肉と四よん大だい元げん素そを元にした霊れい的てきな物質で身体からだを構成されていて、それらの呼こ称しようは長い年月を経へて妖魔と統一されるようになった。

　力の強い妖魔は天てん災さいすらも自みずからの意い図とで引き起こせると畏い怖ふされる一方、彼らを石に封じこめることにより、その力を利用する手段も開発された。

　彼らを石に封じる者が封ふう石せき師しであり、妖魔が封じられた石、もしくは封じる行こう為いを封石と呼ぶ。
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　封石師はＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄクラスとその経験と能力に応じて階級わけされており、仕事の依い頼らいもその階級ごとによって振りわけられる。

　自然、報ほう酬しゆうもクラスごとにわかれてくるし、社会的な保障も異なってくる。むろん階級が低ければ低いなりに国やら協会やらが生活を保護してくれるわけだが、こういった階級というものはよくも悪くも条件さえ満みたされれば変わってくるもので──

「今月中に寮りようを出ていけって宣せん告こくされたの！　ひどいと思わないっ！」

　クラスが上がれば、今まで受けていた保護が受けられない弊へい害がいが出てくる。

　工こう房ぼうに出社するなり、書類を作成していたトリスタン・イエンの事務机に膝ひざを乗り上げ、大おお袈げ裟さな仕し草ぐさで窮きゆう状じようを訴うつたえているフィーネ・ソウの場合は、一時間以内に五つ以上の魔石を作れること、契けい約やくしている妖魔がいることでＣクラスの権利を得ている。

　Ｄクラスで見習い、Ｃクラスで新人という認識が一般的で、ここまではまだ一人で封石師協会の仕事を受けることができない。そしてＢクラスまでくれば一人前と認められ、個人で受けられる仕事も出てくる。

　フィーネの暮くらす見習い用の寮の入寮条件はＤクラスまでで、Ｃクラスに上がったら後こう進しんのために部屋を空あけねばならない。しかし認識と規定は別物なのだ。

「わたしまだ研修期間終わってないから、見習いには変わりないのにぃっ！」

　生まれ持った能力に左右される職業ではあっても、封石師は技術職だ。実務、実戦経験を重ねなければ学べないことが多いため、協会規定にある見習いを卒業するためにはＣクラスの階級になる他に、マイスタークラスの封石師の下もとで三カ月以上弟で子しとして実じつ地ち訓くん練れんを行うことが条件付けられており、出しゆつ向こうする回数も定められている。

「階級わけはマイスターの証しよう印いん以外、お役所仕事だからな。条件さえ揃そろってりゃクラスアップできるって教えてやっただろう？」

「こんなことになるとわかってたらクラスアップの申しん請せい願いなんてださなかったわよ！　師し匠しようも知ってたなら止めてよ！」

　はしたなくも机の上に乗り上げた格かつ好こうのまま、今にもトリスタンの胸むなぐらを締しめ上げそうな勢いきおいでフィーネが吠ほえた。彼女が口を動かすたびに、後こう頭とう部ぶの高い位置で一本に結ゆわれた綺き麗れいなオレンジ色の髪が、かくかくと揺ゆれる。そしてうるさい。

「お前がＣクラスの仕事を受けられるようになれば、そのぶんウチの収入も増ふえるんだ。俺が反対するわきゃねえだろうが。そもそもお前が寮を出ればいいだけの話だろう？」

　トリスタンが当たり前のことを当たり前に口にした途と端たん、フィーネの瞳ひとみがゆらりと水みず気けを帯おびた。

　光の加か減げんや感情によって色しき彩さいを変化させる青みがかった灰色の虹こう彩さいは、今は曇くもり空に近い色合いに変わっている。いらないほど必ひつ死しさは伝わるし、哀かなしみに沈しずんでいるのはある程てい度ど本当だろう。しかし長い睫まつ毛げをぱちぱちとまばたかせていても、にじむ涙がこぼれる気配はなかった。

　それなりに女性らしい体つきだし、可か憐れんな顔立ちであるのはトリスタンも認める。大人おとなになりかけている十代半なかばの少女特有の、危あやうげな色香というものがないわけではない。しかし健けん康こう的てきな活かつ発ぱつさが全面に出た容よう姿しはトリスタンの好みからほど遠く、至し近きん距きよ離りで涙目で睨にらまれても得なことがない。

「トラオムにきて、封石師の仕事をはじめて二カ月と経たっていないのよ？　見習いとしての仕事だって、出向したの三件だけだし、後はほとんど工房で民間用の小さな魔石を作る内職だけじゃない！　服だってほしいし、靴くつだってほしいし、可か愛わいい家具だってほしいし、美お味いしい物だって食べたいお年頃なんだから、引っ越し代なんてないわよ！」

「欲を封じて期限まで貯ちよ金きんしろ」

「師匠が冷たいぃぃぃぃっ！」

　すっぱりと言い切ったトリスタンの言葉を耳にして、フィーネは事務机にうつぶせに倒れこんだ。その拍ひよう子しにオレンジ色の髪がさらりと机に広がって、作成途と中ちゆうだった書類をトリスタンから隠かくす。

　利きき手にペンを持ったまま、額ひたいの青あお筋すじを波なみ打うたせていたトリスタンの視界に、今度は人形のように整ととのった顔立ちの男が入ってきた。

　女性とも見み紛まがうような美び貌ぼうだし、男女共に引きこまれるような妖あやしげな色香をまとっているが、すらりとした細身の体格は男性のものだ。艶つややかな黒髪は日にかざせば毛先が藍あい色になるけれど、目立つような異い彩さいではない。爪つめも健康的な桃もも色だ。しかし彼は純じゆん粋すいな人間ではなく、半分異い形ぎようの血が流れていた。

　──アレスは二カ月前にフィーネと十年ぶりの再会を果はたし、正式に主しゆ従じゆうの契約を交わして従じゆう徒とになった半はん魔まである。

　感情のない墨すみ色の硝子ガラス玉だまのような瞳がフィーネを映した瞬間、涼すずやかな双そう眸ぼうは蕩とろけるように甘あまく和なごんだ。指の先まで完かん璧ぺきに整った美しい手が自分の主あるじに伸のびる。

「可か哀わい想そうに……おいでフィーネ」

「アレス！」

　がさっと作成半ばの書類にしわを入れつつ、机の上で方ほう向こう転てん換かんしたフィーネは、すらりと伸びた両腕をアレスの首くび筋すじに回してすがりついた。
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「ひどいのよ！　ひどいと思わない？　そりゃわたしだってこんなことになるとわかっていたら、可愛い服だって我が慢まんしたのに、某ぼう国こくの実力者の妻つまと娘と愛人たらしこんで、危うく国際問題になりかかった挙あげ句く、マイスターとしての素そ行こうと人格を問題視された男に『欲を封じて期限まで貯金しろ』とか言われたの！」

　フィーネの額に整った唇くちびるで触ふれたアレスは、華きや奢しやな背中に両腕を回して、なだめるような口く調ちようで甘く囁ささやく。

「ああ。本当に災さい難なんだったね。某国の実力者の妻と娘と愛人たらしこんで、危うく国際問題になりかかった挙げ句、マイスターとしての素行と人格を問題視された男に、身みの程ほど知らずなことを言われるなんて可哀想に。俺おれの可愛いフィーネがより可愛くなるよう努力している姿なんて可愛くてならないのに、それだけで正義で世界の常識なのに、それを理解できないなんて人生を七割ほど損そんしているよね。もちろん俺だけが知っていればいいことだから、知らなくてもいいけれど」

「黙だまれバカップル！」

　耐えきれないとばかりに、トリスタンが両手を机にたたきつけた。

「馬ば鹿か弟で子しは馬鹿弟子なりに師匠を敬うやまい奉たてまつりやがれ！　弟子の従徒は仕事を邪じや魔まするなら封石に引っ込んでろ！」

　額に青あお筋すじを浮かべたトリスタンの一いつ喝かつで、ふいにアレスの姿はかき消えて、フィーネの胸に揺れる五ご角かく錘すいの封石が透とう明めいから黒へと変わった。

　間かん髪はつ容いれずにフィーネの背はい後ごから革かわ紐ひもを引っ張ったトリスタンは、肩越しに黒い封石が見えた瞬間、それをつかんだ。

「しばらく出てくんなよ」

　怒いかりを抑おさえた声でそう告げて、放り捨てる。

　もちろん革紐はフィーネの首からぶら下がったままなので、封石は大きくフィーネの胸で跳はねて、元の位置に収まった。

「アレス！　アレス！　アレスシアス！」

　主であるフィーネがアレスの真ま名なを口にしても、五角錘の封石に反応はない。封印されたと悟さとったフィーネは、不満そうに唇を尖とがらせて、トリスタンを睨みつけた。

「愛まな弟子の人生をかけた恋なのよ。黙って見守れないなんて、狭きよう量りようだと思わないの？」

「お前にも人の心があるなら恥はじを知れ。俺の目の前でいちゃつくな。いい加減に机から膝を下ろせ。つーか乗るな、どけ！」

「師匠が冷たいぃ」

「三年後に閨ねやに忍しのんできたら、俺の優しさ見せてやるよ！」

「優しさが遠いわ」

　そういう問題でもないのだが、わざわざそれを教えてやるほどトリスタンは人がよくないので、無む言ごんで小さな顔を片手でつかんで机から押しだすついでに、ぎりぎりと指先に力を入れてやる。

「顔！　顔が潰つぶれっ！」

「阿あ呆ほう。人間の頭ず蓋がい骨こつってのは丈じよう夫ぶなんだ。俺程度の握あく力りよくで潰れるかよ。せいぜい鼻の軟なん骨こつが──」

「聞きたくない！　それ聞きたくない！」

「お前も俺の弟子なら『お仕事の邪魔をして申し訳ありませんでしたお師匠様。愚ぐ昧まいなわたしに協会に提出する書類の書き方と、助じよ成せい金きん申請書の書き方と、それを調べるための資料の探し方を教えてください』くらい言ってみせろ」

「それ明らかにわたしに書類仕事を押しっ──はいはいわかりましたお師匠様！　お仕事の邪魔をして申し訳ありませんでした。愚昧なわたしに協会に提出する書類の書き方と、助成金申請書の書き方と、それを調べるための資料の探し方を教えてください！」

　何事か言いかけたようだったので、じわりと指に入れた力を増やすと、あっさりとフィーネが復ふく唱しようしてきたので、突き放すようにして顔を解放してやる。

「よし。膝をどかせ、机からどけ、丁てい寧ねいに机を拭ふいたら、茶と茶ちや菓が子しを用意しろ」

「…………師匠、意外と甘かん味み好きよね？」

「うるせ」

　机から下りて、ぱたぱたと台だい布ふ巾きんを取りに行くフィーネをよそに、トリスタンはしわの寄った書類を丁寧に引き伸ばした。インクが乾かわいていない箇か所しよが多少擦こすれてはいるものの、文字が読めないということはないだろうから、そのまま使うことにする。

「で、結局朝から何が言いたかったんだ？」

　協会へ提出する書類を仕上げて、片手でティーカップをつまんだまま、片手でフィーネの机の上に資料を置いてやったトリスタンは、軽く首を傾かたむけた。

　何を言っているのかと、きょとんとトリスタンを見上げたフィーネは、幼おさない表情で同じ仕草を返す。

「何？　……ああ。だから、今月中に寮を出ろと言われたの。でもお金はないの」

　そこはもちろんうるさかったので、記憶に残っている。金を貸せとでも言うつもりだろうか？

　現在懲ちよう罰ばつ中ちゆうのトリスタンは、個人で仕事を受けられない。弟子のフィーネが一人前になるまで、イエン工房が受けられる依頼はフィーネが完かん遂すいできる仕事だけだ。収入は激げき減げんしても、フィーネへの給金や税金を払わねばならない。そして税金とは去年の収入を元に設定されるので、今年の収入など顧かえりみてはくれない。

　協会規則に則のつとって、フィーネが一人でも依頼を受けられるようになるにはＢクラスにならねばならず、最低でもそのクラスまで育てねば対外的にも一人前とは言えない。いくらフィーネに才能があろうとも、数カ月は確実にかかるだろう。

　そして莫ばく大だいな税金は、一カ月ごとにトリスタンの首を絞しめてくる。Ａクラスの稼かせぎが恋こいしくも憎にくい。

　正しよう直じき言って、フィーネに貸せる金はない。

「封石師協会で貸かし付つけあるの知ってるだろう」

「わたし見習いだから、最短でもあと一カ月は実地訓練積まないと利用できないもの」

「ああ……そうだな……」

　見習いは色々と保護を受けられる代わり、社会的な信用が低い。社会人としての経験がどうこうよりも、封石師として生き延のびられるか否いなかが、まだわからないからだ。

　もちろん階級が上がれば相そう応おうに信用もされるし、マイスタークラスになれば工房も持てるが、それまではどこかの工房で仕事を回してもらわなければならない。当然のことながら自分から協会の依頼は選べない。

「そんなわけで師匠」

　事務机に載のせられた書類を頑かたくなに視界から外はずし、フィーネはトリスタンを見上げた。




「わたしと一いつ緒しよに住まない？」




　青みを増したフィーネの瞳は、希望と期待に輝かがやいている。

　恥はじらうようにほんのりと頰ほおを赤く染そめて小首を傾かしげ、ふわりと笑う様子は愛くるしく、トリスタンに対する全面的な信頼が透すけて見えた。

　無む垢くな子供が母親に見せるような、拾われた子こ猫ねこが飼かい主ぬしに見せるような、フィーネの可愛らしい問いかけを前に、トリスタンは即そく答とうした。

「無理」
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「断ことわり文もん句くにしても、『無理』はないと思うのよ！　アレスの封印もまだ解といてくれないしぃ！」

「そうですねぇ。年頃の女性相手にそれはないですよねぇ。愛いとしい従徒とも会えないなんて可哀想に……」

　丸まる眼鏡めがねの似に合あう優しげな顔立ちを曇らせて、穏おだやかにフィーネに相あい槌づちを打つパイモンの口調は、心から同情の念ねんを寄せているように聞こえた。だがその一方、東国の計算機を手に黒く染まった長い爪でぱちぱちと翡ひ翠すいの珠たまを弾はじき、流りゆう麗れいな文字を傍かたわらの紙に綴つづっていく速度は先ほどから変わらない。

　軽く伏ふせられた焦こげ茶色の瞳は、冷れい然ぜんと自らが記しるした数字を追っている。

（人の話を聞いてはいても、同情はしないのよね。したふりはするみたいだけど）

　封石師協会の見習い支し援えん部ぶ門もんのカウンターに、協会事務長であるパイモンがいるのは本来おかしいのだが、フィーネが窓口に現れた途端、あちらから現れたのだから仕方ない。不満はないかと尋たずねられたので、フィーネは遠えん慮りよなく今け朝さの出来事を語って今に至いたる。

「ちなみにあなたのアレスシアスはなんと言っているんですか？」

「なんと？」

　きょとんと小首を傾げれば、パイモンはフィーネに目をむけた。

「トリスタンに同居を申しこむことに対して何も言わなかったんですか？」

「それを言う前に師匠に封印されたの」

　ペンダントの封石をなでるフィーネをしばらく眺ながめ、まばたく。

「つまりアレスシアスに相そう談だんはしていないということですか？」

「わたしの住む所を探すのよ？　何を相談しろと言うの？」

「……必ひつ然ぜん的てきにアレスシアスも住むことになるのだから、相談が必要では？」

「どうして？」

　いまいち嚙かみ合っていない会話をしている自覚はあるのだが、パイモンの意図がわからない。のけぞるように首をそらせ、まっすぐにパイモンの目を見て、沈ちん黙もくすること数秒。

　彼は得とく心しんがいったように「ああ」と頷うなずいた。

「道どう理りで恥じらいがない」

「どういう意味よ！」

「失しつ言げんです。少し意外だったもので驚おどろきました。てっきりアレスシアスと恋人同士になっていると思っていたもので」

　失礼な台詞セリフに、フィーネは思い切り頰をふくらませた。

「アレスはわたしの恋人よ！　アレスはちゃんとわたしのことを愛しているわ！」

　もちろんフィーネだってアレスのことを愛している。

「それはそうでしょうとも。麗うるわしい愛情だと思いますよ。微ほほ笑えましいですね」

　同意の声は明らかに口先だけだ。

「ちなみに好こう奇き心しんからお尋ねするんですが、同い年の同性のお友達はいらっしゃらないんですか？」

「いるに決まってるじゃない」

　国の補助を受けて学校生活を送っていたフィーネは、ずっと寮住まいだった。同室になるのは同い年の女の子だ。教室に行けば同じ年頃の子がたくさんいる。

「女性は恋の話が好きでしょう？　そんな話題にはならなかったんですか？」

「もちろんはりきってアレスのことを語ったわよ。はじめはみんな楽しそうに聞いてくれるんだけど、一時間を超えたあたりでたいてい止められるのよね」

　アレスがどれだけ格好良くて綺麗で頼りになって優しいのか、その程度では全然わからないと思うし、人が恋の話を語れば自分だって語りたくなるのが人情というものだ。

「そういえば…………いつの間にか恋の話とかしなくなったわね。みんな大人になって落ち着いちゃったのかしら？」

「ある意味大人になって学習した成せい果かだと思いますよ」

「…………なんか含ふくんだ言い方するわね？」

「はじめから好奇心だと言ったでしょう？　耳みみ年どし増まな年頃のはずなのに、どうしてそうなのか気になっただけです。疑問が解けてすっきりしました」

「わたしはすっきりしないわ」

　のらりくらりと躱かわされて、結局パイモンの意図がわからないままだ。

「所しよ詮せん戯ざれ言ごとですよ。まあ、協会としてはどちらでもいいというか、生まれやすさに焦しよう点てんを置けば、むしろトリスタンのほうがいいんですがね」

「何が生まれるの？」

「女性はあからさまに言われるのを嫌いやがるでしょう？　大人の女性ならば察さつしてください。わからないならトリスタンあたりに教わるべきです」

　よくわからないが、確かに封石師としてフィーネが師し事じしているのはトリスタンなのだから、それに関しては否やがない。ちなみにそのトリスタンは、現在Ｃクラスの依頼を受けるために別の窓口に並んでいるはずだ。

　気を取り直したフィーネは、ここにきた当初の目的に戻ることにした。

「手が止まっているようだけど、計算は終わっているの？」

　フィーネがここにいる理由は、もちろんパイモンにトリスタンの悪口を言うことではない。クラスではなく『見習い』に重きを置いて部屋を貸してくれる協会指定の寮がないか探しにきたのだ。そのついでに一カ月後にフィーネが借りられる貸付の話になり、仮で返済計画を立ててもらっている。

　パイモンの手元をカウンター越しに覗のぞきこむと、彼は数字の並んだ紙をフィーネに差しだしてきた。

「一カ月後、あなたが無事に見習いを卒業したと仮定して、一年間の平均収入を割りだしてみました。月々これくらいの返済なら、三年。こちらなら一年。見習いになって二カ月弱でＣクラスになったあなたなら、もっと短縮できますよ」

　提示された金額に、フィーネの瞳が青く輝く。

「三年のほうなら、今の収入でも返済可能だと思うの」

「たとえ安定した大手の工房に勤めていようと、見習い身分のうちは貸せませんし、例外も作れません。あなたにどんな天てん賦ぷの才があろうと、今の段階で特別扱あつかいする理由がないからです」

　気きの毒どくそうな表情を浮かべてはいても、パイモンはよどみのない言葉で華麗にフィーネの要求をはね除のけた。

　ごもっともな理由を前に二の句が継つげず、フィーネは小さくため息をつく。

「…………それで、寮のほうは」

「今年度がはじまって二カ月ですよ。寮に空き部屋が出るには早すぎます。むしろ予約待ちが列をなしている状態なんです。トラオムはティーチ連れん邦ぽう共きよう和わ国こくの首しゆ都とで、封石師協会の本部が設置されてますからね。基本的に出向先に近い協会支部に依頼書が発送されますが、人を選ぶような大きな依頼は本部に集まりますし」

　仮に地方の工房に就職が決まっても、再就職先にトラオムの工房を選びたがる人間は多い。自分に自信があれば、なおのことそうだろう。

「トリスタンに借りるのが一番いいと思いますけどね」

「なら高額の依頼を紹介しろや。どれもこれも本当にしけてやがる」

　横から割りこんだ声に驚いて目をむけると、複数の依頼書のメモを片手に、トリスタンが横おう柄へいに鼻を鳴らした。どうやらフィーネを迎むかえにきたというより、パイモンを探しにきたらしい。

　ガラの悪い仕草だし、アレスのように完成された美しさはそこにないものの、それでも彼に惹ひかれる女性が現れるのはなんとなくわかる。鋭するどい眼光も、威い圧あつ的てきな空気も怖くて近づきがたいけれど、ふとした仕草に女心をくすぐる柔やわらかさと甘さを感じるのだ。

　第三者に「あの男には近寄るな」と忠ちゆう告こくを受けたとしたら、年頃の娘は逆ぎやくに好奇心を刺し激げきされることだろう。自分の娘を彼に近づけたくなければ、まず興きよう味みを惹かせないことだとフィーネは思う。

（そのわりに、わたしあの人の弟子にされたんだけど……）

　元げん凶きようであるパイモンをちらりと見上げてみれば、満まん面めんの笑みを目もく撃げきしてしまった。見るんじゃなかった。絶対に何か企たくらんでいる。

　この闇やみ属ぞく性せいの上級妖魔は捻ひねくれているようでわかりやすい嫌がらせを好このむ。フィーネよりつきあいの長いトリスタンが盛せい大だいに顔をしかめたから、フィーネの女の勘かんは間ま違ちがっていないはずだ。

　案あんの定じよう、パイモンはどこからともなく取りだした依頼書をトリスタンに見せつけた。いくら協会の建物の中とはいえ、持ちだし厳げん禁きんのはずなのだが……。

（『特別扱いする理由』があるならいいってことかしらね？）

　先ほどの会話を思いだし、少しふくれながらトリスタンのほうへ足を進める。

　パイモンは見上げるほどの長身で、トリスタンも彼ほどではないが背が高い。文字が少し遠かったが、依頼クラスの表示はくっきりとしたスタンプが押されているのでフィーネにも読めた。

　Ｃクラスの依頼だ。

「ラヴィーネという小さな村をご存ぞんじですか？　優ゆう秀しゆうな時計細ざい工くの職人が多く住む村です。標ひよう高こうが高くて冬が長く、厳きびしい環かん境きようながらも美しい景けい観かんが職人の心を揺さぶり優すぐれた作品を生みだしてきました。時計ばかりが有名ですが、あそこのレースも美しくて人気ですね。トラオムの広場にも五十年前にラヴィーネの職人が作ったからくり時計がありますが、一年に一度のメンテナンスだけで相あい変かわらず正確な時を刻きざみ、美しい音楽を奏かなでてくれます」

　滔とう々とうと語るパイモンの声を聞き流しながら、トリスタンの目が依頼書の文字をなぞる。

「…………なあ、どうしてこの依頼がＣクラスなのか説明してもらおうか？」

「緊きん急きゆうに生活の場を確保する必要があったので、偵てい察さつを含めてＢクラスの封石師をすでに一人派は遣けんしているんですよ。クラスがクラスなので彼の優先事項は村の守しゆ護ごですけどね。原因を追つい究きゆうするためにはもう一人封石師がほしいところですが、そうなるとＢクラスを雇うには少し届かない程度の金銭しか用意できないようなんです」

　困こまった。とでも言いたげに、パイモンは苦く笑しようを浮かべた。

「村から金銭を集めるにしても、基本的に職人ばかりが住む村なので住民の数が少ないんですよね」

　封石師への依頼はすべて協会を通される。内容によって専門の人間や妖魔が仕事の難易度を判定してクラスを設定し、その階級の封石師へ仕事を提示するのだ。そして仕事がほしい封石師は、その依頼の中から自分に合った仕事を選ぶ。

　──仕事を受ける受けないの選択権は封石師側にあるのだ。

「どこの工房がこんな仕事受けるってんだよ！　慈じ善ぜん活かつ動どうしたけりゃ自分の懐ふところから金をだせ！　天てん候こうを操あやつる妖魔なんざ確実にＢクラス以上の依頼じゃねえか！　秘ひ術じゆつじゃなくて魔術でこれやってんなら、規き模ぼによってはＳクラスだぞ！　捨てろそんな依頼！　こっちは命がかかってるんだ。はした金で仕事ができるか！」

「まあ、本当でしたらそうなるんですよね。こちらとしても無む駄だに封石師を減へらしたくありませんし、規則や階級があるということは、それ相応の理由があるわけですから」

　物もの憂うげな表情を浮かべ、パイモンは何度も頷うなずいていた。その焦こげ茶色の瞳が、すっと横にそらされる。

「ただ金銭の代わりにこれをいただきまして」

　唐とう突とつにパイモンの前の空間が裂さけた。空間の裂け目に人間が手を突っこめば、水分が抜けるなり、複ふく雑ざつにねじれるなり、なんらかの異常反応をするそこに、パイモンの手が無む造ぞう作さに入り、美しくも繊せん細さいなドーム型の時計を取りだす。

　本来無ぶ骨こつで機能性ばかりを追つい求きゆうしているはずの歯は車ぐるまに、宝石が埋うめこまれ、金色に磨みがかれている。歯車の途中には金色の小さな兎うさぎがそこかしこにいて、たまに飛んだり跳ねたり移動したりして可愛らしい。

　どういう仕組みなのだろうとじっと見ている間にも、兎がぴょこぴょこと動いて飽あきがこない。

「これ、不規則に動いているようでいて、六時間ごとに兎が横一列に整列してお辞じ儀ぎをするんですよ」

「なにそれ可愛い！」

　ぱっと顔を輝かせたフィーネに、自じ慢まんげにパイモンが頷く。

「市場にだせば一財産でしょうね。元々コンクール用に作っていたらしいですが」

「換金させて、改あらためて依頼させればいいじゃねえか」

「急ぎの換金は買い叩たたかれますよ。しかもその場合、この時計がわたしのコレクションに入らないじゃないですか」

「私情か！　そもそもそれ協会への贈ぞう呈てい品ひんじゃねえのかよ！」

「ふっ。このわたしがそんな初歩的なミスを犯おかすはずないじゃないですか。もちろん個人的にいただいたものですとも。そして確実に遂行できる封石師に依頼を回すのはわたしの仕事です」

　胸を張って堂どう々どうと厚こう顔がん無む恥ちな主張をする姿は、いっそもう清すが々すがしさすら感じる。

「私し利り私し欲よくのために権限乱用しているだけじゃねえか！」

「失敬なっ！　Ｃクラスの依頼料でＣクラスの封石師を派遣することのどこがいけないと言うんですか!?」

「Ｃクラスの依頼じゃねえのに、Ｃクラスの依頼として請うけ負おうことがいけないに決まってんだろう！」

「Ｃクラスの封石師に解決できるじゃないですか」

　パイモンの視線がちらりとフィーネに流れ、またトリスタンに戻った。

「できなくてもＡクラスの現げん役えき封石師がフォローしてくださいますし。そちらにとっても悪いことばかりではないでしょう？　Ｂクラスの報酬金額には届きませんが、この依頼には特別手当がつきますよ」

　クラスによって報酬はきっちりと決められているが、依頼人の懐具合や、協会の判断により特別手当がつく場合がある。ラヴィーネからの依頼には、その特別手当がついていた。Ｃクラスの依頼料にしては破は格かくだ。

「…………わたしの取りぶんも多くなる？」

　仕事の交こう渉しようはトリスタンの仕事だが、少し気になったので口だししてみたら、「もちろん」とパイモンに即答された。

　給金の金額は経営者であるトリスタン次し第だいなのだが、そこをケチるような男でないのはここ二カ月でわかっているし、万が一彼が窮状を理由にフィーネへの支払いを拒きよ否ひするようになったら、パイモンがなんとかすると約束してくれている。

　くりっと首を捻って、フィーネはトリスタンを見上げた。

「アレスがいるもの。わたしはかまわないわよ？　引っ越しの資金も必要だし」

「あのな」

「アレスがいれば、少なくともわたしが死ぬことはないわ」

　胸の封石をそっとなでれば、まるでそれに同意したように黒く光った。

　残ざん念ねんながらトリスタンと違って、フィーネはまだ封石された状態の妖魔と会話ができない。封印されているアレスは周囲の様子がわからないはずだから、光ったように見えたのは気のせいだろうけれど、それでも彼が応こたえてくれたと思えば愛しくて、黒い封石に唇で触れた。

「精神論だけで仕事ができりゃあ、封石師は全員マイスターになれるぜ」

　師匠のありがたいお言葉というやつは、きちんと拝はい聴ちようしておく。もちろんフィーネだとて精神論だけでマイスターになるつもりはないし、技術を磨いて経験を重ねるつもりも多分にある。しかしたかがＣクラスで躓つまずいてもいられないのが現実だ。

　だからフィーネは晴天と混じる海のような瞳をきらめかせ、不ふ敵てきに笑ってみせた。




「わたしはいずれ世界を征せい服ふくする女よ」
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　黙って疲れた顔をするトリスタンをよそに、パイモンがいかにも平和そうにぱちぱちと拍はく手しゆをして、善ぜん良りようそうに微笑んだ。

「心強い限りですね、トリスタン。はい、そういうわけですからこちらの依頼書に受じゆ領りようのサインをしてくださいね。念のため金額の確認でもしますか？　こちらが今回の依頼の成功報酬です。ここから諸もろ々もろ引いて、あなたの手取りぶんがこれくらい。で、来月請求する予定の住民税がこれくらいですかね」

　ぱちぱちと翡翠の珠を弾くパイモンに、トリスタンが唸うなる。

「念のためじゃなくて駄だ目め押しっつーんだよ」

　必要のない計算を目の前でされて、まざまざと自分の窮状を自覚させられたトリスタンは、苦いため息をついてパイモンからペンを受け取った。
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　気持ちのいい夏空に、ぽかりと飛行船が浮かんでいた。

　国土のほとんどが峻しゆん厳げんな山で覆おおわれているティーチ連れん邦ぽう共きよう和わ国こくにとって、上空を行き交う飛行船は盆ぼん地ちか台地にぽつぽつとある集しゆう落らくを行き来するための重要な足である。

　協会や国が所有している飛行船の運行は、その季節の風の流れも含ふくめてすべて航空局が管理しているため、自分たちが乗船している以外の飛行船が浮いている姿は遠とお目めに見ることしか叶かなわない。

　本当に稀まれに風属ぞく性せいの妖よう魔まの背に乗る封ふう石せき師しを見かけたり、個人で所有している飛行船を見かける他は、山か川か湖ばかりで、変わり映ばえのしない光景が続く。飛行船での移動に慣なれてしまうと、空の旅はいささか退たい屈くつだ。

　──もちろん愛いとしい人がそこにいるだけで、退屈の虫は退たい治じされるのだけれども。

「本でも読もうか？」

「アレスとこうしているだけでいいの」

　食べ物や生活必ひつ需じゆ品ひんを運ぶ商売人のために発達した乗り物なだけあって、公共の飛行船は人よりも荷物のほうが大事にされている印いん象しようが強い。荷物はその荷が飛行中に崩くずれないようにしっかりとしたベルトで固定された貨物室へむかうが、人間は広い部屋にただ絨じゆう毯たんを敷しいただけの椅い子すもないような大部屋に放りこまれる。

　基本的に水平を保たもって空に浮かぶものだから、突とつ然ぜん気流の乱みだれに巻きこまれない限り、立って歩くことに支し障しようがない乗り物ではある。広々とした部屋を有ゆう効こうに使用して、暇ひまそうにストレッチをしている人間もちらほらと見かけた。

　かくいうフィーネは、絨毯に直接腰を下ろしているアレスの膝ひざにちょこんと座り、彼の腕を背もたれ代わりにしてうっとりとその顔に見とれていた。

　美人は三日で飽あきると言うけれど、それは噓うそだとしみじみ思う。真の美形は見飽きることがないと、アレスの存在が証明している。しかもなんだか日に日に麗うるわしくなっているように思える。

「楽しい？」

　穴あなの開くほど見つめられて苦く笑しようするアレスに、フィーネはこくりと頷うなずいた。

「楽しい。アレスは退屈？」

　綺き麗れいな微び笑しようを浮かべて、アレスの整ととのった指先がそっと動いた。フィーネの艶つややかな髪をなでて、柔やわらかな頰ほおに触ふれ、細い首くび筋すじをかすめて丸い肩をなぞり、深く、その背中を抱きしめる。

「フィーネを見ていて退屈だなんて思った時は一度もないよ。愛してる」

　アレスの吐と息いきがオレンジ色の髪の奥に沈しずんで、耳じ朶だに流れた。ささやかな刺し激げきにフィーネの肌はだが赤く染そまって、その瞳ひとみを酔よわせる。

　絡からんだ視線に引き寄せられて、甘あまい吐息が唇くちびるからこぼれた。

「わたしも」

「爆はぜろ！　バカップル！」

「きゃっ！」

　聞き慣れた怒ど鳴なり声と同時に、フィーネを支えていた感触と、椅子代わりになっていた膝が消えた。小さな悲ひ鳴めいをあげながら尻しり餅もちをついたフィーネの前で、黒に戻った封石が大きく跳はねて、元の位置に戻る。

　むろん、自分と契けい約やくをしていない従じゆう徒との妖よう魔まを、強ごう引いんに封じられる人間などそう多くはない。

「師し匠しよう！　まだ仕事はじまってないじゃない！　少しは恋人同士の語らいに気を遣つかってよ！」

「黙だまれ！　目め障ざわりだ！　空気がよどむ！　人ひと目めを忍しのべ、恥はじを知れバカップル！」

　烈れつ火かの怒いかりすらはね除のけるトリスタンの一いつ喝かつに、少ない乗客たちからまばらな拍はく手しゆがわき上がる。

「師匠に恥を知れとか言われたくないわ！　自分の素そ行こうを振り返ってから人にものを言いなさいよ！」

「阿あ呆ほう。振り返ってんだろうが。今俺おれの隣となりに絶ぜつ世せいの美女がいないんだから、お前らは甘あまったるい空気振りまいてねえで自じ重ちようしやがれって言ってんだよ！」

　いっそ潔いさぎよいまでの自分勝手な台詞セリフなのに、同調した人物はちらほらといたらしく、拍手の量が増ふえた。「あの男は妖魔だったのか」との呟つぶやきも聞こえたけれど、妖魔と同じ飛行船に乗ることの嫌けん悪お感かんや危機感がにじむような口く調ちようではなかったので、フィーネは内心でほっと息をついた。

　ティーチ連邦共和国は封石師協会の本部があり、その収入で国庫を支えているだけあって、妖魔を利用して力を使う封石師への偏へん見けんはそれほどないものの、それでも同じ部屋にいることに恐怖を覚える人間は皆かい無むではない。「犬が嫌きらいだけど、飼かい主ぬしと道を歩いているぶんには我が慢まんする」程度の嫌悪感のように思えるが、実のところどこまで怖がっているのか封石師であるフィーネには窺うかがい知れない。

（飛行船に乗っている間は、アレスを呼びださないほうがよさそうね……）

　アレスは封印されていないから自由に呼びだせるけれど、妖魔だと知られてしまった彼を再び呼びだして、不ふ愉ゆ快かいな視線を浴あびせたくはなかった。

（出てきたらきたで守るけど）

　半魔であるアレスは自分の意思で封石から出入りできるから、もしも出現したらきちんとその不愉快な視線から守ろうと思う。だが、どうやら彼はそのままおとなしくしているつもりのようだ。

（…………それはそれでつまらないのだけれど）

　フィーネの作った封石の証あかしである五ご角かく錘すいの輪りん郭かくをなぞってみるが、反応はない。

　誰だれよりも何よりも安心できるぬくもりは、冷たい石の中だ。

　そしてそれを強制したトリスタンは、我われ関かんせずとばかりに長い脚を組んで、気ままに見ず知らずの同乗者と会話している。

　手持ち無ぶ沙さ汰たなフィーネは、窓まど辺べに近づいてみた。山と川と湖と空。たまにちらちらと集落が見えたり、遠くに飛行船が見えたりする光景は、この国ならばどこでも見られるものだ。

「ん？」

　どこにでも見られる風景のはずなのだけれど、フィーネはぱちぱちと目をまばたかせた。

「霧きりじゃない……雪」

　ちなみに今の季節は初夏である。

　一年中雪が残っているような標ひよう高こうの高い山なんて珍めずらしくもないけれど、人が住むような集落があるところとなると、それなりに場所は選ぶ。ましてラヴィーネは小規模ながらも村として栄さかえているのだ。なのに──

　そこだけ濃のう霧むに覆われたように山中の一部が白い。

　雲に届く高さの山も確かにあるけれど、それにしては位置が低かった。

　上空からだと山腹のごく一部だが、近づけばそれが広範囲に渡っているのがわかる。その白はラヴィーネの村から広がっているようだった。

　ゆっくりとそちらに近づいた飛行船は、真っ白な濃霧の中を突っ切って下降し、客室の窓を白く染めた──結けつ露ろが凍こおったらしい。

「寒いな」

　誰かが不安そうに窓の外を眺ながめる。繰くり返すが今は初夏だ。

　空に浮かぶ飛行船の壁は、冷たい大気にも耐たえきれるように工く夫ふうがされている。それにもかかわらず、外の冷気が届く事態は異常だった。

　事前に協会から情報を得ていたので、到とう着ちやくする頃には自分の荷物から冬用の上着や防ぼう寒かん具ぐを引っ張りだして装そう着ちやくしていたが、それでも飛行船から降りた瞬間に、冷気が骨に染みこむようだと感じた。

　下船したのは町から町へと食料や日用品を運ぶ業者と、フィーネたちだけだった。

　大きく息を吸いこめば肺はいが凍りつくのではないかと危き惧ぐするほどの冷たい空気が、目の周りや頰などマフラーで覆っていない皮ひ膚ふをちくちくとつついてくる。

　吐はきだす息が白くて、フィーネの呼気に触れたマフラーが薄い氷を張った。下船してからまだ数分も経っていない。

　幸い雪は降っていなかったが、足あし許もとは雪というより厚い氷が張っていて、油ゆ断だんした瞬間に転びそうになる。

　無む言ごんでトリスタンと意思を交わして、できる限り急いで乗り場の建物の中へと移動する。ほんの数分前まで青空が広がっていたはずの空は、今は白く濁にごっていて、まだ昼を少し過ぎた程度の時間なのに、太陽の位置がわからない。

　歩いて数分の道のりが遠く、玄関口で輝かがやくカンテラ型の魔ま具ぐの明かりがひたすらありがたかった。

　混凝土コンクリートで造られた建物は、刺さすような寒かん気きに襲おそわれている目には堅けん牢ろうな要よう塞さいのように映った。厚い扉とびらの周辺は、足許が不愉快なほど濡ぬれていたが、凍りついてはいない。扉のむこうは別世界で、一歩中に踏みこんだ途と端たん、むっとするほどの熱気に包まれる。

　寒さにこわばった皮膚が溶けていくような錯さつ覚かく。ざらついたタイル式の床ゆかは乾かわいていて、しっかりとした足場にほっとする。

　もっと安心したくて、気がつけば名を呼んでいた。

「アレス」

　現れたアレスは黒いロングコートを着ていたが、フィーネの無言の催さい促そくを受けて、すぐさまコートの前を開けて、華きや奢しやな身体からだをその中へと招き入れた。

　半魔のアレスはフィーネより体温が低いが、今はとても温かく感じる。ぎゅっと抱きしめてくれる腕が嬉うれしい。

「………………」

　無言のままアレスにすがりつくようにして甘えていたフィーネだが、ふいに結んだ髪を引っ張られて、涙目でトリスタンを睨にらんだ。

「行くぞ」

「言葉で言えばいいと思うの」

「目の前で無言でいちゃつかれてみろ。とりあえず邪じや魔まをしたくなるのが人情だろう」

　理り不ふ尽じんかつ自分勝手なことを常識を語るように断だん言げんされれば、それに反論する気力を奪うばわれるものだ。

　しかし自分ばかりこうやってアレスとの仲を邪魔されるのも納なつ得とくいかない。

「師匠もウェパルを呼びだせばいいのに」

　トリスタンの色違ちがいのピアスは、フィーネのペンダントと同じく封石で三角錐の形をしている。右が赤く、左が青い。青いほうに封石された上級妖魔の名をウェパルという。

　清せい楚そな美び貌ぼうと妖よう艶えんな体つきを持つ彼女は、同性であるフィーネですら息を吞のむほどの美女である。

「あいつは水の属性が強いから、側そばにいると寒い」

「じゃあハウレス」

　トリスタンの右耳のピアスに封石されている上級妖魔は、その色が表すとおり炎の属性が強い。

「ごつい男に抱きつく趣しゆ味みはねえよ」

「……師匠はあまり妖魔をださないのね？」

「お前と違って妖魔自身に魔力を吸収させなくても自分の魔力で養やしなえているからな。あとティーチだとそうでもねえが、他国に行くと不愉快なことが起こりやすい。他にも色々と理由はあるが、封石師をやってりゃ嫌いやでもわかってくるだろうよ」

　会話を続けながらも、荷物の受取所にむかう。防寒具は手荷物として持ちこんでいたが、着替えなどの大きな荷物は別に預けていたので、係の者が飛行船から降ろしてそこに運んでくれる手はずとなっている。

　フィーネたちより遅れてやってきた荷物を受け取って、離着陸場とは逆方向にある出入り口にむかう。フィーネがべたりとアレスの腕にくっついていてもトリスタンがアレスを封印しないのは、フィーネの荷物をアレスが持っているせいだろう。

　再び肌に突き刺さるような寒気に触れる覚かく悟ごをしながら外に出て……フィーネは小首を傾かしげた。

「…………あれ？　寒いことは寒いけど、痛いたくない」

　思わず自分の頰をさすってみるが、飛行船を降りた時のような冷たく強こわばった感触がしない。大きく息を吸っても、なんとなく大丈夫な気がする。

　地面は湿しめっているようだし、木こ陰かげや建物の陰にうっすらと氷が張っている場所もあったが、少なくとも人の通る道は凍っていない。

「ある程度寒気を遮しや断だんする結けつ界かいを張ってんだろう」

「…………ずっと？」

「自分の魔力を使わなくても、炎の魔石を使えば魔石が保っている間は結界が続くんだよ。飛行船の推すい進しん力りよくに使われる魔具や、ここの暖房に使われる魔具に炎の魔石が使われているのと理り屈くつは同じだな。村をまるまる囲むほどの広範囲だと魔力を行きわたらせるのに時間がかかったり、溝みぞができたりしやすいんだが……まあこれはいい出で来きじゃねえの？」

　そういえば先行した封石師がいるのだ。結界はその封石師の仕事だろう。

「そんな便利な結界があるなら、離着陸場から結界を張ってくれればいいのにね」

「離着陸のたびに結界と飛行船の魔石の魔力が影えい響きようし合って崩れたらどうする。アレスの魔力も似たようなものだから、村の中であいつの魔力を使わせんじゃねえぞ。必要だったらお前自身が媒ばい介かいになって魔力を使え」

「はぁい」

　フィーネはきょろきょろと周囲を見回した。山の中では平へい坦たんな場所が限定されているため、どの集落も飛行船の乗り場と生活の場が近く、建物を一歩出たら町並みが広がっているというのも珍しくはないのだが……。

「綺麗な村ね……」

　この国の首しゆ都とであるトラオムも美しい都市だが、あそこは硝子ガラス敷きのタイルをはじめとしてすべてが計算された街並みとなっている。

　それに対してゆるやかに傾けい斜しやした地面を有効に利用したラヴィーネの町並みは、優しく牧ぼつ歌か的てきでまるで故こ郷きようを連想させる絵かい画がのようだと思う。

　ゆっくりと回る風車が遠くに見えた、まばらに配置された淡あわい茶色の壁かべと赤い屋根の家が可か愛わいらしい。ささやかな畑は青々として何羽か鶏にわとりが放されているようだ。別の場所には村人たちの山や羊ぎがまとめて放牧されている柵さくがあり、数十頭の山羊とそれらが脱だつ走そうしないように見張る何匹かの犬が見えた。ふと見上げた壁の上には猫ねこが寒そうに蹲うずくまっている。

　フィーネたちと同じ飛行船でやってきたらしい行商人が、村の所有印がついた荷馬車にたくさんの食料品を乗せて、ゆっくりと村の中央に進んでいた。その後ろを追いかけるようにして、フィーネたちも足を進める。

　動物たちの鳴き声の他は、人の声がほとんど聞こえない村だった。建物の窓から視線を感じても、目をむけた先にあるのはわずかに揺ゆれるカーテンだけで、人影はない。

　まるで呼吸すら恐れるような静せい寂じやくは、妖魔の魔力にこの村が囲まれているせいだろうか？

（こんな状況じゃ村の人たちも不安だろうしなぁ）

　トリスタンが不愉快そうに眉み間けんにしわを寄せていたが、彼がわけもなく不愉快そうにしているのはいつものことなので、フィーネは何も気にせずに腕を絡めているアレスにもたれかかった。

「アレス、何か変な気け配はいとか感じる？」

「いいや。妖魔の気配はあるが、炎の属性が強いようだから先行した封石師の従徒だろう。むしろ……不自然なくらい清きよい気配が残ってる。光の属性の妖魔がいるのかな？」

「先行した封石師の従徒じゃない？　光の属性の妖魔って、自分から人間に近づきたがらないし」

「トリスタンのように複数の従徒がいる場合もあるんだろうけど……」

　ふとアレスが足を止めて振り返った。もちろん背後には飛行船乗り場の建物があるだけだ。緊きん張ちよう感かんが漂ただよっているわけではない。何か考えるようにそちらを見ている。

「…………フィーネ」

　トリスタンに『お前』ではなく名を呼ばれて、フィーネは正面に目を戻した。

　前方から人影が近づいてきている。どうやら自分たちを目め指ざしているらしく、視線がこちらに固定されていた。少女だ。

　たぶんフィーネと同じくらいの年齢だろう。チョコレート色の髪をくるりと頭頂にまとめて、動きやすそうな男物の服に身を包んでいる。日に焼けた肌と合わさって、とても活発そうな容姿なのに、その表情は暗くらい。

「封石師の方々ですね？」

　問いかけの形をとってはいるものの、彼女の目はトリスタンのピアスやフィーネのペンダントを一いち瞥べつしていた。

「案内役を申しつかりましたエルゼ・ウーロです。出で迎むかえが遅れて申し訳ありません。結界の影響で通信機のほうがうまく通じなくて、本日いらっしゃるとこちらまで連絡が回らなかったんです」

　通信機は飛行船乗り場に必ず設置されている魔具なので、一つの集落につき、最低でも一機は設置されている計算になる。風の属性を詰めた魔石を利用することで、どんなに遠く離れた場所でも声を届けられるのだ。しかし個人で所有するには高価すぎるので、だいたい飛行船乗り場の通信機を皆みなで共有する。協会への急な連絡や指示は、この通信機を利用する場合が多い。

　先ほどトリスタンが説明したように、村の結界は魔石を使用して構成されているのだから、それぞれの魔石の魔力が悪いほうへ影響しているのだろう。

「生活の確保が第一だからお気になさらず。封石師のトリスタン・イエンです。彼女が弟で子しのフィーネ・ソウ。その隣が彼女の従徒」

「…………っ！」

　トリスタンの紹介に合わせて順に目もく礼れいしていたエルゼの目が、最後の一言で見開かれる。

「従徒……ということは、妖魔ですか？」

　ティーチ連邦共和国は協会本部があるだけあって封石師が多いので、一般の人間でも従徒を見かける機会は多く、妖魔に対する基き礎そ的てきな知識がある者も多い。「もちろん」と頷いてやれば、エルゼは恐る恐る続けた。

「人間にしか見えなかったので驚おどろきました。人間体ではなくて、人に化けさせているんですか？」

　妖魔には二つの姿があるといわれる。人によっては本性と表現する属性体は、その力の本質を表面化していたり、獣けものに近い姿だったりする。人間体はパイモンのように力の強い者ほど人に姿が近いとされ、ほとんどの妖魔は人間体になっても角つのや尻しつ尾ぽが生えていたり、身体の一部が獣のようだったりする。

「アレスは半魔だから属性体とか人間体とかはないの」

「そう……ですか」

「挨あい拶さつはすんだから、もう敬語はいらねえぞ。案内役ならしばらく行動を共ともにするんだ。難むずかしいかもしれんが楽にしてくれ」

「……はい」

　あからさまにアレスとフィーネから視線をそらしたエルゼに、フィーネは首を捻ひねった。彼女がアレスに怯おびえていたように見えたのだ。

「こっちよ。村長が待っているわ」

　表情こそ暗いままだったが、毅き然ぜんとした口調と伸のびた背筋は、気の強さを窺うかがわせた。たぶんこちらのほうが彼女の本質なのだろう。

「フィーネ、荷物くらい一人で持てるな？」

　暗あんにアレスを封石に戻せと言われ、トリスタンを見る。鋭するどい琥こ珀はくの瞳は、意外と心の奥を読ませない。

　少しだけ沈ちん黙もくを挟はさんで、「もちろん」と、フィーネは答えた。無意味にアレスを封印する男ではあるけれど、今回のこれはたぶん理由のあるものだ。

「また呼ぶからね」

「待ってる」

　アレスから荷物を返してもらって、少し屈かがんだ彼の頰に口づける。唇をかすめた感触はすぐに消えて、胸の封石が黒く変わった。重さも熱も変わらない冷たい石のままなのに、アレスがいると思うと温かいように感じる。

　改あらためて荷物を持ち直して、巡めぐらせた視線の先に、ぽかんとした顔でこちらを見ているエルゼがいた。

「何？」

「…………従徒に、恋人みたいな真ま似ねをするんだなと思って」

「恋人だもの」

「………………そう」

　責せめるような眼まな差ざしでフィーネを見たエルゼは、明らかに言葉を飲みこんで、封石師たちの案内を再開した。
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　案内された先にあったのは、ごく普通の民家だった。ささやかな畑と、白い壁、赤茶の屋根。暖だん炉ろの中は赤々と燃えていて、その前に広げられたマットの上には、猫が身体を丸めていた。

　暖炉から少しだけ距離を置いて四人がけのテーブルがあり、その端はしには道具箱と名前も知らない小さな工具や部品が、なんらかの規則性をもって置かれている。

　エルゼから紹しよう介かいされた村長は、フィーネが思っていたより若い男だった。たぶん四十には手が届いていないと思う。無ぶ骨こつな指先はいかにも不ぶ器き用ようそうなのに、あんな繊せん細さいそうな部品を組み立てるのだろうかとひっそりと疑問を覚えた。

「この村に限らず、ここら一いつ帯たいは冬が厳しいので、雪が降るようになれば家の中でもできる仕事をして、できあがったものを余よ所そに売って生計を立てています。幸いラヴィーネは昔から優秀な職人が多く、ラヴィーネ村の時計やレース編あみは知る人ぞ知る名品扱あつかいで、そこに興きよう味みを示した文ぶん筆ぴつ家かがここを題材にしています」

　挨拶を終えて、ゆっくりと語りだした村長の声を聞きながら、フィーネはマグカップを傾けた。

　だしてもらった珈琲コーヒーは半分近く果か実じつ酒しゆが入っていたらしく、一口飲んだだけで身体の芯しんから温まるようだ。鼻に抜ける香りは確かに珈琲なのだけれど、最終的に甘い果実の香りが広がる。

　飲みすぎたら酔よいそうな珈琲だが、この一帯ではこの飲み方が一般的らしい。元々冬の積雪量は多いので、身体を温めるために考えられたのだろう。慣れないフィーネは二口、三口喉のどを潤うるおした後、共にだされた一口大のチョコレートに手を伸ばした。

「彼らがこの村を題材にした詩や小説には、景観や人々の生活の他にも共通点がありましてね」

　郷きよう里り自じ慢まんを聞いてから本題にはいるのかと思いきや、どうやらもう本題に入っていたようだ。

　村長の話によると、この村には昔から同じ妖魔がちょくちょく顔をだしていたらしい。

　祭りの日、誰かの結婚式、なんてことのない子供たちの遊びにひょいと混じっていたり、山に入って迷まい子ごになった子供を負おぶって帰ってきたり。

「かなり古い書籍にも、彼をモデルにしたらしい異い形ぎようの者が登場します。精せい霊れいや悪魔という呼こ称しようが妖魔に統一される以前から、ここの山にいたようですな。我々の間では精霊や悪魔というより……たまに村にやってくる、奇き妙みような客人扱いでしたが」

　妖魔は土地や物に執しゆう着ちやくともいえるこだわりを持ち、その周辺から離れないものだ。

　何百年もその場所に住み着いている妖魔の話は、そう珍しいものではない。

「我々は彼のことをクロケルと呼んでました」

　稀まれに雪崩なだれから救ってくれることはあっても、互たがいに依い存ぞんすることなく、適度に距離を空あけた関係はとても平和で、まさか彼を退治してほしいと封石師協会に依い頼らいする日がくるとは思わなかったと村長は語った。

「何があったというのか……はじまりは半月前でした。村の子供が一人いなくなったんですよ」

　もちろん捜した。人が住んでいるところはたまたま急きゆう勾こう配ばいでない場所を選んでいるだけで、基本的には峻しゆん厳げんな山なのだ。初夏だろうと危険には違いない。クロケルのおかげで危険な野生動物は少ないけれど、たまに余所から迷いこんでくることもある。

「子供とクロケルは仲がよくて、もしかしたら彼が子供を連れ帰ってくれるのではないかと期待しましたが、一ひと晩ばん経っても子供は帰りませんでした」

　捜せるところはすべて捜した。だが、二日、三日と時間が経つと、誰もが諦あきらめの顔を見せるようになった。大人おとなが入れないような地面の割れ目、ごつごつとした岩の目立つ急流、子供が見つからない理由は簡かん単たんに説明がつく。

「一人、クロケルの住処すみかに行こうとした娘がいました。小さな頃からクロケルと遊んでいた娘でした。本来、彼の住処に村の人間が足を運ぶのは禁きん忌きとされていました。理由は知りません。そしてその住処を知っている人間も、ごく一ひと握にぎりで、絶対に口を割ろうとはしませんでした」

　だから娘は一人で山の中に入り、クロケルに助じよ力りよくを乞こおうとした。

「娘には婚こん約やく者しやがいました。腕のいい職人で、大きな仕事が終わったら、この秋に二人は結婚する約束をしていました」

　だから青年は娘の後を追いかけた。いくら慣れ親しんでいても、子供が一人いなくなった後だ。成人していても心配だったのだろう。

「娘は帰ってきませんでした」

　一晩経ち、日が昇のぼり、空が曇くもって雪が降りだしたのはその時だという。

「雪の中、文字どおり背中が凍りついた青年が帰ってきました。必ひつ死しで温めてやりましたが、氷が溶けても衰すい弱じやくしきった身体には熱が戻らず、最後に娘の名を呟いて果はてました」

　それから三日三晩雪が降り続き、村が刺すような冷気に包まれてからは、夕方から夜にかけて毎日雪が降るのだと村長は語った。

　──依頼書の内容や協会が調べた事前情報と、矛む盾じゆんはない。

　おそらく妖魔は水と風と火の属性の複合型で、雪や氷の魔術を使う。年を重ねた妖魔のようだから、秘術にも明るいかもしれないが、雪が降ったりやんだりするのであれば魔術の可能性のほうが高い。周囲の魔力や自然現象を利用しなくても、自分の魔力だけで天候を操あやつれるということは、確実に上級妖魔だろう。

（やっぱりＣクラスの仕事じゃないわよね。ほとんど師匠に依頼されたようなものだけど）

　いっそ清すが々すがしいまでにトリスタンの懲ちよう罰ばつを利用するパイモンに、怒りを通り越して呆あきれてしまう。それともこれが社会というものなのだろうか？

（ここで疑問を持ってしまうあたり、見習いなのかしらね？　どちらにしろ学んでいかなきゃいけないうちの一つなんだろうけど）

　今はトリスタンが依頼者に詳しよう細さいを訊いてはいるが、研修期間が終了して見習いから新人に肩かた書がきが変われば、その内あの会話もフィーネに任されるようになる。新人はまだ一人で仕事ができないけれど、トリスタンがついてきてくれるとしても、仕事の補助しかしてくれなくなるのだ。

（一カ月……）

　急いでマイスターになりたいと思う一方、時間をかけて学びたいとも思う。

　けれども時は有限で、いつまでも若い娘ではいられない。

（色々と難しいわね）

　ため息をつきたい気分なのをぐっと堪こらえて、喉が熱くなりそうな珈琲を口にする。すっかり冷めていたが、相あい変かわらず身体は温まった。

「エルゼ」

「はい」

　同じテーブルの席で黙って控ひかえていたエルゼが、村長に促うながされて席を立つ。

　村長は足を痛めているらしく、先行した封石師の元へフィーネたちを案内するのは彼女の役目のようだ。

　外に出るからと、もう一度珈琲に口をつけてから立ち上がったら、軽く身体がふらついた。加減して飲んだつもりだったが、少し飲みすぎたかもしれない。

　コートを身につけて外に出ると、ひんやりした空気が頰に気持ちよかった。

「宿屋はないから、ここから一番近い家に泊とまってもらってる。世話のできる人間が残っている家が限られているし、大きな家が少ないから三人とも別々に泊まってもらうことになるんだけど……」

「かまわない。しばらくやることが別々になるだろうから、最初の情報交換の時に顔を合わせられりゃそれでいいさ」

　こともなげに説明するトリスタンに、エルゼは意外そうにまばたいた。

「そうなの？」

「そもそも依頼が違うからな。あちらさんは村と村人の保護で、俺は事態の解決を依頼されている」

「『俺』じゃなくて、『わたしたち』よ、師匠」

「見習いは見習いらしく師匠の仕事っぷりを勉強しとけ。下へ手たに手出しすんなよ」

　自分でなんとかなるような仕事だとは思えないし、そもそもどうやって調べればいいのか見当もつかないので、フィーネは軽くむくれながら「はぁい」と答えた。

　封石師が泊まっているという民家は目と鼻の先で、大して歩くことなくたどり着いた。フィーネとしてはもう少し風に当たっていたかったのだが、一人前になればこうやって他の工房の封石師と連れん携けいをとる機会もあるだろうから、きちんと学ぼうと思う。

　エルゼが民家の扉を叩たたき、中から出てきた家主と二、三言葉を交わし、トリスタンとも挨拶を交わす。

「お前は外にいろよ酔っぱらい」

　つつがなく見習いのフィーネ・ソウだと紹介されて、中に案内される段階になって、ふいにトリスタンに通せんぼうされた。

「ちょっと、いちおう名めい目もく上じようはわたしの依頼なのよ？」

「真まっ赤かな顔した酔っぱらいを同業者に見られたくねえんだよ。察さつしろ。自重しろ。自分の体調を把は握あくしとけ」

　正論をたたみかけられてぐっと詰まる。

「エルゼ、悪いがこいつの酔いが醒さめるまでつきそってやってくれ」

「別に一人で」

　大だい丈じよう夫ぶだと言いかけて、じろりと睨まれる。

「説明できる人間がいねえと、不ふ審しん者しや扱いされるだろうが。いちいち封石見せて妖魔召しよう喚かんして封石師だと証明して回るのか？　ただでさえ妖魔の事件でぴりぴりしてんだから、信用されやすいように村の人間を連れていけ」

　すべてを言わせるなとばかりに、目の前で玄げん関かんの扉を閉められる。

　むっとしたが、今日会ったばかりの人間に子供っぽい面ばかり見られるのも矜きよう持じに障ったので、嫌な気持ちを酒臭くさい息と共に吐きだして、エルゼに目をやる。

　戸と惑まどうような顔をしていたので、こちらも苦笑した。

「散さん歩ぽしていい？」

「もちろん」

　散歩ついでに、村を一周してみようと思った。小さな村のようだが、一周もすれば酔いも完全に醒めるだろう。

「今度からここの珈琲を勧すすめられたら、アルコールの入っているものは飲めないって言うことにするわ。いつもあんなにお酒を入れるの？」

　フィーネに話しかけられて、気まずそうにエルゼの瞳が揺れた。

「……」

「…………封石師が嫌い？」

　のんびりと歩きながら、なんでもないことのように尋たずねると、「別に」と、首を横に振られた。しかし目が泳いでいては否ひ定ていの意味がない。

「ティーチに住んでいたら、封石師なんて珍しくもないでしょう？　この村には引いん退たいした封石師とかいないの？」

「引退した封石師はもっと大きな街に住むんじゃないの？　ウチは小さな村だから、昔から住んでいる人とか、職人に弟子入りした人とか……ラヴィーネをモデルに何かを書きたいとかいう物好きしかいないよ。妖魔の問題も長いこと起きていなかったし」

　言われてみれば納なつ得とくだ。首都のトラオムなどはたぶん封石を持っていない人間のほうが少ないが、あんな都市はあそこだけだろう。

　言いすぎたと思ったのか、エルゼはきゅっと唇を結んでしまった。助けを乞う立場で、機き嫌げんを損そこねてはいけないとでも思ったのだろうか？

「なんで封石師が嫌いなのか訊いてもいい？」

　エルゼの嫌悪感はたぶん少数意見ではないと思ったから、今後のためにも知りたかった。たぶん彼女のそれは、未み知ちの存在が怖いというだけではない。

　互いに沈黙したまま歩を進めていると、丁てい寧ねいに踏ふみ固められていた道が左右にわかれた。前方にはフィーネが見上げねばならないほどの白い壁がある──雪だ。

「結界の境さかい目めかな？　結界の外はずいぶん積もっているのね」

　魔力を発動させなければ大丈夫なはずなので、ぽすんと拳こぶしを打ちつけてみれば、小さな氷の塊かたまりに近いものが少しだけ崩れてきて、土の見える地面に白く散ちらばった。

　結界の外ほどではないものの、気温が低いのですぐには溶けないらしい。

「雪が降りはじめてから封石師がくるまで、三日くらいかかったんだ」

　親の敵かたきのように雪を睨みつけ、エルゼは震ふるえる声で告げた。

「三日でも、ずいぶん積もったよ。この季節に雪に備そなえている人なんていなかったから、薪まきはすぐになくなった。通信機と飛行船がなければ、わたしたちは全員死んでいたと思う」

　まるで用意された文章を読むように、淡たん々たんとした口調で告げたエルゼは、小さく呟いた。

「妖魔なんて大嫌い」

　そこだけははっきりと声に憎ぞう悪おが宿っていた。震える声は、まるで何かを思いだしているようだ。

「妖魔の力を操る封石師も嫌いだ」

「…………もしかして、知り合いをそれで亡なくしたの？」

　フィーネが思い浮かべたのは、行方ゆくえ不明になった子供と、それを捜しにいった娘と、その婚約者だった。

「大切な人を、妖魔に殺されたよ」

　今にも泣きそうな声で言われて、フィーネは言葉を失うしなう。具ぐ体たい的てきに誰を亡くしたのかまでは、とても聞けなかった。
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「妖魔を恋人にするなんて信じられない」

　赤くなった目でフィーネを睨んだエルゼは、すぐに我に返って顔を伏ふせた。

「ごめん」

「いいの。いつか誰かに言われることだもの」




『他にも色々と理由はあるが、封石師をやってりゃ嫌でもわかってくるだろうよ』




　飛行船乗り場でのトリスタンの言葉を思いだす。たぶんこれは『色々』のうちの一つだ。

（意識改かい革かくって大変そう……）

　世界征せい服ふくを行い、全人類の意識改革を行うのはフィーネの将来の目標ではあるものの、これはなかなか険けわしい道になりそうだと思う。

（諦めるつもりはないけど）

　ぎゅっとペンダントの先にある封石を握りしめると、取り繕つくろうようにエルゼが質問した。

「ねえ、どうして妖魔に恋をしたのか聞いてもいい？」

　その瞬間、フィーネはぱっと顔を輝かせた。

「もちろん！　出会いはわたしが赤ちゃんの時だったらしいの。物もの心ごころついた時から側にいたの。昔から綺麗で格かつ好こう良よくて優しくて賢かしこくて頼りになって料理が上手じようずで、すごくすごく好きだったの。どれくらい優しいかって言うとね、アレスってわたしがどんな悪戯いたずらをしようとしても絶対に怒らなかったの。具体的に話すと……」

　母の服を勝かつ手てに着てずたずたにした時、どれだけ大変なことをしたかわかりなさいと針はりと糸を渡されて、べそべそ泣いたフィーネの代わりに、アレスが丁寧に針仕事をして『それじゃバツにならない』と母に言われたことを語った後は、アレスの膝で絵本を読んでもらったこと、台所に勝手に入って悪戯しようとしたフィーネを叱しかったアレスが男らしくて格好良かったこと、彼の作る菓か子しが絶ぜつ品ぴんなことを詳しよう細さいに告げ、さらに彼の魅力を口にしようとしたら、ふいにエルゼに頭を下げられた。

「ごめんなさい！　不用意に訊いたわたしが悪かった！」

「わたしがアレスに命を救われた武ぶ勇ゆう伝でんを、まだ話してないのだけれど」

「むしろその武勇伝がどうして最初にこないの？　ああいい。聞きたいわけじゃないというか、よくわかったから！」

「再会してからもアレスは格好良かったのよ」

「前後がさっぱりわからないけれど、もう聞きたく……というか、愛の深さは伝わった気がするからもういい！　大好きなんだね！」

「そうなの。大好きなの」

　封石を握って、こくりと頷く。封石の中にいてもアレスは周囲の状況がわかるし、声も聞こえているけれど、なんとなく今は苦笑しながら封石の中で微睡まどろんでいる気がした。

　フィーネはまだトリスタンのように封石している妖魔と会話をすることはできないけれど、それでもなんとなく伝わる。そしてこういった勘かんは正しいのだと教わった。

　緊張した事態になればアレスはすぐさま目覚め、自分から封石の外に出てくるだろうけれど、今はたぶんフィーネが呼ばなければ目覚めない。

　結界に守られた村の中で妖魔に襲われる心配はないし、この雪を降らせている妖魔の痕こん跡せきはこの村にないと判断しているようだ。

　だからこっそりと、フィーネは秘ひ密みつを打ち明けた。彼は今、この会話を聞いていない。




「でもたぶんこれは恋人ごっこなの」




　知っているのだ。知っていて、気づかないふりをして、フィーネはアレスに甘えている。

「アレスよりきっと、わたしのほうが好きの気持ちは大きいの。アレスはそれに合わせてくれているだけなの。優しいから」

　笑う。「内ない緒しよね」と、人差し指を立てれば、混乱したようにエルゼはぱくぱくと口を開いた。

「なんで……急にわたしにそれを打ち明けるの？」

「同い年の女の子と恋バナをする機会があまりなかったから、今がチャンスかなと」

「は？　もしかして酔っぱらってる？」

「ああうん。それも多少あるのかな？　単にアレスは素す敵てきなのって自慢したかっただけなんだけど……小さい頃のアレスって今と変わらず素敵なの。格好いいし綺麗だし優しいの。大好き」

「聞いた」

「うん。言っちゃった」

　語ったから、色々と思いだしてしまった。

　そして変わらない彼に気づいてしまった。彼は昔からフィーネに甘く、優しい。

　もちろん恋人らしい仕草は幼い時にはなかった。硝子玉のような墨すみ色の瞳が熱く潤うるんだのはフィーネと再会してからだ。でも彼の情熱はそこから一歩も動かない。

　たぶんずっと前から知っていて、気づかないように自分自身で蓋ふたをしていたのだと思う。愛し愛されていると思っていれば、それで幸せだったから。

　──そのままでもよかったから。

　口づけを交わした。抱きしめられた。愛していると言ってもらえた。それで充じゆう分ぶんだと思いこんだ。

　でも、フィーネの『好き』は、日を追うごとに大きく育っている。

「……エルゼはキスより先を知ってる？」

「は？」

　話が飛んでいるように思ったのだろう。跳はねあがったエルゼの声は、あからさまに混こん乱らんしている。

「わたしは知らないの」

　何度もまばたいていたエルゼの視線が、悲しそうに微ほほ笑えむフィーネに留とどまる。

「恋人ごっこなの。アレスはわたしが甘えていれば満まん足ぞくだし、わたしはアレスに甘えられれば嬉しいの」

「……………………それはいつまで続く遊びなの？」

　残ざん酷こくなことを尋ねたエルゼに、無む邪じや気きを装よそおったフィーネが笑う。

「もちろん一生。もしくは、本物に変わるまで…………わたしからは手放せないもの」

　まじまじとフィーネを見つめたエルゼは、やがて痛ましげに眉を寄せた。

「可か哀わい想そうだね」

　──誰が？　アレスが？　フィーネが？

　問い返すことはせずに、フィーネは頷いた。

「ありがとう。ちょっとすっきりした」

　笑う。

　この世のつらいことなど何も知りませんと語るように、愛している人が近くにいて幸せですとのろけるように。

　小さな頃から、両親が他た界かいしてからは特に、フィーネは夢を見るのが得意だ。

　夢を見ていれば、現実の中でも生きられると学んでしまったから。

　フィーネはすべてをエルゼに語っていない。語ったのはほんの少しの真実だけ。それでもエルゼの中にあった感情が変わったのはわかった。

「もう少し賢く生きれば？」

「賢いと生きていけないの」

　即答に、エルゼは白に近い灰色の空を仰あおいだ。

「それは……わかる」

　小さな呟きには妙に実感がこもっていて、同意を得たのだと素す直なおに信じられた。

　複雑な感情を織おり交まぜたため息が宙ちゆうに散って、どちらからともなく視線を交わしたフィーネたちは酔い醒ましの散歩を続けた。










[image: ]




　しばらくエルゼと散さん歩ぽをしていたフィーネは、途と中ちゆうで地面に片かた膝ひざをついて一点を見ている男と出会った。

　衣服からなんとなくこの村の人間ではないとわかったが、案あんの定じよう封ふう石せき師しだった。指輪にするにしては大きな四し角かく錐すいの石は封石で、色は赤。炎の属ぞく性せいの強い妖よう魔まが従じゆう徒とらしい。

　エルゼとはすでに顔見知りだったらしく、フィーネは朗ほがらかに挨あい拶さつをした。ちなみに酒しゆ精せいはすっきりと抜けて、いつもどおりの顔色に戻っている。

「トリスタンに頼み事をしてね。結けつ界かいが破は損そんしないように、念ねんのために控ひかえているんだよ」

　トリスタンより十は年上に見える男は、自分の力不足を隠かくすこともなく、穏おだやかにそう説明した。だが、それだけでは具ぐ体たい的てきに何をしようとしているのかわからない。

「俺おれは炎や大地の属性の魔力なら扱あつかうのが得意なんだが、水は苦にが手てでね。凍こおったものを炎で溶かすにしても、一歩間ま違ちがうと大事な生活水を蒸じよう発はつさせてしまう。だから彼に頼んだんだ」

　どうやら地下水まで凍りついて、村にいくつかある井戸が次々と使い物にならなくなっているらしい。どうにか回復させたいとトリスタンに相そう談だんしたそうだ。

　たぶんトリスタンがいるとしたら村の中央にある井戸だろうというので探してみれば、あっさりと見つかった。

　軽けい薄はくそうな印いん象しようを持つものの、第三者から見れば、鋭するどくも甘あまいトリスタンの顔立ちは悪くない。粗そ野やな口く調ちようや心ない言葉にむかつく時はあるけれど、さして邪じや気きを感じさせないので言葉遊びの延長と捉とらえる女性も多そうだ。

（ウェパルもそうなのかな？　違うのかな？）

　珍めずらしく封石の外に出ているトリスタンの従徒は、彼を眺ながめるたびに面おも白しろそうにその双そう眸ぼうを輝かがやかせて、鈴すずの音ねを転がすような笑い声をあげる。

　ふと、ウェパルの目がこちらをむいた。真まっ青さおな瞳ひとみはどんな空よりも美しく、深い。

　ウェパルに何か囁ささやかれ、トリスタンの目もこちらを映した。なんとなく発言を許ゆるされた気になって、フィーネはわざとふくれっ面つらをした。

「わたしには不ふ審しん者しや扱いされないようにエルゼと一いつ緒しよにいろとか言っておいて、どうして自分は単たん独どく行動なのよ」

「状況からして封石師だとわかりそうなもんだろ？」

　飄ひよう々ひようと答えたトリスタンが顎あごで隣となりの絶ぜつ世せいの美女をさす。

　上級妖魔のウェパルの人間体は、パイモン同様人間の姿に近い。悩なやましげな肢し体たいを強調するぴたりとした黒い衣服の上に、白い布をゆったりと巻いた衣服をまとい、見事な金きん細ざい工くのチョーカーとブレスレットとリングを身につけた姿は、以前見た時とまったく変わっていない。

　銀細工や硝子ガラス細工を連想させる優美な姿は、官かん能のう的てきな体つきとは矛む盾じゆんしていて、まるで事切れる前の幻まぼろしのように現実感がなかった。少し長めの爪つめは根ね元もとから水色に染そまっており、人間ではないことを表していたが、それでもいいとすがりつく男は多そうだ。

「さっきそこで、生活用水の確保を頼まれたと聞いたのだけど」

「ああ。俺の仕事じゃねえが、こういうのは手持ちの従徒との相あい性しようにもよるからな」

　ちらりとトリスタンが目を落とす。そこにはポンプ式の井戸があった。ティーチ連れん邦ぽう共きよう和わ国こくは小さな村でも道が整ととのっているし上下水道まで整備されている。当然ラヴィーネも例外ではないが、山から引いている水はとうに凍りついて使えないらしい。地下水はかろうじて生きていたが、ここ数日で井戸の水位は下がっていた。

　ちなみにこの村では本格的な冬になる前に、上水道に炎の魔ま石せきを使った魔ま具ぐを設置して凍らないようにするらしいが……さすがに今回は間に合わなかったようだ。

「ハウレス」

　フィーネたちを下がらせたトリスタンが、腕を横に伸のばして井戸に手の平を見せた。

　口にした名は、右側の赤いピアスに封石している妖魔の名だった。

　鬼おに火びのように何もない空中に現れた朱しゆ金きんの炎は、トリスタンの意い図とするとおりに、井戸を中心に魔ま法ほう陣じんを組み立てた。

　完成した魔法陣がこの目に映ったのはほんの一瞬で、傍はた目めには何も変わってないように見える。

「今、何をしたの？」

「このあたり一いつ帯たいを凍こごえさせている魔術を、地下水の周辺から遮しや断だんしただけだ。火の属性の魔力だと下へ手たに凍った水に手をつけられねえから、後の役目はウェパルに任せる」

「はいはい。水源からここまでの地下水の流れを止めないようにしてくるわね」

　すでにトリスタンからの指示は終わっているらしく、ウェパルは気軽に頷うなずいた。

「面めん倒どうな仕事で悪いな」

　差しだされたトリスタンの手を取って、彼女はくすぐったそうに笑う。

「信用されているのだと誇ほこりに思うわ」

　身軽に井戸に足をかけて、本来なら全面的に蓋ふたがされているはずのそこを覗のぞきこむ。

　数枚の板を貼はり合わせるようにして作られた蓋の上には大きなポンプが設せつ置ちされているせいで、蓋が外はずされているのはほんの一部だけだった。幼おさない子供ならなんとか入れる程度の狭せまい隙すき間まだ。ウェパルは細身だが発育のいい成人女性の体型をしている。どう見ても通りそうにない。

　どうするのだろうと見守っていると、彼女は普通に片足を滑すべりこませた。

　綺き麗れいな笑顔がトリスタンに向けられる。

「行ってくるわね」

「ああ」

　短いやりとりを最後に、ウェパルが白い衣服を翻ひるがえして、井戸の中に姿を消してしまった。宙ちゆうに広がった銀の髪が、銀色の鱗うろこのように見えたのはなんだったのだろう？

「もう近づいていい？」

「ああ」

　トリスタンの許きよ可かを得て、井戸に近寄る。やはり井戸の隙間は細く、ウェパルよりも華きや奢しやなフィーネが入ろうとしても腿もものあたりで詰まりそうだ。

　実感する。

（ウェパルって、妖魔なのよね）

　彼女の力は何度も見たし、彼女の魔力で傷を癒いやされたことも一度や二度ではない。

　わかっていると思っていたけれど、人間体しか見たことがなかったせいで、ちゃんとわかっていなかったのかもしれない。

（アレスに会いたいな）

　冷たい石の中に彼がいると知っていたけれど、なぜだか無む性しように生なま身みの彼を抱きしめたくなった。

「フィーネ」

　トリスタンの声に我われに返る。

「ここの妖魔の力を測はかるついでに、たまには師し匠しようらしく力の使い方を教えてやる」
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「本当に珍めずらしいとか思ったら、ただの雪かきじゃない」

　エルゼとわかれ、トリスタンに連れてこられた飛行船の離着陸場で、魔力を使って何をしているかといえば、やっていることは除じよ雪せつ作業だ。

（必要なことだし、力の制御が必要な作業だけど……）

　開いた手の先で、異い空くう間かんへの亀き裂れつを作り、それを留とどめる。

　広い場所なので魔力を解放するにはいいと思うし、この力で役に立つのならそれはそれでいいとも思うけれど、トリスタンは飛行船乗り場の建物の中で一人ぬくぬくと珈琲コーヒーを飲んでいると思うと、理り不ふ尽じんさを感じてしまう。

（基本的に『身体からだで覚えろ』なタイプなのよね）

　離着陸場の雪かきがすべて終わる頃ころには、力の使い方もわかるようになっているだろうという教えに一言もの申もうしたい。

（もう少し具ぐ体たい的てきに効こう率りつのいい力の使い方を教えてよ！　お腹なか減へったぁっ！）

　闇やみ属性のアレスの力を操あやつり、裂さけた空間の中に飲みこまれていく雪や氷を眺めながら、フィーネはポケットに入れた携けい帯たい食しよくで飢うえをしのぐ。

　魔力というものは、生命力に近い。消費しても食べて寝れば回復するが、すべて使い切れば魂たましいも削けずられる。そうならないように空くう腹ふくを覚えた先から鞄かばんの中に持じ参さんした携帯食の世話になっているのだが、何しろアレスは半魔とはいえ上級妖魔と同等の魔力を持つ男である。力の使い方は彼と契けい約やくした時になんとなく理解したのだが、まだフィーネには力の調整が難むずかしい。

　感覚的なものなので、自分の身体で覚えるしかないとわかっていても、文もん句くを口にしたくなる。

（寒すぎて口を開きたくないけど）

　提てい供きようされた部屋に着替えなどの荷物を置いた時に、重ね着を増ふやしてきたのだが、それでもまだこの寒かん気きの前では足りなかったようだ。

（早く終わらせよう。いつ終わるのかよくわかんなくなってきたけど）

　先ほどから降りはじめた雪は、綺麗にしたばかりの離着陸場にも積もりはじめていて早くも心が折れそうだ。

　乾かん燥そうした気候のおかげでさらさらとした雪は簡単に肩から払い落とせたけれど、こんな天気の中にいたくはない。

（終わらなくても戻っていい気もするけれど、もうちょっと…………なはずだし）

　心の中で『もうちょっと』を繰くり返しながら、半分意地になって前に進んでいると、真っ白だった視界の中で、ふいに緑を発見した。

「あれ？」

　思わず振り返るが視界が白くてよくわからない。足あし許もとすら白くて見えない。いつの間にか粉こな雪ゆきは吹雪ふぶきに変わっていた。

　平らだったはずの地面が傾けい斜しやしている。

　白い空間の広がる場所に戻るべきなのだろう。だが目印のない場所を歩くのは怖かった。

「アレス」

　彼を呼びださず、フィーネが彼の力を制せい御ぎよする練習だったはずだが、こうなっては仕方がない。人間であるフィーネより半魔のアレスのほうが感知能力は高いのだ。

　黒い閃せん光こうと共ともに目の前に現れた人影に、迷まよわず抱きつく。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　コートを」

「大丈夫。自分のコートは自分で着てて」

　着ているものを脱ぬごうとするアレスを止めて、苦く笑しようする。

「そんなに離れていないはずだもの。師匠たちのいる場所ってわかる？」

「わかるよ…………ついでになんかこの辺…………」

「なに？」

「なんだろう？　村で感じた気け配はいに近い……かな？　かすかだけど……」

「…………『不自然なくらい清きよい』？」

　ラヴィーネに到着した時、先行した封石師は光の属性の妖魔でも従徒にしているのだろうかと会話したのを覚えている。

　光の属性の強い妖魔は数が少なく、清らかな場所を好むため人間と距離を置く者が多い。雪を降らせる魔術の使い手ならば、クロケルと呼ばれる妖魔は複合型だと予想される。水、火、風の他に光の属性まで入っているとは思えないが……。

「念のために確認しておけばよかったわね」

「戻るかい？」

　こちらの様よう子すを窺うかがうように確認されたということは……。

「もう一度ここに戻ってくるのって難しそう？」

「ここだけなら俺の魔力を少し残しておけばいい。だけど……肝かん心じんの痕こん跡せきが、魔力が消えかけているから、この吹雪が止やんだ後にここにきて同じ気配をたどれるかわからない」

　追いかけるなら、今ということなのだろう。

「わかった。行こう」

　即決したフィーネに対し、アレスの瞳が迷うように揺ゆれた。

　すでに三人、村から人間がいなくなった。内一人は帰ってきたけれど他界した。

　それにかかわっていると思われるクロケルの元へフィーネを連れていきたくないと、その瞳が語っている。

（甘やかされているなぁ）

　嬉うれしいし、幸せだけれど、フィーネは封石師だ。

「アレスの魔力を目印にしながら進めば、わたしもアレスもこの場所には戻ってこられるし、アレスがいるならわたしに危険はないでしょう？」

　フィーネはアレスと契約しているから、どんなに離れていても、もう彼の気配を見失うことはない。魔力の欠片かけらだろうと、集中すれば見つけられる。

「…………」

「甘やかして、守られるばかりじゃ、世界は征せい服ふくできないのよ」

　アレスの頰ほおを平手で軽くはたいて、不ふ敵てきに笑う。

「わたしのために働きなさい。アレスシアス」

「俺が君を守るために封石師の道を歩ませたのに、どうして危険な道を進ませなきゃならないんだろうね」

「どんなに危険でも、同じ道を歩んでくれるんでしょう？」

　目を合わせて問いかければ、諦あきらめたようにため息をつかれた。

　爪の先まで整った綺麗な指が、フィーネの頭に積もりかけた雪を払い、するりとその髪をなでる。

　幼い時に彼が『暁あかつきの色』だと表現した赤みの強い金髪は、長じるにつれて赤みが薄うすまりオレンジ色に変わってしまった。それでも彼は『優しい暁の色』だと表現して、たまに幼子の時の呼び名でフィーネに呼びかける。

「仰おおせのままに、俺の暁の姫。君が望むなら地じ獄ごくの底そこでも共に歩くよ」

「共に歩くのは世界征服の道だけでいいわ」

　軽口半分、本ほん音ね半分の口く調ちようで告げて、フィーネは自分の手を持ち上げた。

「連れていって」

　その手をアレスが取ると知っているから、フィーネは彼の手がどうしても手放せない。

（ごめんね）

　握にぎられた手にほっとする。

　力強い腕に支えられながら、不安定な足場の中、大きな岩や樹木の間を何度もすり抜けたりくぐり抜けたりしながらたどり着いた場所は、山やま肌はだに奔はしった大きな亀裂を利用した洞どう窟くつだった。

　足場は平らでしっかりしていたので、つないだままだったアレスの手をゆっくりと離して、墨すみ色の瞳を見上げる。

「妖魔の気配はないよ。雪を降らせているのなら、もっと標ひよう高こうの高い場所にいると思う」

　クロケルに気づかれてはまずいので、アレスの最後の目印はここから少し離れた場所にある。

「中の様子を見る程度の時間はありそうね」

「手て短みじかに」

　心配そうな眼まな差ざしに微ほほ笑えんで、ゆっくりと暗がりの中に足を踏ふみ入れる。

　寒い。

　風は吹いていないはずなのに、どうしてこんなに寒いのだろうと思う。

　暗い。

　闇に目が慣れても、これではよくわからない。

「アレス、明かりとか持ってない？」

「ない……けど、壁に明かり取りがあるよ。あと、人間用の照明器具もあるみたいだ」

　クロケルはごく一部の人間にだけ、この住処すみかを教えていたという話を思いだす。

　人の目にここは暗すぎるから、設置したのだろうか。

　壁に腕を伸ばしたアレスが、何かを開けた。たぶん鎧よろい戸どのようなものだったのだろう。相あい変かわらず外は雪で、空は灰色に曇くもっていたけれど、それでもにじむような光があった。一枚、二枚と、開けられていくたびに、暗く湿しめった空間に光が広がる。

　差しこんできたのは弱々しい光だったが、闇に馴な染じんだ目には鈍にぶい痛みをもたらして、フィーネは反射的に目を閉じた。何度もまばたきを繰り返して、だんだんと目が慣れてきた時、思わず息を吞のんだ。

「ひと？」

　氷ひよう柱ちゆうとでも言えばいいのだろうか？　向こう側が透すけて見えるほど恐ろしく澄すんだ氷の柱が、何十本と立っていた。太さも高さもばらばらだが、共通点が一つだけ。

　──氷の中には、人間の死体が閉じこめられていた。

　老ろう若にやく男なん女によ様々な年代の人間が、綺麗な水の中に沈しずんでいるようにも見える。今にも動きだしそうな姿だと言いたいところだが、皆みなが皆、無む惨ざんな傷を負おっていた。

　ある者は刃物で傷つけられたように見えるし、ある者は額ひたいや胸に穴あなが開いていて、ある者は明らかに首の骨が折れていた。

　等とう間かん隔かくに並んでいるそれは、まるで芸術品を展示しているように見えた。執しゆう着ちやくを感じさせる置き方に、今すぐここを逃にげだしたくなる。

「フィーネ？」

　かたかたと歯を鳴らして震ふるえているフィーネに気づいて、アレスが自分のコートを脱いでフィーネに被かぶせた。

（違うのアレス。寒いんじゃないの……）

　アレスは数十体の遺い体たいが見えていないわけではない。それよりもフィーネが寒さで震えているかもしれないことが重要で、あちらにはなんの感かん慨がいも覚えていないだけだ。

「フィーネ、村に戻ろう。雪が止んだら、クロケルが戻ってくる。君にはまだ早い相手だと思うよ」

　大切に大切に、標本の蝶ちようの羽に触ふれるように丁てい寧ねいに、アレスがフィーネの濡ぬれた頰をぬぐった。

「寒いんじゃなくて、怖いのかな？　俺がいても怖い？　誰だれがきても、髪の毛一本傷つけさせないよ」

「うん。アレス……」

　クロケルに怯おびえているわけではない。大量の死を前にして本能的に怯えているフィーネの内心など、きっとアレスには理解できないのだろう。

　──彼は人ではないから。

　唐とう突とつに、わかりきっていたことを実感してしまった。

　再三トリスタンに妖魔と人間では考え方も能力も違うと言われてきたのに、フィーネはそれを真に理解していなかった。

　わかってくれないことが寂さびしくて、胸にぽっかりと穴が開いたような気分に陥おちいる。

「アレス……ぎゅってして」

　はらはらと涙を流しながら抱ほう擁ようをねだれば、フィーネの背中に回った腕が、慎しん重ちように力を入れてきた。あまり気味の腕が途中で折れて、オレンジ色の髪にアレスの指が通る。

（わたしにはこんなに優しいのにな）

「怖くないよ、フィーネ。何がきても俺が守るよ」

　幼子をなだめるような声に、安あん堵どの息が口をついた。

「大好きよ、アレス」

　精せい一いつ杯ぱい伸ばした腕を彼の背中に回す。

「愛しているわ」




　──もしかしたらこの気持ちは、アレスの想いとは違うものかもしれないけれど。
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「うん。とりあえず収しゆう穫かくがあったのを考こう慮りよして、俺の指示とは違う方向に突つっ走ぱしったのは不問にしよう」

　戻ってきたフィーネが飛行船乗り場の建物に入ってきた途と端たん、手に持ったタオルと毛もう布ふを投げつけてきたトリスタンは、問もん答どう無む用ようでフィーネを薪まきストーブの前に座らせて、果か実じつ酒しゆの入った珈琲を手に持たせ、マグカップの中身が半分ほど減るのを辛しん抱ぼう強づよく待ってから話を聞きだし、最終的に苦にが々にがしい表情でそう告げた。

「不ふ可か抗こう力りよくなんだけど、認めてもらって助かりました」

「聞いた情報が正確なら、俺でもその場合は同じ行動を取る。下手にこっちに合あい図ずを送れば妖魔に悟さとられるしな」

（ああ。師匠に合図を送るのは思いつかなかったなぁ）

　内心の呟きを表にださないように気をつけながら、ぬるくなった珈琲に口をつける。一息ついているフィーネを横目に、トリスタンはフィーネの背後にいるアレスに目をやった。

「アレスが感じていた光属性の魔力はどうだったんだ？」

「雪の魔術はそんなに感じないけど、洞どう窟くつの中は少し息苦しいくらいだったよ。複合型なのは間ま違ちがいないだろうけど、たぶんあの本質は光の属性だろうね」

「氷漬けにされた人間たちは服を着てたのか？」

　ずっと聞き手一方だったトリスタンが、質問に切り替えたのはフィーネが大分落ち着いたと判断したからだろう。

　事実、人間世界だと実感できる温かな場所で、トリスタンやアレスに見守られながら氷柱の人たちを思いだすのは、自分でも薄はく情じようではないかと思うほど苦く痛つうではなかった。

「うん。服は着てたわ。みんな致ち命めい傷しようがあったから、ほとんどの衣服は血で汚よごれていたり切り裂かれていたりしていたけど」

「死んでから氷漬けになったのか」

「あまり思いだしたくないけど、斬きられてたり、身体に穴が開いていたり、首の骨が折れていたり…………綺麗な遺体はなかったと思う」

「服装の時代はわかるか？」

　魔術で作られた氷なら、何百年も前の遺体をそのまま保存することも可能だ。前例もある。隅すみから隅までじっくりと眺めたわけではないが、見える範囲の衣服は最近のものだった気がするのでそう答えたら、トリスタンは難しそうに低く唸うなった。

「場合によったら、俺の手に余るな……」

「え？　師匠でも無理なの？　そんなに強い妖魔なの？」

「うん。お前は反射で人に訊きく前に、ちっとは自分で考えような。マイスターになったら自分の工こう房ぼうを持つようになるんだぜ？　どんな未来を選ぶにしろ、封石師で名を上げるんだったら、マイスターの資格を手に入れて、一人親方として工房を運営することになるんだ。腹はら芸げいの一つも覚えねえと、パイモンや依い頼らい者しやにいいように利用されるぞ」

　なんだかちゃんとトリスタンの弟で子しとして、封石師のあり方を教授された気がする。

「おお」

　感動して目を輝かせたら、『おお』じゃねえよと、軽く頭をはたかれた。痛いたい。

　アレスの膝に横座りして、いい子いい子されながら肩口に額をすりつけて甘えていると、呆あきれたようなため息がトリスタンの口をついた。

　いつものようにアレスを封石しないのは、たぶんフィーネがなんだかんだでショックを受けたことを肌で感じ取っている。

　もちろんフィーネ自身が魔力を消費しているのと、アレスも多少魔力を消費しているのも理由に入るのかもしれない──このままアレスを封石したら、彼から欠けたぶんの魔力がフィーネから吸い取られてしまう。ただでさえ険けわしい山を上り下りして体力を減らしているのだから、これ以上の消しよう耗もうは避さけたほうがいい。

「とりあえず俺は協会に応援を頼むから、フィーネは村に戻って食って寝ろ。おとなしくしているぶんには問題ないはずだ。アレスには飯を食わせて自力で魔力の回復をさせてから封石に入れろよ」

「はぁい」と、いつものように答えようとして──止める。

「待って！　もしかして応援頼んだらイエン工房の取りぶんが減って、わたしの取りぶんも減るんじゃないの？」

「もしかしなくてもそうなる。場合によっちゃ工房のランクというか、経営者の俺のランクが下がる不ふ祥しよう事じだが、まあ、今回の場合は大丈夫だろう。何せ相手が悪すぎる」

「え？　光の属性の妖魔って、そんなに強いの？　複合型だから強いの？」

「反射でそういった質問するような弟子に、詳しよう細さい教えられっかよ。全部終わったら細かく解説してやるから、ノートにでも疑問点まとめとけ！」

「なんで終わってから？　今は駄だ目めなわけ？」

「周りに気を配ってねえからに決まってんだろうが。俺らしかいないことを確認してから小声で質問するような頭があれば答えてやってもいいが、それができないうちはいつどこでぽろっと調査内容をこぼすかわかんねえだろ！」

　そう言うトリスタンだって、怒ど鳴なり散ちらしていると思うのだが、これでも彼は周囲に気を配っているのだろうか？

（理不尽）

　ぶうと、頰をふくらませると、なだめるようにアレスに頰をなでられて空気を吐きだす。

「他に連絡や指示はあるかな？」

　べたべたとフィーネを甘やかした状態のまま、感情を映さない墨色の硝子玉のような瞳がトリスタンへ向かう。

　アレスの最重要優先事項は、いつだってフィーネだ。

　不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんにしわを刻きざんで、トリスタンは鼻から息を吐きだした。

「ねーよ。強しいて言えばさっき言ったとおり食って寝て体力と魔力を回復させることぐらいだな。明日朝飯が終わったら迎むかえに行くから一人で動くなよ」

「わかった」

　こくりとフィーネが頷いたのを合図に、アレスがフィーネを横抱きにして立ち上がった。

　慌あわててアレスの首筋に手を回しながら、近くなったアレスの顔に、少し赤面する。

「アレス、わたし自分で動けるよ」

「寒い中体力を消耗したんだ。人間の身体は脆もろいから、少し甘やかしたい」
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「『少し』の範囲じゃねえだろ。何もかもやってやると、自分じゃ何もできなくなるぞ」

　呆れきった声をだしたトリスタンに、アレスが無む言ごんで顔をむけた。フィーネは軽く頭を抱き寄せられていたので、彼がどんな表情をしたのかわからない。

「アレス？」

　上半身を不自然に捻ひねったので、このままでは少し苦しかったのだが、すぐに抱かかえ直されて、楽な姿勢に戻った。

　歩きだす。

「あ。師匠、お先に失礼します」

　挨拶だけはしっかりしろよとしつけられたので、アレスの肩越しに見えたトリスタンに小さく手を振る。なぜだか頭を抱えているのだが、理由がさっぱり思いつかない。

「師匠、寒かったから風か邪ぜでもひいたのかしら？」

「さあ？　そんなに身体の弱い男には見えないけどね。少し疲れたんじゃないか？　この村にきてから生活水の確保でそれなりに魔力を使っているだろうし」

「ああ。そうね」

　飄ひよう々ひようとしたアレスの答えにあっさりと納なつ得とくする。

　トリスタンの左のピアスはまだ透とう明めいなままだった。ウェパルはまだ戻っていないらしい。

　アレスの足は長く、普通に歩いているだけでも歩調が速い。

　だから──




「あいつ今のうちに退たい治じしといたほうがいいんじゃねえか？」




　ぽそりとしたトリスタンの呟きは、フィーネの耳に届かなかった。
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　ラヴィーネには宿がないので、フィーネがこの村で世話になるのはエルゼの住む家だ。トリスタンと先行した封石師はそれぞれ近所の家の世話になる。

「そういえば家族の方は？」

　作業場と共同らしい小さな家に、ひと気はなかった。地理的な問題で敷しき地ち面積こそ狭せまいものの、一人暮らしには広いのではないだろうか。

「飛行船で他の土地に逃にげてる。村の人間も行き場のある人は逃げてるんだ。わたしは仕事があるから残ったけど……」

　部屋の隅すみにある道具箱に目をやって、エルゼは小さなため息をついた。仕事があるからと残ったわりには、道具箱にはうっすらと埃ほこりがかかっているように見える。

（こんな状態じゃ、なにも手につかないか……）

　早く解決してやりたいと、心から思う。しかしそれをするにしても必要なことがこの世にはある。腹ごなしだ。

　夕飯を摂とるには早い時間帯だったが、とにかく空腹だったので食事を求めた。

　保存している食料を消費させるのは気が引けたが、さすがにそこまで気を遣っていられる状況ではない。

「封石師はよく食べるって聞いたけど……本当によく食べるね」

　そんなに細いのにと目を丸くするエルゼを前に、満まん腹ぷくになったフィーネは食後のハーブティーをすすった。

　成長期の少年が十人くらいで食い散らかしたようなテーブルは、ほとんどアレスが一人で片付け、フィーネとエルゼのハーブティーを淹いれて封石に戻っている。

　よって、狭い食卓にはエルゼとフィーネの二人きりだ。

「魔力を使うとお腹が減るのよ。体力みたいなものだから、食べて寝て回復するの」

「だからあんたの従徒もあんなに食べてたの？」

「うん。本当はわたしが全部負ふ担たんできればいいんだけど、アレスは魔力が高いから追いつかなくて、封石に戻る前に自分で回復してもらっているの」

「妖魔も人間の食べ物で回復するんだ」

「アレスは半魔だから特別かもね。四大属性の強い妖魔とかは自然界から魔力を吸収したりできるらしいわよ。どうやるのか知らないけど」

　黒く染まった封石をなでながら答えれば、エルゼは「へー」と、感心した声をあげて目を丸くした。

　暗かった表情が少し明るくなったように思うのは、多少胸の内を話して、共感してもらえたせいかもしれない。

（あとアレスが封石に戻ったからかなぁ）

　アレスの姿が見えている時の彼女は、いつもアレスを警けい戒かいしているようだった。外見だけならアレスは完かん璧ぺきに人間で、しかも年頃の娘には好かれやすい容姿をしているので、エルゼの反応は少し新しん鮮せんだ。そして少し哀かなしい。

「アレスは怖くないんだけどなぁ」

　思わず口をついたフィーネの言葉に、エルゼは目をそらした。

「理り屈くつじゃないよ。妖魔は全部怖いし嫌きらいなんだ。そんな人間だっている」

「そーなのよね。そこなのよね。どうにかならないかなぁ。人間だって色々いるんだから、妖魔にも色々いるとか思えない？」

「犬嫌いの人間が、人ひと懐なつっこい小犬に怯えるようなものだとわからない？」

「犬も好きなの」

　無む邪じや気きに告げれば、エルゼは嫌いや味みっぽく口くち許もとを歪ゆがませた。

「フィーネは好きが多いね」

「そっちのほうが生きてて楽しいもの。嫌いと怖いばかりに目をむけていると、心が沈んで動けなくなるの。動かないと見る物が少ないから、自分の内側と思い出ばかり見続けて、現実にあることを見み逃のがすのよね」

　アレスと離れていた間のことを色々と思いだしながら、少しぬるくなったハーブティーをこくりと一口飲みこむ。

「何もできなくなるのが怖くなるから、一いつ生しよう懸けん命めい好きなことを考えるの。そうしたらまた動けるようになるの。だからたぶんわたしは一生夢を見るんじゃないかしら？」

　楽しいことを、嬉しいことを目め指ざすためには、現実を見なければ前へ進めない。進んでいれば思いだしたくないほど嫌なことや怖いことからある程度距離を置ける。もちろん完全にはなくならないし、ふとした拍ひよう子しにそれに触れることもあるけれど、いつの間にか触れ方を覚えている自分に気づくのだ。

「……………………もしかして意外と暗い過去とか──ああ、それはいいや。言わなくていい。まあ、生きていれば色々とあるよね」

　強ごう引いんにまとめて、誤ご魔ま化かすようにハーブティーを一気飲みするエルゼに、フィーネは小さく笑った。妖魔を嫌っていないエルゼは、なかなか気持ちのいい少女だと思う。

「ほんと…………色々あるよね」

　余よ所そをむいたエルゼの視線を追いかければ、白い空がそこにある。

　結界の外の吹雪は村の中には入ってこない。その代わり、結界の境目で降り積もった雪は白い壁に変わる。たまに封石師が炎の魔術でそれを一いつ掃そうするらしいが、すぐに積もって壁になるらしい。

　じっと外を眺める緑色の瞳には、様々な感情が錯さく綜そうしているように見えたが、生あい憎にくと読どく心しん術じゆつの心こころ得えはないので、彼女が何を考えているのかわからない。

　わからないまま、フィーネはエルゼの言葉を待った。

　世間話でもいいから、言葉を交わしたかったのだ。彼女と友達になりたかった。

「ねえ、あの雪を降らせている妖魔って、なんとか見つけられそう？」

「…………秘密」

　トリスタンに考えてから口にしろと言われたばかりだ。彼女から妖魔に何か伝わるとは思えないが、それでもどんな可能性だろうと無視はできない。

「あのさ…………この生活って、いつまで続くのかな？」

　押し殺した感情を震える声ににじませて、エルゼはぽつりと問いかけた。

「ここってさ、村の人間が自じ慢まんするような、綺麗な村だったんだ。高級時計とかレースとか、一人一人が何かしら自慢の技を持っていてさ、農作業の合あい間まとか、冬場家の中にこもっている間とか、少しずつ作品を完成させて、お互いに自慢し合ってから問とん屋やとか個人の依頼者に出荷するんだよ。作品の目立たないところに…………みんな自分の名前より先に村の名前を入れるんだ。そんな村だったんだ」

　そんなに昔のことではないはずなのに、遠い昔に失った物を求めるように、エルゼは言葉を重ねた。

「どうしてこうなったんだろうなぁ」

　独ひとり言ごとのように呟いた声はひどくかすれていて、息いき継つぎのような呼吸と同時に、日に焼けた頰に涙の線が引かれた。

「ちっ」

　苛いら立だたしげな舌した打うちをして、乱らん暴ぼうにエルゼが頰をこする。

　短いつきあいでも、彼女が簡単に涙を見せるような人間ではないとわかっていたから、どうにかして慰なぐさめたいと思う。

「あの……ね、たぶん、すぐに解決すると思うの」

「どういうこと？」

　切せつ実じつさを感じさせる問いかけに、言っていいことと悪いことを考えてみる。けれどよくわからない。わからないけれど…………具体的な作戦を漏もらさなければいいのではないだろうか？

「ええと……強い妖魔だから、師匠が協会に応援を求めたの」

「……………………そう判断したということは、接触したの？　妖魔と？」

「住処を見つけただけだけど、なんかどこかで師匠が判断したっぽい」

「住処を見つけたんだ？」

「うん。偶ぐう然ぜんだけど」

　ぐいぐいと顔を寄せてくるエルゼの勢いに押されて思わず肯こう定ていすると、くっきりとしたエルゼの眉まゆが、ぴくりと持ち上がった。

「……………………なに？」

　黙だまってしまったエルゼの肩をつつくと、半分伏ふせられた緑色の瞳がむこうへ流れる。

「早く……決着がつくなら嬉しいけど…………ううん。これはフィーネには関係ないことだから、気にしないで」

　さりげなく、出会ってからはじめて名を呼んでもらえた。ほんのりと嬉しくて、内ない緒しよ話ばなしをするように声を潜ひそめた。

「答えられることなら、教えるよ？」

「でもフィーネって見習いでしょう？　お金のこととかわかる？」

　予想外のことを質問されて、思わずまばたいてしまった。

　工房の経営はマイスターの仕事だ。もちろん目指す以上、いつかはそちらも学ぶ必要があるけれど、まだ見習い身分のフィーネには与あずかり知らぬことである。

「あのね、きてもらっている封石師にこんなこと言うのなんだけど…………うちの村って、そんなに財産があるわけじゃないんだ」

「ああそれは大丈夫よ。協会の判断ミスと取られるにしても、封石師の実力不足と取られるにしても、雇やとい主ぬしへの負ふ担たんはないはずよ」

「依頼料はそうだとしても、実費はどうなるの？」

「え？」

「移動費とか滞たい在ざい費とか、こちらが負担するんじゃないの？」

　さすがにそこまで細かいことはわからない。そういえばどうなるのだろう？

「どれくらいの人数がくるかわかる？　一日二日で終わるのかな？」

「ごめん。わかんない」

　申し訳なく思いながら謝あやまると、エルゼはぎゅっと自分の拳こぶしを握った。俯うつむく。

「……蓄たくわえを使って生きていくだけでやっとなのに……」

　切実な訴うつたえに動揺する。

　気持ちは痛いほどよくわかる。危機感は違うけれど、フィーネだって似たような状態だ。寮りようの立ち退たちのき期限は日々迫ってきている。

（そうだ報ほう酬しゆう……）

　協会に助けを求めた場合、イエン工房の報酬、ひいてはフィーネの手取りが減る。だが逆ぎやくに、その助けがくる前に事態を片付ければどうだろう？　一度助けを求めた以上、なんらかのペナルティはつくかもしれないけれど、それでも助けにきた協力者たちと退治をするよりかは、フィーネの手取りが上がる気がする。

（わたしの実績も積めるわけだし、協力者がきたとしても、すぐにトラオムに戻るのなら実費なんて移動費だけだし）

　そもそもどこでそこまで強い妖魔だとトリスタンは判断したのだろう？　もちろん立ち並ぶ遺体は本当に不ぶ気き味みで怖かったし、天候すら操る魔力は驚きよう異いだけれど……。

（でも天候を操るのははじめからわかっていたことなのよね。それでもパイモンは師匠つきとはいえわたしを派は遣けんしてこの事態を解決できると判断したのよ）

　Ｃクラスの封石師に解決できると、つまりはフィーネなら解決できるとあの時パイモンは判断したはずなのだ。

　考える。もちろん相談は必要だ。自分一人だけで決断していいことではない。

　だから立ち上がった。

「アレスシアス」

　一度は封石に戻っていた彼だが、寝ていたのでなければ封石周辺の状態は把は握あくしているはずだし、フィーネたちの会話も聞いていたはずである。

　目の前に現れた美しい男に飽あきもせず見とれながら、フィーネはそっと問いかけた。

「ねえアレス、あそこの妖魔ってそんなに手て強ごわい？」

　フィーネにはまだ早い相手だと言われたことは覚えているけれど、それでもアレスが負けるとはどうしても思えない。

「手強いね。君たち人間が言うところの上級妖魔だ。光属性の妖魔は俺とも相性が悪い。それにフィーネが怯えていたら、俺はそっちばかり心配して存ぞん分ぶんに戦えないだろう？」

　仮に自分の従徒に戦せん闘とうを任せるような事態に陥おちいったとしても、封石師は自分の身を守れる程度の力が必要になる。

　封石に妖魔がいなくても、契約さえ交わしていれば、封石師も従徒の力が使える。しかし必要な時にその力を使えなければ、敵対した妖魔に封石師が攻こう撃げきされて封石が破は壊かいされるかもしれない。

　封石は妖魔を捕らえる檻おりであり、契約の源みなもとだ。

　破損すれば主従の楔くさびが切れるし、自分の憑つく場所を失った従徒は正気を失ったり、消滅したりする可能性もある。

　アレスは半魔だから、元々場所や物に執着はない。それでもフィーネが大切だから、彼は側そばを離れることを躊ちゆう躇ちよする。

「わたし……妖魔が怖かったわけじゃないのよ？」

「震えてたのに？」

　エルゼの前で死体の話をするつもりはないが、あの時フィーネが怯おびえていたのは物言わぬ屍しかばねたちのせいだ。理り屈くつではなく、目の前に並べられた死に本能的な恐怖を覚えた。

　──けれど妖魔であるアレスには、それがわからない。

「妖魔は怖くないわ。戦闘がはじまったら怖いと思うかもしれないけれど、それはいつか慣れなきゃいけないことだし……」

　まだ渋しぶい顔をしているアレスをじっと見つめ、『怯えないから大丈夫』という方向からの説得は無理だなと判断する。

「わたしたちじゃ退治できない？」

『アレス』でも『わたし』でもなく、『わたしたち』という言葉をフィーネは使った。こう言えば、彼は否ひ定ていしないと知っていたからだ。案あんの定じよう、アレスは苦笑した。

「倒せるか倒せないかはやってみなきゃわからないけれど、少なくとも俺が死ぬことはないと思うよ。もちろんフィーネも死なせないし、傷つけさせない」

　確約はしない。けれど、自分の強さに対して傲ごう慢まんなまでの自信を持っていることは隠さないアレスに、安あん堵どする。

「信じるわ」

「何がきても俺が守るよ」

「うん」

　アレスと二人なら絶対に大丈夫だと思えたから、フィーネはこくりと頷いた。

　ほっとしたエルゼの吐と息いきが聞こえる。

「ありがとう……」

　その言葉の後に唇だけが動いたのを見つけて、フィーネは小首を傾げた。

「なんか言った？」

「別に。それより今すぐ行きそうな雰囲気だけど……夜中の登山は危険だよ？」

「俺はいつでもいいけど、フィーネは一眠りしてからのほうがいいだろうね」

「うん。朝ご飯を食べたら迎えにくるとか師匠が言ってたから、それより前に行けばいいよね。仮に追いつかれたとしても、はじめてしまえばこっちのものだし」

　明日の予定をアレスと打ち立てて彼を封石に戻し、フィーネは二階へむかった。狭い家なので一階は作業場と居間と食堂を兼かねている部屋と台所などの水回りを必要とする場所があるだけで、二階はまるまる寝室となる。居間の暖だん炉ろの熱を二階まで届けられるような造りになっているせいで、部屋は一部屋だけだ。

　仕切りの置かれた広い部屋には飾り気のない調度品と四床のベッドがあって、窓際に置かれたベッドはフィーネのために明け渡されていた。

　就しゆう寝しん準備を整えて、よそよそしさを感じるベッドに横たわれば、一気に睡すい魔まに襲おそわれる。疲れているのだ。

（……『ありがとう』のあと、エルゼって何を言ったのかな？）

　誤ご魔ま化かされてしまったけれど、何か言いたいことがあるのではないかと思う。




　──ごめん。




　そう言われた気がしたのは、フィーネの気のせいだろうか？
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　早朝、エルゼに作ってもらった朝食を美お味いしくいただいて外に出た時には、明かりがなくても足あし許もとが見えるようになっていた。

　明るい空を見上げて、ぼんやり思う。

（そういえば初夏だったわ）

　冬ならば真っ暗な時間帯だが、今の季節ならば太陽の軌き道どうがもっと高い。

　はあと吐はきだした息の白さに矛む盾じゆんを感じながら、フィーネは小さな足音をさくりと立てながら、飛行船乗り場のむこうの山を目め指ざした。

　雪はいつも夕ゆう刻こくを過ぎてから降りだすせいか、村の結けつ界かいを抜けても空の色は大して変わらなかった。その代わり、ひどく寒い。

　アレスを呼びだして、手を借りながら昨日の洞どう窟くつを目指す。

　雪は降っていないから、たぶんクロケルは自分の住処すみかにいるはずだ。

（封ふう石せきできればいいんだけど）

　封石の方法はおおまかに二つある。片方は戦って弱ったところを強ごう引いんに封石し、片方は妖よう魔まと魔力を同調させて感覚を共有した後、穏おだやかに封石する。

　偶ぐう然ぜんとはいえ後者ならば経験があるのだが、前者の場合はどうやったらいいのかいまいちわからない。一番肝かん心じんなことのはずなのに、感覚的なことだからと、教科書にも曖あい昧まいな記述しかない事項なのだ。

　だからこそ封石師には徒と弟てい制せいが取り入れられているわけだが、肝心の師し匠しようはこの場にいない。

（あの時もなんとかなったから、今度もなんとかなる……はず）

　状況的に考えて、たぶん今回は強引に封石しなければならないパターンだと思う。経験とはいつか積むものなのだから、最初の一回が今日でもいいはずだ。

（…………最初の一回？）

　足を動かしながら、邪じや魔まな枝葉をどけて先行するアレスの背中を見る。

　フィーネがアレスを封石した時、フィーネは物もの心ごころつく前の赤あか子ごだった。母親同士が知り合いで、アレスが代理として出産祝いを持ってきたそうだ。

「わたし、アレスのことをどうやって封石したんだろう？」

「……え？」

　きょとんとした顔でアレスがこちらを振り返った。呼ばれたとでも思ったのだろう。そんな表情を浮かべると端たん正せいな顔立ちが少し幼おさなく見えて可か愛わいらしい。

　彼が足場にした岩の上に引っ張り上げられながら、やはり今日もまたアレスに見とれる。

「どうしたんだい？　いきなり……」

「いつか訊きこうと思っていたはずなのに、まだ訊いてないなと思って」

　生後半年の赤子に封石されただなんて大おお恥はじに違ちがいないからと遠えん慮りよしていたわけではない。再会した当初はとにかくアレスに自分を認めさせようと躍やつ起きになっていたので訊けなかったし、無事に契けい約やくを結んだ後は、色々とどうでもよくなって『そのうち訊いてみよう』と放っておいたのを思いだしただけだ。

「アレスはその時のことを覚えてる？」

「もちろん。衝しよう撃げき的てきだったからね。今まで何もなかった俺おれに、君が光を与えたんだ。俺にとっては本当にフィーネは『暁あかつきの姫』なんだよ」

「…………よくわからないのだけれど」

「あの時の俺はただ生きていただけで、人間でも妖魔でもない存在だったんだ。何もないけど、何かがほしかった。ちゃんと、本当の意味で生きたかった……生命力あふれる君と出会えたのは奇き跡せきだと、心から思うよ」

「やっぱりよくわからないの。どうやってわたしと感覚の共有をしたの？」

　両親と共ともに平和に暮くらしていたフィーネが、どうして生きたいと望んでいたのか。それとも赤子というものは、常つねに生きたいと望んでいるものなのか。

「運命だったんじゃないかな？」

　耳に心地ここちのいい言葉を返されて、反射的に顔がゆるんでしまう。

　綺き麗れいな顔で綺麗な微び笑しようを浮かべて、アレスはフィーネの手を取りながら先に進んだ。

　誤ご魔ま化かされたと思わないでもないが、運命だと彼が言うのであれば、それでいいと思う。

（こんな場所で聞くことじゃなかったのかもしれないし……）

　やはりトリスタンの言うとおり、もう少し考えてから口にする癖くせをつけようと反はん省せいしていると、アレスの足が止まった。

　元より村の子供がこられるような場所だ。多少どころでなく入り組んではいるものの、そこまで遠いわけではない。

　目と鼻の先に、山やま肌はだに奔はしった大きな亀き裂れつがある。ここからだと洞窟の奥はただの暗がりで、フィーネの目ではそこにクロケルがいるか否いなかわからない。

　無む言ごんでアレスを見上げれば、静かに頷うなずかれた。

　──どうやらクロケルがあそこにいるのは確実らしい。

「平気かい？」

　気き遣づかうアレスに、笑顔で頷く。怖い気持ちは変わらない。でも、そこに何があるのかわかっているのだから、無ぶ様ざまに蹲うずくまることはないと思う。

「絶対にフィーネに危き害がいが及およばないようにするけど、一応保険」

　アレスの指がフィーネの額ひたいを軽く突ついた。疑問の声をだすより先に、温かいような、冷たいような無む機き質しつの何かがフィーネを包み、完全に頭からつま先まで包まれたと同時に、違い和わ感かんが消えた。

「…………今、何やったの？」

「種類は違うけれど、村の周りにあったのと同じものだよ」

「結界？」

「……楯たてのほうが言葉としては近いかな？　これでフィーネには絶対に俺の魔力で傷を負おうことはないし、空間の亀裂に吸いこまれることもない。俺以外……闇やみ属ぞく性せいの魔術以外でも、呪じゆ文もんなしで扱あつかえるような単たん純じゆんな魔術なら、ほとんど無む効こう化かできる。ただ、光属性の魔術に関しては他の属性と同じように防ぎきれると断だん言げんできないし、物ぶつ理り攻こう撃げきは防ぎきれないから、戦せん闘とうが起きたら物もの陰かげに隠かくれてほしい」

　相手は複合型だから、純じゆん粋すいな光の魔術は使わないと思うけれどとアレスは続けた。

　わかったと頷く場面なのだが、それよりも驚おどろきが強かった。目を大きく開いてアレスを見てしまう。

「アレスって戦闘特とつ化か型がたなのに守しゆ護ご系けいの魔術も使えたのね！　わたしにもできるかしら？」

　すごいと、顔にも声にもにじませて告げれば、アレスがまるで子供にするようにフィーネの頭をなでた。

「俺の魔力の微び調ちよう整せいができるようになれば、たぶん」

　異い空くう間かんを開くのを保つだけで四し苦く八はつ苦くしている間は、まだ難むずかしいようだ。

「それでどうする？　今回は助けなきゃいけない人ひと質じちもいないし、フィーネに保険もかけたし、君がここで待っていてくれたら、俺は心おきなく暴あばれてこられるよ」

　暗あんにここにフィーネを置いていこうとしているアレスに、フィーネは慌あわてた。封石師の義務感だけでここにきたと思われては困る。フィーネは『仕事』をしにきたのだ。

「もちろん先行するのはわたしで、まずはクロケルに事情を訊いてからよ。戦闘はあくまで最終手段」

「あんなに死体があったのに？　トリスタンだって、あいつが危険だと思ったから、協会に助けを求めたんだろう？」

　もちろんだからこそ、アレスに勝率を確認してから行動を決定したのだが、それとこれとは別問題だ。

「平和に暮らしていたのに、突然態度が変わったわけでしょう？　凶きよう悪あく化かするにしても、絶対に理由があるはずなのよ」

　稀まれにというには多く、頻ひん繁ぱんにというには少ない頻度で、妖魔が凶悪化して無差別に人間に危害を加えることがある。たいていそれには妖魔が執しゆう着ちやくしている土地や物を利用した呪のろいがかけられたとか、それらを破は壊かいされた、汚けがされた、盗ぬすまれたなどの理由が付ふ随ずいする。

「凶悪化して理性がなくなった妖魔を封印するにしろ、相手を油ゆ断だんさせておいたほうがいいはずだから、アレスは封石に戻っていてね」

「ここまでついてきてなんだけど……行き当たりばったりなことをしている自覚は？」

「もちろんあるわよ。アレスがわたしを甘あまやかしているのも知ってるの。頭では警けい戒かいするべきだとわかっているし、実際いざとなったらアレスに戦ってもらうつもりではあるのだけれど……なんか不ふ思し議ぎと自分が死ぬとは思えないのよね」

　秀しゆう麗れいな顔をしかめたアレスに「死なれちゃ困る」と告げられて、苦く笑しようしてしまう。

　能のう天てん気きな口く調ちようを装よそおって、さらりと告げたことではあるが、自分でも不思議なほど危機感が生まれないのは問題だろう。

（光属性の入っている妖魔だからかな？）

　遺い体たいが並んでいる様よう子すは無条件に怖かった。今もそれは変わらない。

　だけどあの時のフィーネは遺体に対して恐怖を覚えたけれど、妖魔への恐怖はわかなかったのだ。

（なんでだろう？　もう一度……あの氷ひよう柱ちゆうを見れば、何かわかるかな？　クロケルと話せばわかるかな？）

　フィーネがここにきたきっかけは、エルゼに、今までこの村で暮らしてきた人に同情したからだ。協会からの助すけっ人とたちにクロケルを退たい治じさせるよりも先に、自分が彼を封石するべきだと思った。そうでなければ退治を。クロケルに死を。

　衝しよう動どうに近い行動を取っていると思うのだが、それでもフィーネはクロケルを封石することを第一に考えている。

　──強しいてその理由を挙あげるとしたら、ただの勘かんだ。

　うまく理り屈くつではまとめられないけれど、自分が見てきた中にその勘の元になる理由がある気がしてならない。

「クロケルはこのままここに残しておかないで、封石するべきだと思うのよ。なるべく早く……」

　譲ゆずらない瞳ひとみでアレスを見れば、はなから勝つ気のないアレスは、ため息をついた。

「何か打ち合わせしておきたいことはあるかな？」

「なるべくわたしの好きにやらせて。そして危なくなったら助けて」

　これ以上なく身み勝がつ手てな台詞セリフを吐いている自覚はあったのだが、アレスは墨すみ色の瞳を哀かなしげに沈しずませて、口の端はしだけで小さく笑った。

「君の望むまま願いを叶かなえて、自分一人では立っていられないほど、どろどろに甘やかしてやりたいのに……気がつけば走っているからたまらないね。あんな小さな子供が、強く育ってくれて嬉うれしいよ。俺がいなけりゃ生きられないくらい弱くてもよかったのに」

「一人じゃ立っていられなかったわ。アレスがいたから、わたしは立てたし、走れるのよ」

　瞳をそらさずに、満まん面めんの笑えみを浮かべると、大おお袈げ裟さなほど盛大なため息をつかれて、抱きしめられる。

「仕方ないからとことん甘やかそうか、俺の暁あかつきの姫。どこまでも共に走るよ」

　今さらの宣せん言げんだとからかいたくなったけれど、甘い瞳に吞のまれて、目を閉じた。

　唇くちびるが重なる。

　ただ触ふれるだけ、互たがいにほんのわずかにぬくもりを伝え合うだけの口づけだったけれど、胸に宿った熱は、凍こごえるような気温も意識させないほど全身に広がって、フィーネを夢見心地にさせた。

「ずっと一いつ緒しよにいるから、君の思うまま進めばいい。世界の果はてまでついていくから」




　互いに感覚が違うし、完全には理解ができない。でもこの言葉は二人に相応ふさわしい愛の言葉だと思う。

「うん」

　フィーネの返事を耳にして、アレスの姿がかき消えた。

　後に残ったフィーネは黒い封石に照れたような視線をむけて、林りん檎ごのような色に染そまった頰ほおに両手を当てる。




「一緒に世界を征せい服ふくしようね」




　幸せそうなその声に、ほんの一瞬黒い封石がきらめいた。
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　深呼吸を一つして、フィーネはゆっくりと洞窟に近づいた。

　一歩近づくにつれ、頰は赤みを失っていき、幸せそうににやけていた顔は緊きん張ちように引きつったけれど、足を止めることはしなかった。

　遺体に惑まどわされず、自分が見み逃のがしていることを見ようと思う。

　それが何かは、まだわからないのだけれど……。

「こんにちは」

　洞窟に入る前、中にむかって呼びかけた。

　一度目は声がかすれてしまったから、二度目は声を張る。

「こんにちは！」

　言ってから、時間帯的に『おはようございます』だっただろうかと思ったが、まあ些さ細さいなことだろう。

　そのまましばらく待ってみたが、反応がなかったので足を踏み入れようとしたら……暗がりのむこうでこちらを見つめてくる、赤い双そう眸ぼうを見つけた。

「ああ……やはり、村の人間ではなかったか」

　嘆なげくような声だと思った。

　まるで村の人間ではなくて残ざん念ねんだと言いたげな空気だ。半はん信しん半はん疑ぎの期待を裏うら切ぎられたと物語るような眼まな差ざしは、しっとりと涙で濡ぬれているように見える。

（『やはり』と言うからには、昨日自分の住処に人間が入ってきたことには気づいていたのよね？）

　待ちかまえていたのだろうか？　罠わなとかあったら困るなぁと思いながら、一応口を開く。

「オハヨウゴザイマス」

　当然というべきか、相手はそれに反応しなかった。

　ただ、その瞳がフィーネのペンダントを見たのはなんとなくわかった。

「ここへくるなら一カ月前にくればいいものを」

　忌いま々いましげな声に、ぴりりと空気が震えた気がしたが、言っている意味がわからない。

「よかったと言うべきなのだろうが……あいつらがいなくなるのは少し寂さびしいかな」

　彼の言う『あいつら』はやはり氷柱の遺体のことなのだろうか？

「迎むかえにきたのだろう？　邪魔はしない。忌々しい人間たちがいなくなったのなら、あいつらを村に返してやるべきだ」

　いきなり攻撃される可能性も考えていたのに、彼の態度は思っていたより穏おだやかだった。それとも『前情報どおり』と言うべきだろうか？

　──たまに村にやってくる、奇き妙みような客人。

　村長は彼をそう表現していたし、彼の言葉は協会が事前に調べたクロケルの情報と一いつ致ちした。ラヴィーネ村を題材にしたあまり有名でない随ずい筆ひつの中には子供たちと遊ぶ異い形ぎようの男の表現がある。

（村に返す？　奪うばったのはクロケルなのに？）

「少し待て。外に出たほうがまとめて魔術を解ときやすい」

　そう言って、彼はこちらにむかって歩いてきた。

　白い雲を通して淡あわく降りそそぐ日差しが、クロケルの姿を浮うき彫ぼりにしていく。

　異国を思わせる飴あめ色いろの肌、柔やわらかな金色の巻き毛、暗がりの中に見た赤い瞳。白い細身の服に、黒い布を巻きつけている衣服は、すこしウェパルの服装と近い気がした。だが、彼女と違ってアクセサリーはない。

　爪つめの色は水色がかった銀。複合型の妖魔らしく珍めずらしい色合いだ。

　憂うれいを含ふくんだ双眸がとても絵になる男だと、浮いた感想を持つ。

　アレスよりも男性的な顔立ちではあるけれど、全体的な印いん象しようはアレスよりも線が細い。単純に華きや奢しやなのだ。

　それだけならば多少美しすぎるが人間の姿に近かったのだが、彼の背中には大きな翼つばさが生えていた。

（…………人間体……属性体？）
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　肌は人間のものに近いのに、背中から生えたものだけ鳥のようだ。人間体に近い属性体もあると知識では知っているけれど、これは違う気がした。

　フィーネがじっとクロケルの翼を眺ながめていることに気づいたのか、彼は億おつ劫くうそうに目を閉じた。翼が消える。

「翼をだしていたほうが楽なら、そのままでもいいけれど」

　ぽつりと提案してみたが、彼は無む言ごんで首を横に振った。

　緩かん慢まんなその仕し草ぐさから、彼が疲ひ弊へいしていることを知る。

　考えてみればクロケルは自分の魔力を消費して、この初夏に凍えるような天てん候こうを作りだしているのだ。妖魔とはいえ疲れないほうがおかしいのかもしれない。

　それとも──

「怪け我がでもしているの？」

「…………」

　不ふ愉ゆ快かいさと、怪け訝げんさが混じった眼まな差ざしを受ける。まるで『当然のことを言うな』と、言われた気がした。

「誰だれがあいつらをここに運んだと思っている。俺が把は握あくできる範はん囲いの人間をすべて集めたんだ。一いつ気きにここまで運んだとはいえ、無傷ですむわけはないだろう？」

「ごめんなさい。言っていることがわからないの」

「…………封石師だろう？　ラヴィーネの異常に気づいたんじゃないのか？」

「あなたの魔術のこと？」

　ぱっと思いついた『ラヴィーネの異常』が、凍えるようなあの天候のことだったのでそう尋たずねると、クロケルはぽかんとしたように口を開けた。

「わかっていてここにきたんじゃないのか？」

　何を？　とフィーネが問い返すことを彼は待たなかった。

　ふいに彼から押し寄せていた魔力に、反射的に息を止めて、目を閉じてしまう。もちろんすぐに目を開いたけれど、その時には胸の封石は透とう明めいになっていて、目の前には見み慣なれた背中があった。

「アレス」

「従じゆう徒とか……少し待っていろ。傷つけたいわけじゃない」

　クロケルを睨にらむアレスを一いち瞥べつすることすらなく、彼は軽く背中をそらした。

　フィーネの視界に、先ほど見た白い翼が広がり、優ゆう雅がな外見とはほど遠い鋭するどさで空気が叩たたかれた。

　ぼっ、とも、ばっ、とも聞こえる羽は音おとと共に、クロケルの身体からだが宙ちゆうに浮かび、少し離れた上空から地上を見下ろした赤い瞳が、フィーネの残した足そく跡せきを追いかけるように移動して、山の斜しや面めんに浮かぶ。

　足許をさし示したクロケルの指先から、きらきらとしたものが散ちらばって見えた。じっと見ている間にそれは白い靄もやとなり、小さな雲となる。

　両手を身体の幅はばに広げたクロケルは、自分の手の間にある雲に、そっと息を吹きかけた。

　その時──




　ヒュンッ！




　空気を切る音が、冷たい朝の空気に響ひびいた。

　ほんの一瞬、雲から白い雪が降りはじめたのをフィーネは見ていた。

　だけど文字どおり雲は霧む散さんしてしまい、その雪が積もることはなかった。

　残っている地表の雪に、赤い雫しずくが散る。




　ヒュンッ、ヒュンッ！




　軽やかに宙に浮いていたクロケルが、無様な音を立てて大地に落ち、跳はねて、斜面を転がった。

「クロケル！」

「フィーネ！　駄だ目めだ。俺が行くから！」

　駆かけ寄ろうとしたフィーネを押しとどめたアレスに、洞窟へ行くように背中を押される。

　突とつ然ぜんの事態に頭がついていかないまま、真っ暗な洞窟の中に入り、アレスとクロケルがやってくるのを待つ。

（何が……起きているの？）

　自分の心臓が踊おどっている音を聞く。

　クロケルの白い衣服についた血がまぶたの裏から離れない。背中にも腹にも赤いものが見えた。たぶんあの傷は身体を貫かん通つうしている。

　アレスは大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　昨日侵しん入にゆうした時のように、洞窟の中には光がなく、寒くて怖かった。

　遺体を意識したのではなく、この現状が怖い。どうしてクロケルがいきなり傷ついたのだろう？　あの音はなんだったのだろう？

　妖魔は血と肉と四よん大だい元げん素そを元にした霊れい的てきな物質で身体を構成されていて、人間よりははるかに丈夫だ。なのにあの音は容よう易いにクロケルの身体に穴あなを開けた。

（……………………穴）

　そういえば、氷柱の遺体の中に、穴の開いたものがあった。もしかしてあれはクロケルが傷つけたのではなくて、クロケルが受けたものと同じなのではないだろうか？

（だとしたら、ここにある遺体は何？）

　──もしかしたら自分は、とんでもない間ま違ちがいを犯おかしたのではなだろうか？

「フィーネ」

　アレスの呼び声にほっとする。

「アレス、大丈夫？　クロケルは？」

「俺は無事、クロケルは生きているよ。フィーネ、このままじゃ何も見えなくて怖いだろう？　明かりをつけてあげるから、マッチを」

　鞄かばんから手て探さぐりで取りだしたそれをアレスに渡す。

　昨日、ここに人間用の明かりがあることは確認しているから、今日はちゃんと黄おう燐りんマッチを持参している。摩ま擦さつするだけで火がおこせる画かつ期き的てきな小さな棒ぼうは、便利さゆえにどの家庭にもあるが、自然発はつ火かすることが多いので自分で持ち歩く人間が少ない。

　これもフィーネが持参した物ではなくて、エルゼの家の台所から頂ちよう戴だいした物だ。

　少し離れた場所で、かすかな発火音が聞こえた。

　小さな火種を蠟ろう燭そくに移して、アレスは次々と点火していく。

　たとえばそれはいい匂においのする蠟燭だったり、古びたカンテラだったり、新しいランプだったり……様々な種類の照明器具は、この場所を教えてもらった子供たちがそれぞれ持ち寄った物だろうか？

　油が必要なものもあったようだが、無事に点火されているところを見ると、きちんと手入れされて油が補充されているのだろう。

　大切にしているのだなと、そんなことを思う。

（ヒント……たくさんあったはずなのに……）

　──子供がいなくなった。娘がいなくなった。唯ゆい一いつ戻ってきた青年が死んだ。村に凍えるような寒かん気きが襲おそいかかった。このままでは死んでしまう。

　依い頼らいの先せん入にゆう観かんに惑まどわされた。村長の言葉をそのまま受け入れてしまった。フィーネは実際にこの場所にきたのに、話の矛む盾じゆんに気づけなかった。

　村長の語った行方ゆくえ不明者、死者の合計は三名。

　──では、ここにあるたくさんの氷柱の遺体はなんなのだろう？

　時代の新しい衣服。その中には昨年流行した形のものもある。

　村長の言葉は協会の調査と合がつ致ちした。だが、彼はきっとすべてを語っていなかったし、噓うそも織おり交まぜていた。

（職人の指には見えないなって……思ったのに……）

　村長が変わったことに村人が気づかないはずがない。

　そもそも村人が少なかった。村から逃げた人間の話も聞いたが、村に深い愛着を持つ老人の姿すら見た覚えがないのはおかしい。村人たちは家の中にいても、フィーネたちに声をかけようとはせずに姿を隠した。妖魔に怯おびえていたにしろ、日々の生活の糧かては必要だ。初夏とは思えぬ寒さのせいで、食物が育たないと諦あきらめたにせよ、結界のおかげで村の中の畑くらいは耕たがやせたはずなのに、働いている者がいなかった。

　そしてここの氷柱の遺体。

（たぶん……ここにいる人たちが、ラヴィーネの村人なんだわ）

　トリスタンはフィーネの話からそれに気づいた。だから到着して早々に協会に応援を頼んだ。周囲の人間の誰が味方で誰が敵かわからない状態で、盗ぬすみ聞きを恐れフィーネにその懸け念ねんを話すことはできなかったのだろう。

　少なくともしばらくは村に滞たい在ざいする必要があったし、村の外での野宿はとてもできない。

　何もわからないまま、妖魔が敵だと思いこんでいる封石師がいれば、むこうも油断するだろう。

（目的は？）

　妖魔に対抗する手段があるのなら、封石師を呼ぶ必要はなかったのではないか。

　村の結界を思いだし、今日、ここにきた自分自身の行動を考える。




『住処を見つけたんだ？』




　自分の不用意な一言から、身を乗りだしたエルゼを思いだす。

　寂しげな表情と、この村への想い……もしかしたら、あの時にじんだ郷きよう愁しゆうは、ラヴィーネに対するものではなかったのだろうか？

　パズルだとわからなかったものが、パズルだと認識した途と端たん、次々とはまって形になっていく。

（もしかしなくても、後を追われた？）

　尾び行こうされる可能性なんてまったく考えていなかったから、気にかけてもいなかった。しかしフィーネの手を引いて、たびたび後ろを振り返っていたアレスも何も言っていなかったから、彼も気づかなかったのだろうか？

（ああそうか、山に登る時の入り口だけ確認すれば、後を追うのはそんなに難しくないのかも）

　枝葉にある程度遮さえぎられても、乾かん燥そうした土地の雪はさらさらと隙すき間まを滑すべり落ちて地面に散る。積もった氷のような雪を、フィーネは何度も踏ふんだ。

　アレスはフィーネが歩きやすいように枝葉を払いながら進んでくれた。

　山で猟りようをした経験がある人間なら、兎うさぎを追うよりフィーネの後を追うのは簡かん単たんだっただろう。

「うわあ……」

　フィーネが彼らをここまで連れてきたのだとわかって、思わず頭を抱かかえた。ひどい失しつ態たいだ。考えろと、何度もトリスタンは告げた。思えばあれは忠ちゆう告こくだったのだろう。

　村に残ったトリスタンは、先行した封石師は大丈夫なのだろうか？

「フィーネ、大丈夫？」

　自分が情けないせいで泣きたくはなかったから、気遣うアレスの声に無む言ごんで頷いた。

　考えなければならないと、強く思う。

「アレス、洞窟の入り口って今どうなっているの？」

「念のため結界を張っておいた。物理攻撃重視のやつだから、しばらくは入ってこられないと思う」

「そんなのもあるんだ」

「苦にが手てだけどね。だから、今、フィーネにかけた楯はなくなっているよ」

　もちろん、この状態でのその判断は正しい。

「人数とかわかる？」

「わからない。離れた場所から攻撃されたみたいだ。でも……たぶん一人、二人ではないと思う。クロケルを助けた時に気配を探ってみたら、それなりに多かったよ」

　洞窟の中は広くて、壁際に置いた小さな照明たちだけでは奥の方まで見渡すことはできなかったけれど、外にクロケルを傷つけた存在がいるのに、鎧よろい戸どを開けて外の明かりを取り入れることはできなかった。

　アレスが気遣って持ってきてくれたカンテラの明かりが、近くの氷柱に当たって拡かく散さんする。そのおかげで、ぼんやりとした橙だいだい色の明かりはずいぶん広い範囲を照らしてくれた。

　今ならわかる。




　この氷柱は、クロケルの作った棺ひつぎだ。




　身体が裂さかれていても、その上の服ははだけていない。切れ目が入っていても、見えない手で押さえているように留とどまっている。

　丁てい寧ねいに、丁寧に、一つずつ……そうやって作られた氷柱だと思った。

　お世せ辞じにも生きているような姿には見えないけれど、それでも極きよく力りよく近い姿に戻そうとした跡あとに気づく。皮ひ膚ふに汚れのついている遺体は、一つもなかった。

　雪に埋うもれ、寒かん波ぱに包まれた村に死者は出ていなくて、飛行船は行き来できて、封石師だってくることができた。クロケルはきっと、一人も人間を殺していない。

（わたしの大おお馬ば鹿か……）

　できることなら今すぐ自分を殴なぐりたかったけれど、一人反省会を延えん々えんと続けていられるほど、悠ゆう長ちような事態ではない。

　カンテラの明かりを手がかりに鞄を開けて包ほう帯たいを取りだす。

「妖魔って、人間と同じ止し血けつ方法で平気？」

「……水はあるか？」

　手当てをしようとしているフィーネを一いち瞥べつしてクロケルが問う。

「そんなに量はないけど」

　自分で持てて邪魔にならない範囲のものしか持ってきていないから、鞄の中の水すい筒とうは小さめのものだ。

　フィーネの握にぎり拳こぶしを二つつなげた程度の大きさしかないけれど、それでいいとクロケルは頷いた。

「傷口にかけてくれれば、自力で塞ふさぐ」

　言われたとおり、まずは一番目立つ腹に水をかけた。そして左足と、右腕。

　それを見ていたアレスは、フィーネが命じる前にクロケルの身体をひっくり返した。

　小さくうめいたクロケルに手が震ふるえたけれど、水をこぼしはしなかった。無言で、クロケルの傷口に水をかける。

「…………」

　クロケルの呼吸は浅あさいままだったけれど、その傷口はみるみる塞がっていく。

　一いつ見けん、傷が消えたように見えたが、顔色が悪いのははっきりとわかった。とても立ち上がれそうにない。

「アレス、結界ってどれくらい保ちそう？」

　しばらくクロケルを休ませてやりたくて確認を取ると、難しい顔をされてしまった。

「変な武器を使ってこなければ、何日でも」

　引っかかる言い方だと思う。

「もっと正確に言えば、クロケルの腹に穴を開けたものでなければ……」




　ヒュンッ！




　入り口から聞こえた音は、聞き覚えのあるものだった。

「…………殺していいかな？」

　対象が何かは言わずともわかる。

「駄目」

「駄目だ」

　フィーネとクロケルの口から制止の声が同時に告げられ、アレスは少し考えるそぶりを見せた。

「…………なら逃げる？」

「裏口はない」

「多少地形を崩くずすけど、俺が作る。俺はフィーネのほうが大切だから、ここの洞窟が崩れても謝あやまらないけど──」

「アレス」

「配はい慮りよはする」

　少なくとも、上級妖魔であるクロケルにここまでのダメージを与える武器を持つ相手に、クロケルを庇かばいながら戦えない。

　戦うにしても、この場所は駄目だと思う。

「フィーネ、クロケルを背せ負おうからカンテラを持って」

「わかった」

　会話をしながら、アレスはクロケルを背負った。

「ランプとかカンテラ壊こわしていいかな？」

　やりたいことはわかった。火種を点てん灯とうしていった時のように、ちまちま消していられる状況ではない。ちらりとクロケルに目をやれば頷かれたので、フィーネも了りよう承しようする。

「いいわ」

　それを合あい図ずに壁に並んでいた照明器具は、すべてアレスの作った異空間に飲みこまれた。そして広い洞窟の中にある明かりは、フィーネの持つカンテラだけになった。

「とりあえず奥に行ってから穴を開けるよ」

　敵のいる場所に出たら厄やつ介かいだしという言葉に同意して、フィーネは歩を進めた。

　背後の入り口からは、相あい変かわらず風を切る音がしている。

「クロケル。あなた何百年もここにいたならここの土地に憑ついているのよね？」

「違う」

　人を入れていたようだし、こうして遺体を並べているのなら、この場所がクロケルの聖域ではないだろう。クロケルは光の属性も入っているから、人の血が汚れになる場合もある。執着している場所を汚して彼を凶悪化させるのは避さけたいと思い、どこなら人の血が流れても大丈夫なのか確認しようとしていたフィーネは、予定していた台詞セリフのすべてを奪われて、きょとんとまばたいた。

「俺は土地に執着していない」

「え？　じゃあ物？」

　土地だけではなく、職人が精せい魂こんこめて作った一品や、宝石、場合によっては大樹など、妖魔の宿るものはそれなりに数が多い。

「持ち運べるの？　持ち運んでいいの？　駄目ならどこまで離れて平気？」

「……………………持ち運べる。氷の……一番奥だ」

　躊躇ためらいがちな指示に従って、そちらにむかう。

　整然と並べられた氷柱の最さい奥おう。

　おそらく一番最初に棺の中に入れられた彼は、十代前半の少年だった。

　目をそらしたくなるような痛ましい傷が、のど笛ぶえに奔っていた。

　だが、それだけだ。

　周りに並ぶ氷柱の一つに見えた。

「下ろしてくれ」

　クロケルの言葉に従ったアレスは、よろける彼を無言で支えた。

　少年の胸にむかって、クロケルの手が伸のばされる。

「…………」

　ぽつりと呟つぶやかれたのは呪文か、それとも少年の名か。

　まるでそこに氷などないかのようにクロケルの手が奥へ進んで、少年の手前で何かをつかむように拳を握る。

　引き抜かれた手の中には、透明な、美しい水すい晶しようがあった。目に見えないのが不思議なほどの魔力を感じて、息を吞む。

「魔石……なわけないわよね？」

「魔水晶でもない…………だが、美しいだろう？」

　青ざめた顔で、けれど誇ほこらしげにクロケルは微ほほ笑えんだ。

　頷く。

　妖魔の宿る宝石は美しくも魅み力りよく的てきなものが多く、数々の伝説で語られてきたので知識としては知っていたが、視覚に訴うつたえてくるもの以上の迫はく力りよくを感じた。

「隠していたのなら、そのままにしておいたほうがよかったんじゃない？」

　実際、フィーネの目にはまったく水晶の存在がわからなかった。

「仮に俺が滅ほろぼされたら……これが見つかる」

　それは避けたいのだと、浅い息でクロケルは告げた。

「……ねえ、もしかしてあいつらの狙ねらいってこれなの？」

「おそらく…………あいつらの武器に、これと近い物がはまっていた」




　パンッ！




　何か大きなものが弾はじけたようなその音が入り口の方から聞こえて、アレスが何も言わずに壁に手をついた。

　その瞬間に、曲線にも、直線にも見える何かが壁を奔って地中を奔る。

　じっと見ていると目眩めまいを覚え、フィーネがまばたきをしている間に、壁のむこうはごっそりと異空間に吞みこまれていた。

「行くよ」

　せっぱ詰まった声が、時がないと訴えていた。

「……持って、いてくれ」

　何をと問い返す間もなく、水晶を渡される。

　こんな大切な物は預かれないと返そうとしたが──

「後にしないか」

　アレスが強引にクロケルを背負い、フィーネを先に行かせようとする。

「うん」

　一時も惜おしい時にここで立ち止まっている愚ぐを理解できたから、フィーネは大切に鞄の奥へ水晶をしまって、走りだした。
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　音もなく、壁を掘っては進んでいくアレスの後にぴたりとついていく。

　平らに均ならしているわけではないからでこぼこした道になったが、足音が立たなかったのはそのおかげかもしれない。

　洞どう窟くつがあったのだから、ある程度予想はしていたが、地じ盤ばんも固そうだ。これなら突とつ然ぜん土ど砂しやに押し潰つぶされることはないだろう。

　たまに全然違ちがう方向にむかって、似たような横よこ穴あなを開けながら進んでいるせいか、まだ追おっ手てとの距離は空あいていたが……遠くから反はん響きようしてくる声は聞こえていた。

　追いつかれたら、やはりアレスに戦ってもらうしかない。直線ならアレスが何かするより、クロケルを傷つけた武器のほうが強いのではないか。そうなると魔術を使ってもらったほうがこちらは安全だ──否いな、

（わたしが魔術を使えば……）

　きゅっと拳こぶしを握にぎったフィーネが見えていたわけではないだろうに、アレスはぽつりと呟つぶやいた。

「俺おれはね。フィーネ以外の人間なんてどうでもいいんだよ」

　追っ手に気を遣つかってか、囁ささやくような小さな声だったけれど、フィーネには聞こえた。

「なに？」

「言っておこうと思って。俺は、君以外の人間なら殺してもなんとも思わない。だから、いざとなったら俺に命じなよ。フィーネと違って、俺の心は傷つかないから」

　正しよう真しん正しよう銘めい、アレスが言っていることは本ほん音ねだろうと思う。彼はあれだけの遺い体たいを前にした時も、なんとも思っていないようだった。

「駄だ目めよ。アレスが人を殺したら、わたしの心の傷になるもの」

「でも俺は、不特定多数の命より、君一人の命のほうが大事だよ」

「それはもちろんわたしもよ。だから本当にいざとなったらお願いするかもしれない……でもギリギリまで他に方法がないか考えたいの」

「…………わかった」

　行き止まりになったので、アレスが再度壁に手をついた。いい加減に慣なれたので、彼が力を使う時は目眩めまいを起こさないように目を閉じることを覚えた。それでもなぜだか足あし許もとがぐらつく気がするけれど、目を開けている時よりはマシだ。

「……あ」

　アレスが驚いたような声をあげると同時に、爽さわやかな風が前方から吹きつけてきたのを感じる──外とつながったのだ。

「やった！」

　アレスに抱きつきたかったけれど、クロケルを背負っているので遠えん慮りよする。問題は何一つ解決していなかったが、それでも閉じこもった場所で逃げ回っているよりは未来が明るい──と、思っていたのに……。

「うそ」

　直角に近い斜面からおそるおそる顔を出して、フィーネはこわごわと元の位置に戻った。

「アレス、降りられる？」

「できるよ。たださすがに二人抱かかえて無傷で降りるのは難むずかしいかもしれない。クロケルを捨てていい？」

「駄目」

「いい……捨てていけ」

「駄目」

　フィーネの拒きよ絶ぜつに、妖よう魔またちの視線が集中する。

「じゃあどうする？　封ふう石せきでもする？」

　確かに封石にしてしまえば、預かった水すい晶しようと同様、フィーネの鞄かばんの中に入れられる。

　だが封石とは妖魔の執しゆう着ちやくを切る行為でもある。妖魔の存在意義を封石師が背せ負おうのだ。理性を壊こわし凶きよう悪あく化かした妖魔ならば悩なやむ必要もないだろうが、理性が残っていて、自分の宿る水晶を大切にしているクロケルを封石してもいいものだろうか。

（そもそも自分の意思で封石したことってないのだけど）

　アレスの時は物心つく前だから記憶にないし、以前の事件で封石した時は、たまたま妖魔と同じタイミングで同じことを強く思ったのがきっかけで同調した。

　今回も元々は封石するつもりだったけれど、もう少し偶ぐう発はつ的てきなものを期待していたというか、命がけになるほど追い詰められたら、なんとかなるだろうと考えていた。

（こういう精神的な追い詰め方は想定外なんだけどなぁ）

　他に方法はないだろうかと眼まな差ざしでアレスに訊きいてみれば、彼は優しく頷うなずいて別の提案をしてくれた。

「クロケルをここに置いて、フィーネが水晶を持ったままここを離れれば、彼は簡かん単たんに凶悪化すると思うよ。自分を律りつしているのか人間を殺さないと決めているようだけど、『理性を失ったから仕方なく』人間を攻こう撃げきするチャンスでもあるね」

「人の血や呪のろいで汚けがしたわけでもなく、本人の意思でわたしに『預けた』のに凶悪化するの？」

「単純に距離の問題だよ。クロケルにとってその水晶は文字どおりの心のよりどころ。魂たましいのよりどころだからね」

　そして悪事なんて知らないとばかりに美しく微ほほ笑えむこの男は、いざとなったらフィーネだけを連れて逃げるのだろうと想像できた。そうすれば、アレス自身はフィーネの命令を守って人を殺さずにすむ。

　迷まようフィーネの背中を押したのは、本人だった。

「封石してくれ。そうすれば……封石師と接していなくても、身体からだを癒いやせる」

　封石をしてもいいが、主しゆ従じゆうとして契けい約やくするのは嫌いやだということらしい。

　確かにそれならば、直接封石を身につけていたり、触ふれていたりしなければ周囲の魔力を少しずつ取りこんで、長い時間をかけて回復できることだろう。

「……せっかく守られた命だ……できれば生き延のびたい」

　微笑んだクロケルの目から涙がこぼれた。

　彼が傷つけられたものと、まったく同じ傷口があった遺体を思いだす──たぶんその遺体は、クロケルを庇かばったのだろう。

　遠くで聞こえていた人の声が、近くなった気がする。時間はない。

　──覚かく悟ごを決めるしかなさそうだ。

「アレス、クロケルを下ろして」

　つい二カ月前に経験した封石を思いだし、教科書の言葉を思いだす。

（戦って弱ったところを強ごう引いんに封石か、対話して妖魔と魔力を同調させて感覚を共有した後、穏おだやかに封石）

　どう見てもクロケルは弱っているのだから、何かをすれば強引に封石できるはずだが、やり方がわからなければやりようがないので、自分が経験のあるほうにする。

　ゆっくりとクロケルを下ろし、アレスは彼の上半身を支えた。

　フィーネはその正面に回りこんで、自みずからも腰を下ろして目を合わせた。

　赤い瞳ひとみが夕焼けのようで、綺き麗れいだと思う。

　天候を操あやつるような魔力が使えるのに、クロケルは人間を殺せないらしい。彼は村人たちの遺体を一人一人綺麗にして、透明な氷の柱を棺ひつぎの代わりにした。

　クロケルの手を握る。フィーネよりも低い体温。少しひんやりしている。でも、きっと彼の心はフィーネよりも優しくて、温かい。

　彼の心を探さぐるため、赤い瞳を見つめながら、声にだす。

「生き延びたい」

　クロケルが一度口にした言葉に、その瞳は揺ゆれなかった。

　──たぶんこれは本当の彼の望みではない。

「わたしに水晶を預けたのは、生き延びたいと望まなかったから？」

　少年の眠る氷ひよう柱ちゆうに隠かくされたそれは、クロケルの執着の対象のはずだった。なのに彼はそれを自分で守ろうとするのではなく、フィーネに預けた。

　守られた命だから、できれば生き延びたいと彼は語った。

　その本音は？




「自分が、村のみんなを守りたかった？」




　夕焼けのような赤い瞳が涙で潤うるむ。

　そこにあるのは深い後こう悔かいと、深い哀かなしみ。

　大切な物を失って血を流している彼の心。




『寂さびしい』




　思い浮かぶ顔があった。

　フィーネの知らない顔だ。

　いくつか見かけた顔があった。

　氷柱のむこうで冷たく眠っている者の顔だ。

『クロケル様！』

　場所が変わる。時代が変わる。

　むかしむかし、その水晶は神様としてとある部族に奉たてまつられていた。

　いつ妖魔としての意識が芽め生ばえたのかは、クロケルは覚えていない。水晶の中に宿っていたその魂はやがて自じ在ざいに水晶を出入りするようになり、肉体を得た。その時には水晶の中には戻れなくなっていたが、その代わり強い力を手に入れた。気がつけば、彼はその部族の神様になっていた。

　長い間、その部族はクロケルが守ってきた。北の大地でクロケルの能力は重ちよう宝ほうがられた。だが、ある日、魔力ではどうしても防げない悲ひ劇げきが部族を襲おそった。

　流行はやり病やまいだ。

　小さな部族は流行病で大たい半はんが死に、彼らは神様が万ばん能のうではないと知ってしまった。信しん仰こうは失われ、人々はあっという間に散ちり散ぢりになった。

　ただ、一人だけ信仰を失わなかった人間がいた。クロケルを守っていた神官の一族の青年だった。

　しかし信仰が失われた場所でクロケルを奉り続けることをよしとせず、彼は新しい土地を求めた。

　人を信じては裏うら切ぎられ、流れて流れてたどり着いた場所がラヴィーネだった。しかし信仰を広めるには、彼は疲つかれてしまっていた。

　だから彼は山中に隠すようにして、ひっそりと水晶を奉り、クロケルを敬うやまった。そして彼が死んで誰だれもクロケルを祀まつらなくなった。

　自分自身で水晶を持って、知らない土地にむかってもよかった。

　だけど長い旅の間に、見せ物のように扱あつかわれるのも、化け物のように扱われるのも、人間のように振ふる舞まうのも疲れてしまった。

　一人でもよかった。

　人間はクロケルを敬うやまったり、怖がったりはするけれど、対等には扱わないと知っているから。人のこない清きよらかなこの場所で、ゆったりと時を過ごしているのが幸せだと思っていた。

『なんだよ。ミカイの地をボーケンしにきたってのに、もう人がいやがった』

　近くの村から元気な子供が冒ぼう険けんと称しようしてここにやってきたのは、穏やかな生活を当たり前のものとして受け入れていた頃。

　人の身体は脆もろいと知っていたから、帰れと告げた。子供一人でここで遊ぶのは危ないと、いつかどこかで誰かが言っていた台詞セリフを告げた。

『あんたがいるじゃん』

　それを言い訳に、子供が遊びにくるようになってしまった。

　子供が子供を連れてくるようになってしまった。

　子供たちが登るには危険な山だから、自分からたまに里に下りるようになってしまった。

　彼らはクロケルを敬わず、怖がらなかった。

　雪崩なだれを防いだ時には感謝もされた。

　あまりにもその感謝が深そうな時は、しばらく人間から距離を取ることを覚えた。

『村にこねえから、仕方なく遊びにきてやったぜ！　あそべー！』

　距離を取っても、変わらない態度で遊びにくる子供がいた。

　いつの間にか、ラヴィーネの村人たちとの心地ここちよい距離が定着していた。

　それは世代が変わっても、誰が死んでも変わらなかった。

　一番最初にあいつらに殺された子供は、あの時の子供に似ていた。




『姉ちゃんに頼まれてさ。この絵のこれがクロケルに借りられるはずだからって言われたんだ。貸してくれねえ？』




　お前から頼めば貸してくれるのではないかと、姉に言われたらしい。

　子供が持ってきた絵は古い詩集の挿さし絵えで、そこに描えがかれているのはラヴィーネで行われた結婚式だった。

　気に入った人間の時に限り、村のささやかな祝い事に水晶を貸してやったことは過去に何度かあった。

　詩集には、不ふ思し議ぎな隣りん人じんから借りた幸運の水晶だとの記き載さいがされていた。

　もちろん自分からこの水晶に憑ついているのだと語ったことはない。

　けれどこの水晶を貸しだす時は、必ず自分も近くにいた。

　──嫌な予感がした。

　昔、部族で人々が流行病に襲われる前も、同じことを感じた。

　だから断ことわった。

　そうしたら今度は諦あきらめきれない姉に懇こん願がんされた。

　嫌な予感がするのだと告げたら、どうやら夫となる人間に水晶を盗ぬすまれるのではないかと危き惧ぐしているように受け取られたらしい。

　いい人だから紹しよう介かいしたいと告げられた。

　いい人だと証明した上で、もう一度懇願しようとしているのはわかったが、自分が人間にどうこうされるとも思わなかったので、約束した日に村に下りた。

　小さな村にしては珍めずらしく、その日は人が多かった。

　結婚式の手伝いという名めい目もくで、夫方の親類が集まったのだと彼らは笑った。

　まさかこんなににぎわう式になるとは思わなかった。その日が楽しみだと。

『兄ちゃーん、こいつ、俺の親友のクロケル！』

　姉の夫となる予定の男に手を振って、子供はクロケルの手を引っ張った。

　そして若い夫婦の新居となる予定の家に、クロケルは連れていかれた。

　古い家を改装している最中なのだと、その家の周りには夫方の親しん戚せきが作業をしていた。

　──嫌な予感が強くなった。

　だが、クロケルを『親友』だと紹介した子供を裏切れないと思ってしまった。

　男は子供の姉が告げたのと同じ理由を口にして、水晶を借りたいと告げた。

　断った途と端たん、仕方ないなと男は頷いた。

　指ゆび笛ぶえは、おそらく外の『親戚』たちへの合あい図ずだったのだろう。

　ふいに身体が重くなって、動けなくなった。

『クロケル？』

　訝いぶかしがる姉きよう弟だいに異常を伝えたかったが声が出なかった。

『てっとり早く凶きよう悪あく化かしてもらおう。水晶をいただくのは退たい治じした後でいい』

　姉の夫となる予定の男は、クロケルの目の前で子供を立たせ、抱きかかえた。

『兄ちゃん？』

　突然雰ふん囲い気きの変わった男を見上げて、子供は疑問の声をあげ──そののど笛を切られた。

　姉の悲ひ鳴めいが響ひびいた。

　生ぬるい血が浴あびせられた。

　クロケルの金色の髪が瞳と同じ色に塗り替えられる。

『あれ？　凶悪化しないな？』

　無む垢くな子供の血が汚らわしいはずもなかった。

　まんべんなくクロケルを赤く染そめるように子供の身体が振られて──捨てられた。

　ぱたり、ぱたりと雫しずくが落ちる。

　子供の血かと思ったそれは、クロケルの涙だった。

『何を！』

　男につかみかかった姉も斬きられた。

　そしてその血も子供と同じようにクロケルにかけられた。

　だが、子供と違って、姉はしばらく生きていた。

『ごめん……ごめんなさいクロケル』

　男の目的はクロケルの水晶だと、そのために自分は騙だまされ、弟が殺されたのだと涙する姉の血が、汚らわしいはずはなかった。

　姉が事こと切きれた。

『おい！　光属ぞく性せいじゃねえのかよ！』

『住処すみかから離れてんだ。持ち歩いてるだろ！　ひんむけよ』

『封じているとはいえ、妖魔に触さわれるかよ』

　家の中と外で行われた言葉の応おう酬しゆうに、近所の村人が訝しげに問いかけた。

『妖魔がどうしたって？　クロケルのことかい？』

『……上級妖魔だから、ちょっとやそっとの汚れじゃ足りねえのかもな』

　村人の質問には答えず、『親戚』はその村人を家の中へ入れた。

　繰くり返されたその行為を、止める人間はいなかった。

　正義がどうとか、妖魔と共存する人間は人間ではないとか、そんな言葉を聞いた気がする。笑いながら死者を増ふやしていく男たちに、残りの村人たちが気づいた。

　しかし、通信機のある飛行船乗り場は、とうの昔に占せん拠きよされていた。

　あの男の『親戚』だと名乗っていた人間は、『聖シュアル騎き士し団だん』だと名乗った。

　正義の武器を手に入れるために、クロケルの水晶が必要なのだと、村人を集めたやつらは大声で語った。

　悪いのはクロケルであいつが呪われた存在だから、共存していたお前らに不幸が降りかかるのだと彼らは語った。

　一時間もしないうちに村は暴ぼう力りよくで支配された。

　クロケルが逆さか恨うらみされてもおかしくない状況だったが、村人たちの怒りは正義をかざす『聖シュアル騎士団』たちへむかった。逆ぎやくに、村人たちにとっての救世主はクロケルなのだという考えに至いたったらしい。

　昨年の冬、雪崩に潰されそうだった家を、村人たちの前で救ったからかもしれないし、今までの関係の積み重ねがそうさせたのかもしれない。

　村人たちは、クロケルを解放すれば、自分たちも助けてもらえると思いこみ、決死の行動に移った。

　クロケルを封じていると思われる魔ま具ぐや呪じゆ符ふを片かたっ端ぱしから壊して、家の壁に穴を開けた。

　どれがクロケルの動きを封じていたのかは、クロケル自身もわからなかったけれど、何かがクロケルの動きを封じていて、それは破は壊かいされた。

　自由を取り戻したクロケルだが、その時には多くの村人が犠ぎ牲せいになっていた。

　怒いかりで頭が真っ白になったクロケルは、たぶんその時凶悪化しかかっていたのだと思う。

　鎮しずめたのは、皮ひ肉にくなことに『聖シュアル騎士団』の人間だった。




　ヒュンッ！




　灼しやく熱ねつにも似た腹の熱が痛みだと、冷えた頭が認識した。

『反へ吐どが出る』

　吐はき捨てるような女の声を耳にしながら、無意識に傷を治ち癒ゆさせようと魔力を使う。

　ただの傷ならすぐに治せるはずなのに、どうしたわけか傷口周辺の魔力がうまく操れない。魔術として発動する前に霧む散さんする。

『やめろ！　今攻撃したら、水晶まで傷つくぞ！』

『まだそのほうがマシだろ！　あんたがいながらなんだこれ！』

　女の手は、累るい々るいと散らばる死体をさしているようだった。

『正義のためには！』

『ああ、うるせえ！　どっちにしろ封じが外はずれたんだ。殺さなきゃ殺されるよ！』

　女の一いつ喝かつに、男が黙だまった。

　顔を上げたクロケルが目にしたのは、矢のない弓を手にした女だった。

　本来矢をつがえる場所にはぞっとするほどの魔力を秘めた青い宝石があり、女の指先がそこに触れた瞬間、強い風属性の魔力が矢の形となり、弦がたわんだ。放たれる。




　ヒュンッ！




　しかし、それはクロケルに届く前に、生き残っていた村の男の背中に消えた。

　一発目はクロケルの腹を貫かん通つうしたはずのそれは、しかし男の身体を貫つらぬくことはなかった。

『借りは返したぞクロケル！　生きろよ！』

　助けてではなく、生きろよと笑った男は、昨年の冬、クロケルが雪崩から救った男だった。彼もまた、クロケルを親友と呼ぶ人間の一人だった。彼が子供の時に遊んでやったし、彼の子供とも遊んだ。

　彼は少しだけ生きていた。しかし、傷は内臓にまで届いていたようだった。そして彼もまた屍しかばねの一つとなった。

　腹の底からわき上がるこの感情を、傷よりも強く胸を締しめつけてくる痛みを、なんと呼べばいいのかクロケルは知らない。

　理性を失うわけにはいかないと強く思った。

　そして死ぬことも許されないと強く思う。

　だから翼つばさを広げた。

　人間が立っていられないほどの風を呼び、雨を降らせた。

　惨さん劇げきの痕こん跡せきをすべて洗い流すように、彼らの死が汚れであるだなんて誰にも言わせないように、視界を封じるほどの水が降る。

　水が一ひと塊かたまりとなり巨大な蛇へびのようにうねり、村人たちの死体を吞のみこんだ。

　羽ばたいて宙ちゆうに浮いたクロケルと共ともに、水でできた蛇も空を翔かけていく。

　そしてクロケルは自分の住処にたどり着いた。

　狂くるうわけにはいかなかったから、憎にくしみの感情で聖シュアル騎士団を殺すような魔術を放つわけにはいかなかった。

　だから村人たちの遺体を守ることだけを考えて、夏になりかけていたこの土地に冬を呼び戻した。

　あいつらがここまで登ってこられないように、村から出ていくように願いながらあの土地を雪で覆おおった。

　最初の三日間は朝も夜もなく雪を降らせたが、大きな魔術は負ふ担たんも大きく、女に穿うがたれた傷は塞ふさぐことこそできたものの完治はしておらず、じわじわとクロケルを蝕むしばんでいた。

　だから寒かん気きをそこに留とどめたまま、比較的力が使いやすい夕方から夜にかけてだけ雪を降らせた。

　あいつらが封石師を呼んだことに気づいてからは、より人間を殺さないように気をつけた。

　封石師を呼んだ目的なら見当がつく。

　生活環境の確保がまず一つ。

　もう一つはクロケルの退たい治じを名めい目もくに、こちらの居場所を探ろうとしたのだろう。もしかしたら、封石師にクロケルを倒させてから水晶を横取りするつもりなのかもしれない。

　ならばこちらはそれを逆さか手てに取って、封石師を味方につけようと考えたのだ。

　さすがに村人全員が殺されて、今あの村にいる人間が封石師以外全員聖シュアル騎士団だと察さつすることは難しいだろうが、クロケルの住処に足を踏み入れて、遺体を見ればある程度の事情を察するはずだ。

　雪で山への道を塞ぐ一方、そこに近づけばわかるような道しるべをつけて、封石師なら住処までたどり着けるように細さい工くした。

　住処に結けつ界かいを張らず、自由に出入りできるように隙すきを作った。




　──そして、彼女たちが現れた。




「住処に侵しん入にゆうしたのに、わたしの意い図とに気づかれないとは思わなかったな……」

　長いような、短いような記憶の奔ほん流りゆうから、フィーネを現実に浮かびあがらせたのは、クロケルの苦く笑しようだった。

　土ど下げ座ざしたい。

「心の底から申し訳ございません」

　心底からのフィーネの謝しや罪ざいに、クロケルがすっきりとした笑みを浮かべた。

「最終的にわたしの希望は叶かなうことになった」

　のろのろと動いた指先が、涙で濡ぬれているフィーネの頰ほおをぬぐう。

「心優しい涙だ。ありがとう」

　夕焼けの色をしたその瞳は穏やかで、どこまでも澄すんでいた。

　人間に対する恨みや怒りの感情がそこにないのは、ラヴィーネの村人たちの功績だと思う。彼らがいたから、クロケルは狂わなかった。

　けれど彼らとの約束を果はたそうとして、クロケルはかなり疲労している。

　大失態をやらかしたフィーネだけれど、自分がやれることがあってよかったと、心から思った。

　彼を象かたどる魔力はつかんだ。

　痛いほどに澄んだ水の力は、光の輝かがやきそのものだ。

　清く美しいそれにそっと手を伸のばして、フィーネは呼びかけた。

「あなたの傷が癒えるまで、どうかゆっくりと眠って」

　クロケルの身体が淡あわく輝き、その輪りん郭かくが曖あい昧まいになる。




「おやすみなさい。クロケル」
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　フィーネが微笑むと同時に、クロケルの姿が消えた。

　ころりとそこに落ちたのは、五ご角かく錘すいの封石。色は金、光の属性の色だ。

「フィーネ、直接触ったら駄目だよ」

「大丈夫。わかってる」

　一部始終を黙って見守っていたアレスの忠告に頷いて、フィーネは鞄からハンカチを取りだした。

　クロケルの疲ひ弊へいはひどく、魔力もかなり使っている。契約をしていなくとも、封石は自動的に中の妖魔の魔力を補充しようとするだろう。うっかりフィーネが触れてしまったら、あっという間に魔力を奪うばわれて、数日は確実に寝こむことになる。

　だからフィーネはハンカチで封石をすくい取って、ハンカチ越しでも封石に触らないように気をつけながら、封石を包んで、固結びにして、鞄の中にしまっている水晶の隣となりに入れた。

　長年クロケルと寄りそった水晶には大量の魔力が宿っているから、こうしておけばフィーネに実害はない……と、思う。

「じゃあ、そろそろ行くか」

「そーね」

　フィーネにとって、クロケルと共有した記憶はとても長いものだったが、実際の時間は数分にも満たないはずだ。

　追っ手の声は、先ほど耳にした時と大して変わっていないように思う。

　もちろんこの穴の位置も条件も変わっていない。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきとまでは言わないが、山や羊ぎのような強きよう靱じんな足腰とバランス感覚がなければ、とても上り下りできない斜面だ。

　峻しゆん厳げんな山とは本来こんな山のことを言うのだと主張するような場所だった。

　怖いか怖くないかを問われれば、怖いと即そく答とうする。

　なのに、ひょいとアレスに横抱きにされれば、母親の腕の中で眠る赤あか子ごのように安心できた。

「怖ければ目を閉じていてもいいよ……」

　そう言いながらも、フィーネの返事を待たずに、アレスの唇くちびるがフィーネの右のまぶたと左のまぶたに触れていく。

　弱音を言わせない心遣いに素す直なおに甘あまえることにしたフィーネは、目を閉じたまま、ぎゅっとアレスに抱きついた。

「いつでもいいわよ」

　今さっきまでクロケルの過去に涙していたり、穴の外を見て震えていたとは思えない声に、アレスはくすりと笑う。

「行くよ」

　短くそう宣せん言げんした瞬間、フィーネの身体はアレスと共にそこから飛びだしていた。
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　爽さわやかな初夏の風が、季節外はずれの寒かん気きを押しだすように空を翔かけていた。

　フィーネがクロケルを封ふう石せきしたことで、ここに冷気を留とどめていた力がなくなったのだ。

（ってことは、氷の棺ひつぎも溶けてるわね……クロケルの大切な人たちなんだから、後で全員埋まい葬そうしてあげないと……）

　そのためには早くこの事件を解決する必要がある。

　やたらと長い揺ゆれと浮ふ遊ゆう感かんが終わった後、無事に大地に足をつけることに成功したフィーネは、クロケルの記憶をアレスに話した。

　長い話になったけれど、早朝から行動していたせいで、空にある太陽の位置はまだ一番高い場所にも届いていない。

「フィーネはそんなことをした連中でも殺したくないのかい？」

「クロケルがあそこまで頑がん張ばったのに、わたしがそれを台だい無なしにするわけにもいかないでしょう？」

「クロケルはクロケルだし、フィーネはフィーネだからいいと思うんだけど……」

　納なつ得とくしていないらしいので、言葉を変えてみる。

「……アレスが人を殺したら、わたしが哀かなしい気分になるから駄だ目め」

「わかった」

　即そく答とうしてくれるアレスが大好きだ。

「でも、殺していいなら一瞬でできるけど、そうじゃないとなると色々と厄やつ介かいだな。ただの武器なら少し痛いのを我が慢まんすればすぐに治ち癒ゆするけれど……」

「あの武器よね」

　クロケルを追い詰めた武器を思いだしながら頷うなずくと、同じ物を思い浮かべたらしいアレスが小さなため息をついた。

「使っているのが妖よう魔まの憑ついていた宝石だからね。あれってたぶん魔ま石せきを使った魔ま具ぐより魔力が強いよ。そして確実に魔石より長持ちだろうしね。正直、人間に持っていてもらいたくない武器だよ。特に聖シュアル騎き士し団だんには」

「本当にね……よりによってどうしてあの団体にかち合うのかしらね？　まだ擁よう護ご派はのほうがマシだわ」

　妖魔の保護と人間社会との決別を理り念ねんとする妖魔擁護派の運動団体と、協会の依い頼らいでかち合ったことがあるが、あの時はトリスタンがほとんど一人で解決してくれた。それができる程度の相手だった。

　正直、今回の相手はそれとは格が違ちがう。

　聖シュアル騎士団は妖魔そのものを異い端たんと考え、拒きよ絶ぜつする武力組織の名称である。封石技術が確立し、封石師協会が世間に認められるまで、その組織は世界的な勢力を誇ほこっていたし、実は今もそれなりに勢力は残っている。

　彼らの技術を封石師協会も一部流用しているから、完全には潰つぶせないのだと噂うわさを聞いたことがあるが、それにしてもここまでひどいことをする団体だとは思わなかった。

「…………少しは仲良くなれたかなって、思ったんだけど……全部噓うそだったのかなぁ」

　同い年の少女を思い浮かべてぽつりと呟つぶやけば、無む言ごんでアレスがフィーネの頭を抱き寄せた。疲れていたし、現状を打開するいい案が浮かばないしで、心だけでも癒いややそうと、素す直なおにアレスにもたれかかる。

　伝わるぬくもりが気持ちよくて、頰ほおをなでる風が気持ちよくて、ずっとこのままでいたいなと思ってしまう。

　土の匂におい、緑の匂い、暖かな木こ漏もれ日び、緑のむこうに広がる青い空……そこに浮かぶ小さな影が横切ったのを見て、フィーネは「あ」と、小さく声をあげた。

「飛行船！　師し匠しようが昨日通信機で協会に応援頼むとか言ってた！」

「クロケルの記憶を話してくれた時、飛行船乗り場はすでに制圧されていたとか言ってなかったっけ？」

「言ってた」

「トリスタンが通信機を使っていたとしても、担当者が協会に回線を回したと思う？」

「思わない」

　トリスタンの応援要求は、聖シュアル騎士団の仲間が協会の人間のふりをして彼と応答していた可能性が高い。

「でも師匠はそれを知らないわけだから、応援がくるのを期待して、飛行船乗り場の近くに隠かくれているかも」

　フィーネの言葉に、アレスが考えるそぶりを見せた。

「それは……あり得るかもね」

「でしょ？」

　やはりこういう複ふく雑ざつな事態の時は、封石師として経験を重ねて修しゆ羅ら場ばをくぐってきたマイスター資格者に相そう談だんするべきだ。

「じゃ、飛行船乗り場を目め指ざしましょ。ウェパル……は戻っているかどうかわからないけれど、ハウレスならアレスが気け配はいを追えるはずだし！」

　もちろんそれにはトリスタンかハウレス本人がその魔力を使っていればとの注ちゆう釈しやくが必要になる。しかしクロケルの住処すみかを見つけることが封石師の役割の一つであったのなら、目的を果はたした今、トリスタンは襲しゆう撃げきされていてもおかしくないし、あの性格からして黙だまっているはずもない。そして応戦していたら合流は簡かん単たんだ。

　やるべき行動が決まってほっとする。

　危険を回かい避ひするため、アレスがフィーネを山中に留めておきたがっていることには気づいていたが、生あい憎にくとおとなしくしている性格ではない。

「好きだけどね。そういうところも」

　ぽそりとした呟きが聞こえたけれど、このままずるずると甘あまえてしまえば抜けだせなくなりそうだったから、フィーネは眼下に見える飛行船乗り場へと足を進めた。
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　どうやらトリスタンは魔力を使っていなかったらしい。少なくとも飛行船乗り場の近くでその気配はないとアレスに言われて、いきなり行き詰まってしまった。

　人間の気配はあちらこちらでするようだが、そこからトリスタンの気配だけ特定することはできない。

「どうしようか……村の様よう子すを探さぐってみる？　もしかしたら寝起きを襲おそわれて、反撃する暇ひまもなく捕とらわれているとかあるかもだし」

　口にしてはみたものの、なんだかんだで有能なトリスタンがそんなミスをするとは思えない。

「俺おれとしては次にやってくる飛行船に乗りこんで、こんな場所からフィーネを離れさせたいけどね」

「帰るのはお仕事を終わらせた時よ」

「わかっているよ」

　会話で緊きん張ちようを解ときながら、山の中を通るようにして村へむかおうとしたその時、アレスの足が止まった。

　その瞳ひとみが鋭するどく光って飛行船乗り場の建物にむかう。

「いたみたいだ」

　その言葉で、トリスタンの無事と、彼が戦せん闘とう中であることを知る──アレスが気づいたということは、トリスタンが魔術を使っているということだ。

「連れてって」

　アレスが何かを言う前に、可か愛わいらしく両手を広げてアレスを見上げる。

　先手を取られて苦く笑しようしたアレスは、少しだけ迷まよってから魔術に重点をおいた楯たてをフィーネにつけてくれる。

「トリスタンは大勢を相手にする魔術の使い方がうまいから、フィーネが巻きこまれる心配はないだろうし、物理攻撃重視のほうがいいかもしれないけど……あの武器はたぶん、魔術の類たぐいだからね」

　クロケルの身体からだを貫かん通つうしても、彼を庇かばった人間の身体を貫通することがなかったのは、そういうことなのだろうとアレスは続けた。

　正直、その辺の理り屈くつはフィーネにはわからなかったのだけれど、神しん妙みような顔をして頷いた。アレスに任せると判はん断だんしたのだから、それでよかった。

　ほっとしたように微び笑しようしたアレスが、フィーネを片手で抱き上げる。

　そして空あいた方の手を一いつ閃せんすると、どこからともなく黒い槍やりが現れてフィーネは目を丸くした。

　驚おどろきのあまり息を吞のんだフィーネを誤ご解かいしたらしく、アレスは少し慌あわてた様よう子すで槍を上下に振った──その瞬間に刃先が消えて、槍だった物はただの棒ぼうとなる。

「これならいいかな？　俺の魔術はどうしたって相手を死に至いたらしめるものが多いからね。これなら加減できるし、間合いも広くなるだろう？」

「殺さない？」

「確約はしない。でも努力はする」

　互たがいの妥だ協きよう点てんだと思ったから、フィーネは頷いた。

「わかった。アレスを信じる」

　素直な言葉に、少しだけアレスは困った顔をした。

「頑張るよ」

　フィーネの頰に軽く口づけをして、ゆるんだ顔を引き締しめると、彼はその双そう眸ぼうを飛行船乗り場へ向けた。

　風のように大地を駆かけるアレスは、目についた人間を片かたっ端ぱしから振り回した棒で気き絶ぜつさせていく。彼らは皆みな、昨日着ていたものと似たような普段着を身につけていたが、手にはそれぞれサーベルなどの武器や、鋤すきや鍬くわのように武器としても使える農具を手にうろついていた。アレスは一度たりともそれらの武器を使わせなかった。

　知ってはいたが、強い。

「敵しかいないというのはある意味楽だね。目についたやつを倒していけばいいんだから」

　不ふ謹きん慎しんだとは思ったけれど、同じ事を思ってしまったので、フィーネは控ひかえめに微ほほ笑えむだけにした。

「あれ？」

「何？」

「トリスタンが魔力を使うのをやめた」

「なんで？」

「さあ？」

　もちろんアレスに遠見や透とう視し能力はないので、わかるはずもない。

　相あい変かわらず目についた敵を倒しながら進んでいくと、大きな円の形に焦こげた跡あとを見つけた。その円の中には、大勢の足跡がある。

「…………聖シュアル騎士団の人たちを集めて、炎で囲って閉じこめたのかしら」

「相変わらず人間にしては器用な力の使い方をするね」

（でも、どうしてこれを解かい除じよしたんだろう？）

　もちろんそんなことをしたら、閉じこめていた人間は解放されてしまう。

　しかし、その解放された人間たちが見当たらないうえに、トリスタン自身も外にはいないようだ。

　アレスと顔を見合わせたフィーネは、窓の外から順に中を見に行って、やがてピアスをしていないトリスタンを見つけた。落ちこんだような顔をして隣となりに座っているのは、昨日顔を合わせた封石師である。二人とも縄なわで手足を拘こう束そくされていた。

　昨日の封石師の手元は見えないが、たぶん彼が持っていた封石も奪うばわれたとみるべきだろう。

「脅おどされたかな？」

　ぽつりと呟いたアレスに、フィーネは頷く。

「たぶん」

　昨日の封石師の喉のど元もとに刃物を押し当てて、調子に乗って暴あばれていたトリスタンを脅している人間の姿を想像するのは簡単だった。

　そういう時に悩なやむ人ではないので、たぶん男らしく無む視ししようとして、相手の首筋に血が流れた途と端たんに動きを止めたのだと思う。その証しよう拠こに、封石師の首筋には文字どおり刃物で切ったような新しい傷があった。

　こういう状態ならば、やることは単純だ。

「フィーネ、動いていいかな？」

　アレスの確認に、フィーネは小さく笑った。

「いいわよ」

　窓と壁を異空間に吞みこませて、砕くだけた硝子ガラスでフィーネが傷つく可能性すら回かい避ひしたアレスは、聖シュアル騎士団員の注ちゆう目もくを浴あびたまま、片っ端から相手を気絶させて回った。その間、フィーネは倒れた騎士団員の手元から短剣を取り上げて、捕ほ縛ばくされていた男二人の縄を切る。

　ほんの数分間の出来事だった。

　このまま、誰だれの助けも借りずに、解決できるのではないかと油ゆ断だんした。

　そしてその油断を衝つくように、エルゼが廊ろう下かにつながるほうの扉とびらから現れた。

　封石師たちとアレスは、こちら側の敵に集中していたし、フィーネ以外の封石師はその封石を奪われている。

　だから、顔を上げたアレスの反応は、少し遅れた。




　ヒュンッ！




　クロケルを傷つけたのと同じ矢が、アレスを傷つける。

「アレス！」

「動かないでフィーネ。もちろん残り二人の男も動くな。動いた瞬間、わたしの矢はあの男の頭を貫つらぬくし、次につがえた矢であんたたちを射る」

　肩をかすめた攻撃に、アレスは舌した打うちする。血が止まらない。

「残念だったね。裏をかいたつもりだった？　こっちははじめからあんたら三人が揃そろってから攻撃する予定だったんだ」

　フィーネの視線と、エルゼの視線が交まじわる。

「あんたの恋人を射るのに躊ちゆう躇ちよはしない。もちろんそこの封石師二人を射るのにも迷まよわない。ねえでもフィーネ、あんたがあの妖魔の水すい晶しようを渡してくれるのなら、あんたとその恋人の命は助けてあげてもいい」

「…………信じると思う？」

　慎しん重ちようなフィーネの言葉に、嘲あざ笑わらうような笑みがエルゼの口くち許もとに浮かんだ。

「色々と信じたくせに」

　信じた。

　交わした言葉の中に、真実が混ざっていると思ったから。




『大切な人を、妖魔に殺されたよ』




　あの時、今にも泣きそうな声で告げられて、フィーネは言葉を失った。




『妖魔を恋人にするなんて信じられない』




　赤くなった目で言われて傷ついた。でもあの後彼女はフィーネの恋の話を聞いてくれた。さりげない同意をくれた。

　たまに見せる哀しげな表情には気づいていた。

　妖魔に対する恨うらみがそうさせるのだろうと思った。きっとそれは正しかったのだけれど、その妖魔はクロケルではなく別の妖魔だったのだろう。

「同じくらいの年の女の子と色々と話せて……嬉うれしかったんだけどな」

　ぽつりと呟くと、エルゼの瞳がわずかに揺ゆれた。

　どうやら少しはフィーネと同じ事を思ってくれていたらしい。

「フィーネ、理解できなかったんなら、わかりやすくもう一度言おうか？」

　弓についた青い宝石をアレスにむけたまま、エルゼは繰くり返した。

「あんたの恋人と自分の命が惜おしければ、水晶を渡しな」

　理解はできた。だからフィーネは小さく笑って胸を張った。

「アレスは強いから、あなたに倒されることはないわ」

「じゃあ、最初にあんたの師匠から殺そうか？」

「やれるものならやってみなさい！」

「少しは悩め薄はく情じよう者もの！」

　堂どう々どうと答えたフィーネに、焦あせったようなトリスタンの声が重なり──さらに別の声が重なってきた。




「警告、五秒以内に武装を解除しない場合、敵対する意思があるものとみなします」




　耳を塞ふさぎたくなるほどの大きな声は、声を張り上げたというより、魔術か何かで声を増ぞう幅ふくしているのだと思う。

　しかも警告と告げているわりに問もん答どう無む用ようだ。

「なに？」

　きょとんとしたのはフィーネだけではなく、エルゼもまた同じだった。

　けれどトリスタンだけが、まるでそれを予想していたようににやりと笑った。

「アレス！」

　トリスタンの声に我われに返ったアレスが、エルゼの隙すきを衝こうと走った。だが、トリスタンの声と同時に我に返ったのはエルゼも同じで、すかさず弓をしならせる。




　ヒュンッ！




　アレスが避よける。

　そのわずかな攻防の間に、トリスタンがエルゼとの距離を詰めた。

　弓が取り上げられて、エルゼの腕はトリスタンに捉とらえられる。

「離せ！」

「阿あ呆ほう。離すかおとなしくしろ。すぐに迎むかえがくる」

　迎えとはなんのことだと気になったが、それよりもアレスの腕の具ぐ合あいを見たくてフィーネはそちらに駆け寄った。

「アレス！」

　クロケルの時と同様、アレスの傷口はむごたらしく抉えぐれたままだ。泣きたい。怖い。

「アレス、動かないほうがいいわ。封石に戻ったほうがよくない？」

「駄目だよ。そしたらフィーネに負ふ担たんがかかりすぎる」

　うろたえるフィーネとは対照的に、その声は落ち着いていた。そう見せているだけだとわからないほど、フィーネは子供ではない。お願いだから、こんな時まで甘やかさないでほしい。

「アレスシアス、お願いだから──」

　アレスの真ま名なを口にして、強引に封石に戻そうとしたフィーネを、場違いなほど吞のん気きなトリスタンの声が遮さえぎった。




「おーい、そこのバカップル。少し待て。もうすぐウェパルが戻ってくるから治してやる」




「………………ええと」

　言いたいことは色々とあったのだけれど、どれから口にしていいものかわからない。

　迷っているうちに扉が開いた。

「トリスタン、今戻ったわ。そっちの部屋であなたのピアスと、誰のかわからないリングがまとめられていたから、ちょっと説せつ得とくしてもらってきたけれど問題ないわよね？」

　絶ぜつ世せいの美女と表現しても差し支えのない美び貌ぼうに、おっとりとした笑顔を浮かべてウェパルが現れた。どこかで『説得』してもらってきたらしい小さな袋を顔の横で振って、部屋の中を一いち瞥べつしたウェパルは、トリスタンに押さえられている少女を見て「あら」と呟き、涙目のフィーネとそれをなだめようとしているアレスの腕を見て「あらあら」と呟いた。

　白しら魚うおのような指で、その袋からトリスタンのピアスを取りだしたウェパルは、エルゼを取り押さえているせいでふいに揺れるトリスタンの耳に手早くピアスを戻して小さく笑った。そして確認を取ることなく、ウェパルの美貌に見とれている男にリングの残った小袋を渡して、改あらためて自分の主あるじに目を戻す。
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「何かご命令はあって？」

「お前が無事に戻ってきてくれてほっとしたよ。アレスの腕を治してやってくれ」

「トリスタンって、こういう時の言葉の選び方を間違えないから好きよ」

　ころころと鈴すずを転がすような笑い声をあげて、ウェパルがアレスの元へ歩を進めた。

「あら……魔力の流れが壊こわされているわねぇ」

　穏おだやかな口く調ちようの中に混じった緊張を敏びん感かんに察さつしたフィーネが、不安そうにウェパルを見ると、彼女は浮かべていた笑みを深めた。

「生命の流れは水の力の本分よ」

　治らないはずがないでしょうと言われたように感じて、フィーネの肩に入っていた力が少し抜ける。

　その宣せん言げんどおり、アレスの血が止まって、欠けていた部分が再生をはじめた。

　フィーネがほっとしたのもつかの間、何やら廊下が騒さわがしい。

　開かれたままだった扉のむこうで、廊下をばたばたと駆けていった男たちが着ていたのはこの国の首しゆ都と、トラオムに建設された封石師協会本部を警備している者たちの制服によく似ている気がした。

　妖魔らしき者もいたように見える。

　ついでに廊下に設置されている窓もフィーネの位置から望めるのだが、その窓のむこうの離着陸場に、封石師協会の紋もん章しようが目立つように記されている飛行船を発見する。

　おまけに──

「ああいたいた」

　高すぎる身長ゆえに、ターバンを巻いた頭をひょいと下げて入ってきた男を見て、フィーネはめいっぱい目を見開いた。

「パイモン！」

「お疲れ様です、フィーネ・ソウ嬢。大変だったでしょう？　おやトリスタン、真ま面じ目めに働いているようで何よりです」

「俺と弟で子しの温度差！　つーかいい加減こいつ引き取れや！　あと弓！」

「はいはい」

　パン、と手を叩たたいたパイモンに呼ばれた男たちが、トリスタンからエルゼを引き取っていく。この部屋を出る直前、彼女はフィーネを振り返ったが、互いに何も言わなかった。言えなかったのかもしれない。

　なんとなく、エルゼの瞳がほっとしているように感じたのは、フィーネの願望が見せた幻まぼろしだろうか？

　沈しずむ心を邪じや魔まするように、パイモンとトリスタンの声が響ひびく。

「伝言どおり三個小隊レベルの戦力を連れてきたというのに、ほとんど連行するだけじゃないですか。今回の余よ分ぶんな人件費とあなたの報告と忠告にかかる賞しよう与よを差し引いていいですよね？」

「阿呆！　あいつら聖シュアル騎士団だぞ！　この村によく顔をだしていた妖魔の水晶を奪うため、ここの人間はほとんど殺されていたんだ。Ａランクの要注意団体を告発できるチャンスだぞ！　しかもあいつらの新兵器すら押おう収しゆうずみときた！」

　会話をしながらも、パイモンの長い爪つめが軽やかに動いて計算機の翡ひ翠すいの珠たまを弾はじいている。それを覗のぞきこみながら、トリスタンはまた何事かの主張を繰り返す。

　気が抜けるほど、いつもの光景だ。

　ちなみにトリスタンが主張の種にしている『新兵器』は、とうにパイモンが空間を開いて、どこかに片付けてしまっている。

「あれわたし村人たちが聖シュアル騎士団だって教えたり、目的とか知らせたっけ？」

「襲われた時にあいつらが自分から名乗ったんだよ」

「目的は？」

「お前がエルゼに水晶をよこせと脅されていただろうが。ことの大きさとあの弓の作りからして、あいつらがほしがっていた水晶はクロケルの宿っていたものだろう？」

「そのとおりです」

　思わず敬語になってしまった。

　粗そ雑ざつなようでいて、本当によく見ているし、頭の回転が速い男だ。

（だからマイスターになれたんだろうけど……）

　封石ができるだけでは、足りないのだ。フィーネが学ぶべきことは本当にたくさんある。

「はい終了」

　物思いに沈んでいたフィーネは、ほのぼのとしたウェパルの声に意識を浮上させた。

　アレスを見れば、その腕がいつもの腕に戻っている。

「アレスよかったぁっ！　ありがとうウェパル！」

「どういたしまして」

　全力でアレスに抱きつきながらのフィーネの言葉に、ウェパルは笑顔で応こたえ、騒がしい主の元へと戻った。

　パイモンとのやりとりを中ちゆう断だんしたトリスタンが、ウェパルにむき直る。

「ごくろうさん」

「ふふ。こんなに思い切り泳いだのははじめてで、楽しかったわ」

　可か憐れんな笑顔をトリスタンの網もう膜まくに焼きつけて、ウェパルは彼の左耳へと戻った。

「あの……いまいち状況がつかめないのだけど……」

　全部無視してアレスの無事を堪たん能のうしたいのが本ほん音ねだけれど、それができるほどフィーネの神経は太くなかったらしい。

「フィーネも今回の立たて役やく者しやですからね。わかる範囲ならば答えますし、賞与も期待してくださって結構ですよ」

「おい！　本気で俺との温度差ひどすぎねえかっ!?」

「黙れ」

　普段の口調をかなぐり捨てたパイモンの一言に、トリスタンの口がぴたりと閉じた。

　壁にむかって独ひとり言ごとでも呟きはじめたらどうしようと、ひっそりトリスタンを心配しながらフィーネは目前の疑問を優先させる。

「どうしてここにいるの？」

「トリスタンから協会への応援要よう請せいを受けた結果ですよ」

「ここの通信機って、たぶん使えなかったと思うのだけど……」

「ええ。通信機ではなくて地下水脈を通ってトラオムまできたウェパルが、わたしに直接伝言を伝えてきました」

　フィーネの脳のう裏りに、『飲み水の確保』だとウェパルを井戸に送りこんだトリスタンの姿が浮かぶ。あれはこの村にきて、『村長』の話を聞いたすぐ後だ。フィーネがクロケルの住処を見つけるより以前の出来事である。

「そんな前から？」

「村の様子と『村長』の指と部屋と怪け我がと説明と、エルゼの態度がなんかおかしかったからな。そう思うと飛行船乗り場のやつらの態度も変だと思ったし、こりゃ村ぐるみで何かあるなと思うじゃねえか」

「…………今思ったんだけど、もしかしてあの時、エルゼをあの家に入れないためにわたしに散さん歩ぽしてこいって言ったの？」

「もちろん。案内役なんて体ていのいい監視役に決まってるしな。あの後村の様子を詳しく聞いて、生活感のない村人たちが本当に村人なのか疑問を持ったんだ。もしも違うなら村人はどこにいったんだってな」

　すっかり存在を忘れていた、もう一人の封石師にフィーネの目がむかった。フィーネがエルゼと散歩をしていた時、トリスタンは彼に細かい質問を浴びせて、自分の不ふ審しん感かんと違い和わ感かんが気のせいではないと確信したらしい。

「さすがに聖シュアル騎士団とは思わなかったけどな。村ぐるみで何か狙ねらっているやつらが飛行船乗り場の通信機を押さえてないはずはねえだろ？　人間相手は俺の管かん轄かつじゃねえし、飲み水の確保の大たい義ぎ名めい分ぶんもあったしでウェパルを動かした」

　念のため通信機でパイモンに連絡を入れようとしても、協会を留る守すにすることなど滅めつ多たにないパイモンが席を外していて、代わりに伝言を承うけたまわると繰り返されたそうだ。

「あの時はあいつらの目的がわかっていなかったが、協会に依頼したからには封石師の力が必要なはずだし、お前には何度か釘くぎも刺さしたし、あの天候で村以外で泊とまるわけにもいかねえしで、まあ普通に生活しているぶんには人間として扱あつかうだろうと」

　あの時、フィーネに忠告しなかった理由というか言い訳を耳にしているわけだが、黙って聞くには苦く痛つうな内容だったため、フィーネは自分から申しん告こくした。

「わたしあの後エルゼにクロケルの話をしちゃったのだけど」

「もちろんその場合もちゃんと計算ずみだったとも！」

　忠告してくれればこんなことにはならなかったと言いたかったのだが、むしろよくそうしてくれたとでも言いたげな笑顔で、トリスタンは親指を立てた。

「おかげで監視たちの注目はおまえに集まって、その間に飛行船乗り場にこられたしで色々計算どおりだぜ！」

　ウェパルが同行しているはずだから、トリスタンには彼らの乗っている飛行船がいつここに近づいてくるかがわかる。

　あとは着陸を邪魔されないように、タイミングを合わせて注意を引くだけだ。魔術を使えばフィーネたちがそれを目印にできると、トリスタンは満面の笑みで告げた。

　しかしトリスタンの計算には、フィーネの心情に対する配はい慮りよがごそっと抜けている。

「ひどい師匠！　わたし餌えさに使われてた！」

「俺を殺すと脅されて、あっさり『やれるものならやってみろ』って返した薄情な弟子が偉そうな口を叩くなぁっ！」

　互いに言いたいことを吠ほえ合って一息ついたところで、パイモンがどこからともなくとりだした紙を師弟に渡した。

「落ち着いたなら報告書の提出をお願いしますね。フィーネ・ソウ嬢はまだよくわからないでしょうから、いつ、誰が、どこで、何をやったかだけ矛む盾じゆんがないように書いてくだされば結構です。トリスタンは今回の自分の問題点と改善点と今後協会が聖シュアル騎士団に与える制せい裁さいとその影響まで書くように」

「俺のそれむしろレポート」

「参考になる意見を書いたら賞与をだしましょう」

「…………おし」

　どうやらやる気になったらしい。

（相変わらず師匠を乗せるのうまいなぁ）

　呆あきれ半分、感心半分でパイモンを見ていると、彼の視線が壁にあったからくり時計にむかったのに気づいた。

　そういえばパイモンは、この村の時計を気に入っていた。

「残念？」

　主語は言わずに尋たずねれば、「そうですね」と寂さびしそうに苦笑された。

　パイモンの見せた少し人間くさい表情に、なんとなくほっとしてしまう。すべてを事務的に管理するだけではないと思えたから、フィーネは思い切って尋ねた。

「エルゼはこれからどうなるの？」

「事件が事件ですからね。事が大きいから少しごたごたするでしょうが、基本的に妖魔絡がらみは封石師協会の管かん轄かつで、超法規的措置も認められています。わかりやすく一言で言うと、協会に連れていって、知っていることを洗いざらい吐はいてもらいますよ」

　場合によっては廃はい人じんになると噂の尋じん問もんだ。そこまでしないでくれとフィーネが言える立場ではないけれど……出会い方さえ違っていれば友達になれた気がするから心が痛む。

「フィーネ？」

「なんでもない。ただ人と妖魔でも愛情や友情は結べるのに、どうしてあの人たちはそれを認めないんだろうなと思っただけ」

「そっちはそっちで極きよく端たんな考えなのは自覚しろよ」

　妖魔も人間もいるこの場所で、トリスタンは堂々とフィーネに釘を刺す。

「何度でも言うが、人間と妖魔は別の生き物だ。従徒なら人間社会はある程度受け入れる体勢を整ととのえているが、主従である限りどうやっても一方的な関係になるんだ」

　対等であるのは難むずかしいことだとトリスタンは言う。フィーネもそう思う。

　でも──

　クロケルを守った村人たちを思い、その村人たちを守りたかったと後こう悔かいして、約束を守りたいのだと語るクロケルを思う。

　性質も、寿じゆ命みようも、考え方もすべて違うけれど、触ふれ合う心は確かにあると信じたい。

「わたしは……わかり合えると思うの」

　アレスを見上げてそう呟くと、甘やかす瞳でフィーネを見た彼も頷いた。

「フィーネがそう望む限り」

　それは微妙にフィーネの望む返答ではなかったけれど、それでも自分はいつまでも望み続けるだろうと思った。
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　ラヴィーネ村にいた聖シュアル騎士団のメンバーは、パイモンの指揮の下もと、封石師協会本部の警備員たちに拘こう束そくされた。中には村長を名乗っていた男のように自じ害がいを選んだ者もいたが、生き延びた者たちの情報はエルゼ以外役に立たないようだった。

　今回の事件を機にシュアル騎士団の解体を目もく論ろんでいる協会には、生き証人としてエルゼが必要らしく、フィーネが危き惧ぐしていたような尋じん問もんは行われていないようだ。

　村人たちを収めていた氷の棺ひつぎは、フィーネがクロケルを封石したことにより、その形を失って水となって大地に染しみこんだ。遺体の数が多くて村まで下ろすのが困こん難なんなことと、フィーネの進しん言げんもあって、彼らはクロケルの住んでいた洞窟の中に丁てい寧ねいに埋まい葬そうされた。

　できればクロケルの水晶も共ともに休ませてやりたかったが、聖シュアル騎士団と同じような目的を持つ輩やからが現れる可能性を考え、封石したクロケルと共に協会に預けた。クロケルの傷が癒いえる頃、彼と再会したその日に、水晶の処しよ遇ぐうについて話しあいたいと思う。

　報告書の最後の一文を結んで日付と署しよ名めいを記したその日、村人たちの埋葬を最後まで見守ったフィーネはトラオムへ戻った。

　しかしかかわった事件が大きかったため、トラオムに戻っても後から後から確認の書類を書かされることとなってしまった。マイスターのトリスタンはフィーネ以上に詳しよう細さいな報告と独どく自じの見解を求められて、途と中ちゆうで何度か切れそうになっていたが、それもようやく落ち着きそうだ。

　だが、フィーネは落ち着いてばかりもいられない。

　長い、長い夢を見ていた気もするが、これは違えようもない現実であり、時というものは容よう赦しやなく襲おそいかかってくるものなのだ。

「部屋を探す暇ひまがなかったのぉっ！」

　互いに似たような書類を同じ部署の窓口に提出しにきて、協会側のチェックを待つ空あき時間に、トリスタンが思いだしたことを気まぐれに質問してきたのが運の尽つき。

　フィーネは半泣きでトリスタンに詰め寄った。

「今週末には今の部屋を出ていかなきゃならないのに、本当に部屋が見つからないし、調べる時間もないの！　あの書類の量！　今日のでなんとか落ち着きそうだけど、それじゃ遅いのよ！　なんとかしてよ師し匠しよう！　弟で子しの窮きゆう地ちを助けてぇっ！」

　こういう時ばかり助けを求めてくるフィーネに、トリスタンはため息をついた。

「部屋が決まるまで工こう房ぼうに泊とまるか？　仮眠室と風ふ呂ろトイレくらいならあるぞ」

「埃ほこりだらけのとこぉ？」

「お前なぁ。贅ぜい沢たくを言ってられる身分じゃねえだろうがよ」

「賞しよう与よでお金多めにもらえたのに、部屋を探す時間がないなんてどんな皮ひ肉にくなのよ」

「俺おれに言うな自分自身に問いかけて己おのれの中で答えを見つけろ。それが正解かどうかは未来のお前が教えてくれる」

「なんかそれっぽいことを言って誤ご魔ま化かそうとしないでよ。わたしは今、物理的な救いの手がほしいのぉっ！」

「はい、イエン工房のお二人さん、仲なか睦むつまじいのはいいことですが、協会内ではお静かにお願いしますね」

　聞き慣なれた声に丁てい寧ねいな口く調ちようでたしなめられて、トリスタンとフィーネは突然そこに現れたように見えるパイモンに目を丸くした。

「記き載さい漏もれはないようですよ。お疲れ様でした」

　事務長じきじきにねぎらいの声をかけられて、トリスタンは警戒の面おも持もちでパイモンを睨にらみつけた。経験上、パイモンが自みずからトリスタンの前に現れる時はろくなことがない。

　そして師匠の緊きん張ちよう感かんをさらっと無視して、フィーネは人ひと懐なつっこい笑顔でぱたぱたとパイモンに近寄っていく。

「聞いてよパイモン、最近忙いそがしすぎて書類仕事しかできなかったの。部屋を探せなかっの。なんかここの部屋空いたみたいだ的な情報ない？」

「ありますよ」

　愚ぐ痴ちを聞いてもらうのが目的だったので、まさか本当にそんな情報があるとは思っていない。一瞬動きを止めたフィーネは、すぐさま詰め寄った。

「場所と面積と間取りと家や賃ちんと日当たりと家具付きなのかなしなのか教えてくれる？」

「場所はイエン工房から徒歩五分程度ですかね。通りから少し離れていますが、そのぶん静かですよ。面積と間取りはこちらの図面をご確認ください。ああ、ペット可です。ルームシェアになりますので、家賃に関しては同居人と相そう談だんしてください。蓄たくわえはある程度あるはずなので、たぶん三分の二はあちらが受け持ってくれるでしょう。日当たり良し。家具は共用のものならありますが、あなたが個人で使う物は自分で用意してください」

「アレス、どう思う？」

　視線も動かさずにフィーネが語りかけると、唐とう突とつにその横に現れたアレスが、ずっとその場にいたような顔でパイモンが差しだした図面に目を走らせた。

「広いね。これならオレもずっとフィーネの隣となりにいられるかな」

「嬉しい！　そしたらいつでもぎゅってしてもらえるのね！」

　日に照らされた海の水面のように瞳を輝かせるフィーネに、困ったような苦く笑しようを浮かべながらアレスがフィーネの背中に両腕を回した。

「あまり……仕事以外で君の前に現れないほうがいいような気もするのだけれど」

「どうして？　いつでもこうしていたいのに……あまり寂さびしいことを言わないで」

「大切にしたいんだ。人間は脆もろいから、うっかり壊したくない」

「アレス……」

「二人の世界にいく前に言葉を疑え馬ば鹿か弟で子し。いい条件すぎるだろうが。ルームシェア相手に問題でもあるんじゃねえの？」

　ぴたりと寄りそう二人に、トリスタンの台詞セリフが水を差す。フィーネとアレスの視線がパイモンにむかうと、彼は不ふ服ふくそうに眉まゆを中央へ寄せた。

「失礼な。協会が問題があると判断した人間を、才能豊かな金の卵に紹介するはずないでしょう。むしろ理想的です」

「ほう？」

　見ろとばかりに突きだされた図面を、トリスタンは凝ぎよう視しした。

「……………………なあ、気のせいかな？　見覚えがある間取りで大きさで住所なんだが」

「もちろん気のせいではありませんよ」

　何を当たり前のことを訊いているのだと、パイモンが指の背で図面を叩たたく。

「自分の住む部屋の間取りもわからないんですか」

「否ひ定ていしてほしくて確認を取ったんだよ！　わかれ俺の男心！　何勝手に人の家に同居人入れようとしてんだよ！」

「ああ、トリスタン、明らかなゴミはすべて捨てましたが、判別不可能なものは種類ごとにわけて箱の中に入れているそうなので、ゴミと間ま違ちがえないようにしてくださいね」

「頼むから聞いてください俺の訴うつたえ！」

　力尽きたようにカウンターに額ひたいを打ちつけて動かなくなってしまったトリスタンを見つめ、フィーネの目がパイモンへむかう。

「ええと、勝手に師匠の部屋に入ったの？」

「部屋の中に入らずにどうやって部屋を片付けるんですか？　中にはそんな能力の妖よう魔まもいますが、逆ぎやくに面めん倒どうじゃないですか」

「そうなの？」

「そうですよ。手を使わずに、物を壊こわさないように動かすのは大変な集中力が必要なんです。自分の魔力が染みついたものならともかく、赤の他人の──」

「そこじゃねえんだよ！　なんで俺のことを無視してんだよ！　俺の部屋だぞ！　どうしてそんなに平然としてやがんだ、不ふ法ほう侵しん入にゆうだろうが！」

「失しつ敬けいな。封ふう石せき師し協会本部事務長のわたしが、そんな犯罪行為をするはずはないでしょう？」

　胸を張ってそう問いかけたパイモンは、なお文もん句くを言おうとしたトリスタンの鼻先に、書類を突きつけた。

「ここに、乙おつであるところのフィーネ・ソウ嬢じようの最低限の生活の保障を、甲こうであるところのトリスタン・イエンが請うけ負おうという一文がありますね？　甲、つまりあなたがこれを違たがえるようであれば、協会はその保障を遵じゆん守しゆさせるために甲の財産に介かい入にゆうできると──」

「この書類そのものが違法書類だろうがっ！」

「失敬な。ここにあなたとフィーネ・ソウ嬢のサインがちゃんとあるじゃないですか！」

　堂どう々どうとさし示されたそこには、確かに見覚えのあるサインがあるし、その日付も記憶にある。フィーネがアレスを迎むかえにきた日だ。

　そしてあれよあれよとトリスタンの弟子になることが決まって、フィーネは立て板に水とばかりにつらつらと説明してくれていたパイモンの声を聞き流しながら、ほとんど機械的に頷うなずいて、差しだされるまま書類にサインをした。

（確かあの時、隣でも師匠がなんかパイモンにサインしろとか言われていた気がする）

「協会の規定どおりに書類の内容を説明してからサインをいただいているというのに、一体どこが違法行為だと言うんですか！」

「説明するなら相手に理解させてからサインさせろや！」

「わからないならその時に発言するべきでしょう！　サインした時点で、あなたは協会側の意向に正式に同意しているとみなされるんですよ！」

「契約書って怖いのねー」

　まるっきり他ひ人と事ごとの口く調ちようで呟いたフィーネに、トリスタンの怒いかりの矛ほこ先さきがむかう。

「なんでお前はそんなにしれっとしてんだよ」

「わたし的には都つ合ごうの良い話だからに決まってるじゃない。広いし、部屋数はあるし、一人、二人同居人が増ふえたところで問題がないでしょう？　わたし一度師匠に同居しないか打だ診しんしたじゃない。一いつ緒しよにいて嫌いやだと思う人なら、はじめからそんな話しないもの」

「…………なんというか……おまえもう少しどうにかしたほうがいいと思うぞ？」

「何が？」

　可か愛わいらしく小首を傾かしげるフィーネに味方して、パイモンも頷く。

「そうですよ。本人がここまで大だい丈じよう夫ぶだって言ってるんだから、いいじゃないですか」

「お前が言うな！」

「何か問題があったとしても、協会がなんとかしますって再さい三さん言ってるじゃないですか。むしろ歓かん迎げいしますよ。幸い、つけ入る隙すきはあるようですから存ぞん分ぶんに狙ねらってください。得意でしょう？」

「お前本当に最低だな」

　パイモンを睨むトリスタンの横で、いまいち二人が何を言っているのかわかっていないフィーネは、もっともらしく頷いた。

「相互理解ってやっぱり大事だと思うの。一緒に住めばわかり合えるかもよ？」

　アレスの腕に寄りかかり、「ね？」と微ほほ笑えむフィーネに、くらりとアレスの頭が揺れた。
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「……わかり合ってもいいのかな？」

「そこは理性を働かせろ！　大切にしたいとか言ってただろう！」

「本人がわかり合いたいって……」

「悩なやむな！　俺の部屋でなんかやったら、その瞬間に叩きだすぞ！」

「叩きだすってことは、中に入れてくれるってことよね？　同居していいのね？」

　ぱっと顔を輝かせたフィーネに、トリスタンが半なかば諦あきらめながら舌した打うちする。

「言げん質ちを取ろうとするな。政治家かお前は」

「えー。だって、世界征せい服ふくして人心統一するにしても説せつ得とく力りよくは必要だし、試しに頑がん張ばって師匠を説得してみようかなって」




「だからお前は世界征服を諦あきらめろ！」








ＥＮＤ．
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　お久しぶりです。瑞みず山やまいつきです。

　せっかくなので前回とは対ついになるようなタイトルにしたのですが、我われながらややこしいですね（笑）『闇やみは～』からはじまりますが、主人公は相あい変かわらずアレスが世界の中心なフィーネです。

　シリアスに描えがくと、お互いにお互いが生きる希望で、けれど完全にはわかり合えない異種族で、それでも側にいたいと願う恋人同士な二人なのですが、なんだかんだで人目を憚はばからずにいちゃいちゃしたいバカップルなので、ツッコミ役は大おお忙いそがしですね。ごめんなトリスタン。味方は多いが一人で頑がん張ばれ。

　今回はフィーネ以外の人間の女の子を書けてちょっと嬉しかったです。フィーネは基本的に明るい子なのですが、脇わき目めもふらずにアレスへの愛にむかって突つっ走ぱしっているので、彼女の側にいた友人たちは大変だったと思います。それでもたまには休まないと息切れしてしまうので、殴なぐってでもフィーネを休ませるお友達がいたのではないかなと思いますよ。

　女の子……というと、ちょっと語ご弊へいがありますが、ウェパルをイラストで見たかったので、今回描かいていただけて幸せでした。トリスタン決め顔あってよかったな！（笑）

　絵師様や編集さんをはじめ、今回の刊行に関わっていただいた全ての方へ、改あらためて土ど下げ座ざしてお詫わびと感謝を申し上げます。遅れて申し訳ありませんでした。発売日にむけて尽じん力りよくしてくださりありがとうございました。

　そして『暁あかつきは闇に恋をする』の続きが読みたいと伝えてくださった読者様、購入してくださった読者様の声と想いが届いての続刊となったのは、とても幸運なことだと思っております。本当にありがとうございました。

　願わくば別世界の物語でもお目にかかれますように。
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